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序文

財団法人千葉県文化財センターは，埋蔵文化財の調査研究，文化

財保護思想の潤養と普及などを主な目的として昭和49年に設立さ

れ，以来，数多くの遺跡の発掘調査を実施し，その成果として多数

の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県文化財センター調査報告第497集として，国土

交通省の首都圏中央連絡自動車道建設事業に伴って実施した袖ケ浦

市南岩井作遺跡(吉野田遺跡)・西御祈祷谷古墳群・新開 1遺跡，

木更津市新開 2遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びとなりまし

た。

この調査では，古墳時代の集落が発見されるなど，この地域の歴

史を知る上で貴重な成果が得られております。

刊行に当たり，この報告書が学術資料として，また地域の歴史解

明の資料として広く活用されることを願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の

方々を初めとする関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理まで

御苦労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表しま

す。

平成16年12月22日

財団法人千葉県文化財センタ一

理事長清水新次



凡例

1 本書は，国土交通省による首都圏中央連絡自動車道建設事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書であ

る。

2 本書は，下記の遺跡を収録したものである。

南岩井作遺跡 千葉県袖ケ浦市吉野田字南岩井作19-2 (遺跡コード229-028)

西御祈祷谷古墳群 千葉県袖ケ浦市玉野字西御祈祷谷1， 201ほか (遺跡コード229-027)

新開 1遺跡 千葉県袖ケ浦市吉野田字岩井作47-2 (遺跡コード229-029)

新開2遺跡 千葉県木更津市伊豆島字新開1， 201ー1 (遺跡コード206-026)

※遺跡名について…『千葉県埋蔵文化財分布地図(4)一君津・夷隅・安房地区(改訂版)~ (財団法人

千葉県文化財センター 2000，以下『分布地図~)における遺跡名との対応関係は，それぞれ以下のと

おりである。

南岩井作遺跡(吉野田遺跡): W分布地図』では「南岩井作遺跡」と記載されているが，発掘調査は

「吉野田遺跡」として行った。今回整理・報告するに当たり，混乱のないよう「南岩井作遺跡(吉野田

遺跡)J と表記することとした。遺跡範囲は今回の調査範囲に等しい。

西御祈祷谷古墳群:W分布地図』では，同じ遺跡を指して「袖ケ浦市西御祈祷谷古墳群J，i木更津市

玉野台古墳群」と二重に記載されているが，明らかに袖ケ浦市側に位置することから， i西御祈祷谷古

墳群」として調査・報告することとした。なお，調査の結果，古墳と考えられていたもののすべてが塚

である事が判明したが，遺跡名はそのまま「古墳群」とした。

新聞 1・2遺跡:昭和58年に新開遺跡調査委員会によって， i新開遺跡」として吉野田配水場建設に

伴う調査が行われたが，今回調査・報告する「新開 1遺跡」・「新開2遺跡」は，その北方の尾根上に当

たる。その場所も『分布地図』では「新開遺跡」と記載されているが，今回調査・報告するに当たっ

て，便宜上袖ケ浦市側を「新開 1遺跡J，木更津市側を「新開2遺跡」と呼び分けた。それぞれの遺跡

範囲は今回の調査範囲に等しい。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は，国土交通省の委託を受け，財団法人千葉県文化財センターが

実施した。

4 発掘調査及び整理作業の担当者，実施期間は本文中に記載した。



5 本書の執筆は，第 1章第 1節 1・3( 3 )，第2節3，第3章第 1節，第6章第4節を副所長兼主席研

究員 土屋治雄が，第3章第2節以下の奈良・平安時代以降の遺物について，および第6章第3節を上

席研究員 半津幹雄が担当し，その他の執筆と編集は研究員 高梨友子が担当した。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで，千葉県教育庁教育振興部文化財課，袖ケ浦市教育委員会，木

更津市教育委員会，浅野雅則氏，稲葉昭智氏，小林清隆氏，宮本敬一氏の御指導・御協力を得た。

7 本書で使用した地形図は，下記のとおりである。

第 1図 国土地理院発行 1/50，000地形図「木更津J・「姉崎J

第2図袖ケ浦市発行 袖ケ浦市地形図NO.44(1 X-ME 33-4) 

第5図 国土地理院発行 1/25，000地形図「木更津」・「上総横田J

8 周辺地形航空写真は，京葉測量株式会社による平成12年撮影のものを使用した。

9 本書で使用した図面の方位はすべて座標北である。測量値については日本測地系を使用した。

10 遺構名は，発掘調査時の名称を踏襲した。西御祈祷谷古墳群・新開 1遺跡・新開2遺跡については同

じ尾根筋上に所在するため， 2遺跡以上にまたがる遺構があるが，それらについては最初に検出された

遺跡の遺構として調査・報告した。遺構と所属する遺跡の対応関係は，第 1表のとおりである。なお，

上層確認トレンチ出土遺物については，グリッドにふりかえて報告している。

11 遺構実測図中の iKJは撹乱を表している。

12 遺物実測図の断面について，黒丸は胎土に繊維が混入していることを表し，黒塗りは須恵器を表して

いる。

13 各遺物表中の計測値について， ( )付き数値は，完形でない場合の現存値である。

ただし，石器に限っては，全て( )無しで現存値とした。
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第 1章 は じ め に

第 1節 調 査 の 概 要

1 調査に至る経緯

首都圏中央連絡自動車道(圏央道)は，都心から半径およそ40km"'-'60kmの位置に計画された総延長約

300kmに及ぶ環状の自動車専用道路である。千葉県内は，平成9年に開通した東京湾アクアラインで神奈

川県と繋がり，房総半島を横断して太平洋側の茂原市に至り，東上総の台地を北上し，山武地域へと繋

がっていく。この路線のうち，袖ケ浦市から木更津市の区間がまず事業化された(第 1図)。用地内には

数多くの遺跡が所在することから，その取扱いについて，千葉県教育委員会と国土交通省・日本道路公団

との間で慎重な協議が重ねられた。その結果，現状保存が困難な部分については，やむを得ず発掘調査に

よる記録保存の措置を講ずることとなった。木更津 JCTから東へ約25kmの区間は日本道路公団が事業主

体となり，財団法人君津郡市文化財センターが発掘調査を実施し，それより東の区間については国土交通

省が事業主体となり，財団法人千葉県文化財センターが発掘調査を実施することとなった。

第 1図遺跡の位置 (1:50，000)
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2 調査の経過

今回報告する 4遺跡の発掘調査は，平成13年度から平成15年度にかけて断続的に行われた。整理作業

は，平成15年度・平成16年度にそれぞれ実施し，平成16年度に報告書を合冊・刊行することとなった。発

掘調査および整理作業に関わる各年度の作業内容および担当職員は以下のとおりである。

(1 )発掘調査

O平成13年度

西御祈祷谷古墳群

期間平成13年10月15日~平成14年2月15日

内容本調査古墳7基(塚8基)

担当者南部調査事務所長高田博 主席研究員土屋治雄

0平成14年度

南岩井作遺跡(吉野田遺跡)

期間平成14年5月 1日~平成14年5月31日

内容確認調 査 上 層780rrf/780rrf，下層20rrf/780rrf 

本調査 上層 orrf，下層 Orrf

担当者南部調査事務所長鈴木定明 研究員城田義友

新聞 1遺跡

期間平成14年6月3日~平成14年7月31日

内容確認調査上層200rrf/1，916rrf，下層38rrf/1，916rrf

本調査 上層1，816rrf，下層 Orrf

担当者南部調査事務所長鈴木定明 研究員城田義友 研究員高梨友子

新開 2遺跡

期間平成14年4月 1日~平成14年6月28日

内容確認調 査 上 層320rrf/3，200rrf，下層128rrf/3，200rrf

本調査 上層2，200rrf，下層 orrf

担当者南部調査事務所長鈴木定明 上席研究員石川誠 研究員高梨友子

0平成15年度

新開 1遺跡

期間平成16年2月2日~平成16年2月17日

内容確認調 査 上 層-rrf/624rrf，下層12rrf/624rrf

本調査 上層624rrf，下層 orrf

担当者南部調査事務所長鈴木定明 研究員鶴岡健

つ臼



(2)整理作業

O平成15年度

南岩井作遺跡(吉野田遺跡)

期間平成15年 4月 1日~平成15年4月30日

内容水洗・注記~原稿執筆の一部

担当者南部調査事務所長鈴木定明 研究員高梨友子

西御祈祷谷古墳群

期間平成15年 5月 1日~平成15年 6月30日，平成15年11月1日~平成15年11月14日

内容水洗・注記~原稿執筆の一部

担当者南部調査事務所長鈴木定明 研究員高梨友子

新開 1遺跡

期間平成15年11月17日~平成16年 1月31日，平成16年 3月1日~平成16年 3月31日

内容水洗・注記~原稿執筆の一部

担当者南部調査事務所長鈴木定明 主席調査員兼市原調査室長相京邦彦 研究員高梨友子

新聞 2遺跡

期間平成16年 1月19日~平成16年3月31日

内容水洗・注記~原稿執筆の一部

担当者南部調査事務所長鈴木定明 上席研究員半揮幹雄 研究員高梨友子

0平成16年度

南岩井作遺跡(吉野田遺跡)

期間平成16年4月 1日~平成16年4月30日

内容原稿執筆の一部~報告書刊行

担当者南部調査事務所長高田博 研究員高梨友子

西御祈祷谷古墳群

期間平成16年 5月6日~平成16年5月14日

内容原稿執筆の一部~報告書刊行

担当者南部調査事務所長高田博 研究員高梨友子

新聞 1遺跡

期間平成16年 5月17日~平成16年6月30日

内容原稿執筆の一部~報告書刊行

担当者南部調査事務所長高田博 研究員高梨友子

q
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新開 2遺跡

期間平成16年4月1日~平成16年4月30日

内容原稿執筆の一部~報告書刊行

担当者南部調査事務所長高田博 上席研究員半津幹雄

3 調査の方法(第 2"'-'4図)

(1 )グリッド設定

首都圏中央連絡自動車道建設に関わる発掘調査では，遺跡の数も多く，遺跡の面積も大きいため，それ

ぞれの遺跡毎に公共座標に基づいたグリッド、設定を行っている。しかし，今回報告する遺跡の場合，南岩

井作遺跡(吉野田遺跡)を除く 3遺跡は同じ尾根筋上に所在している。新聞 1遺跡と新開 2遺跡は，尾根

の中心を縦走する市境によって区別されているに過ぎず，また，西御祈祷谷古墳群は，位置的には新聞 1

遺跡の上層遺構と捉えることができるため，発掘調査に当たっては，共通のグリッドを設定して用いるこ

ととした。

グリッド設定は， X = -71.0km， Y = + 15.5kmを起点として， 20mX20mの方眼を被せ大グリッドとし

た。大グリッドは，北から南にA，B，C，・ー西から東に1， 2， 3，ーと呼称し，更に大グリッドの中を 2

mX2mの小グリッドに100分割して，北西隅から00，01， ...，南東の隅を99とした。これにより，大グ

リッドと小グ、リッドの組み合わせでD4-65，K10-25というように，小地区名の表示を行えるようにした。

なお，南岩井作遺跡(吉野田遺跡)については，発掘調査時にはグリッド設定を行わなかったが，ほか

の3遺跡の至近距離に所在することから，整理作業段階で同じ方眼を被せ，報告することとした。

個々の遺跡についての調査方法は以下のとおりである。

(2)南岩井作遺跡(吉野田遺跡)

調査対象面積780nfについて，全面的に表土を剥いで確認調査を行ったところ，灰褐色粘質砂を主体と

する盛土層や，黒褐色~暗褐色を呈する粘質土の再堆積層が比較的厚く堆積していることが判明した。地

山層は砂質土であり，中・近世の所産と考えられる掘立柱建物跡などが検出された。

上層調査終了後， 2mX 2mの確認グ、リッドを設定して下層確認調査も行ったが，旧石器時代の遺構・

遺物は確認できなかった。

(3)西御祈祷谷古墳群

発掘調査当初は7基の古墳群と考えられており，調査開始前に，全体の地形測量とラジコンヘリによる

空中写真撮影を実施した。また， 1基ごとに平面方向からの写真撮影も行った。

調査前状況の写真撮影を一通り終えると， 7基を通した土層断面観察用のベルトを 1本設定し，そのベ

ルトに直交するベノレトをそれぞれに設定して，発掘作業を開始した。

発掘作業は，まず現表土層を盛土層まで平均に除去した。その結果，方形に造られていたことが判明

し，それぞれ図面作成を行った後，盛土層を築造当時の表土(地山)まで平均に除去する作業を行った。そ

して地山面を精査した結果，北宋銭などが出土し，中世以降の塚であることが明らかとなった。盛土土層

断面図，平面図を作成し，写真撮影を行い，塚の発掘作業を終了したが，他に削平された塚が存在する可
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能性があるため，塚群の南側に確認トレンチを入れて調査を行った。その結果，最も北側に塚がもう 1基

存在し，合計8基からなる塚群であることがわかった。

(4)新開 1遺跡

当初，新聞 1遺跡として調査対象とされていたのは， J10"'-'N10グリッドを中心とする平坦地のみの

1，440rri'であった。ただし，このうち北半分の624rri'は未買地で，実際に調査可能とされていたのは，

L10・M10グリッドを中心とする816rri'であった。ところが，先に調査を開始していた新開2遺跡の成果か

ら，連続する尾根上にも遺構があることが推定されたため，当初遺跡と考えられていなかった痩せ尾根上

の部分に試掘トレンチを入れてみたところ，新開2遺跡と同様，古墳時代中期頃と考えられる竪穴住居跡

が確認された。そこでその部分を新開 1遺跡追加分1，100 rri'として，新たに調査対象に加えた。そして確

認調査を行った結果，合計で1，916rri'となった調査対象面積のうち，遺構の確認されなかった範囲を除く

1，816rri'について，平成14年度に上層本調査を行うこととなった。

当初の未買地624rri'については，平成15年度に買収が済み，上層本調査を行った。

上層の本調査は，確認調査によって遺構が検出された面まで，重機で表土を剥いで開始した。平坦地の

少ない複雑な地形上に立地しているためか，遺構検出面は同一層ではなかった。主な遺構は古墳時代の竪

穴住居跡と古代以降の溝状遺構であり，竪穴住居跡については，十字に土層観察用のベルトを設定して掘

り進めていき，適宜記録写真撮影を行いながら，それぞれセクション図，遺物出土状況図，平面図，炉実

測図などを作成した。溝状遺構についても同様に，随所に土層観察用のベルトを設定して調査を行った。

縄文時代早期の遺物包含層も検出されたが，これについては基本的に小グ、リッド単位で一括して遺物の取

上げを行った。遺構調査を全て終了した後，ラジコンヘリにより遺跡の空撮を行った。

上層の調査終了後， 2mX 2mの確認グリッドを設定して，下層の確認調査を行ったが，旧石器時代の

遺構・遺物は検出されなかった。

(5)新開2遺跡

発掘調査は，調査対象面積3，200rri'の10%の320rri'について，まずトレンチを設定して確認調査を行っ

た。その結果，古墳時代中期頃を主体とする集落と，古代以降から機能したと考えられる溝状遺構などが

確認され，遺構が検出されなかった範囲を除く 2，200rri'について，上層本調査を行うこととなった。上層

遺構の調査方法は，新開 1遺跡や西御祈祷谷古墳群と同様である。全ての遺構を完掘後，ラジコンヘリに

よる空撮を行った。

上層の調査終了後， 2mX 2mの確認グリッドを設定して，下層の確認調査を行った。その結果E5-46

グリッドの咽~区a層上面付近でチャートの剥片が数点出土したため，周囲を拡張して広がりを確認した

が，遺構・遺物は全く確認されなかった。

円。
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第 1表 西御祈祷谷古墳群・新開1遺跡・新開2遺跡遺構一覧表

西御祈祷谷 新開1 新開2 欠番 時期 備 考

SI-001 古墳中期 SD-001に切られる

SI-002 古墳中期

SI-003 埋没谷

SI-004 古墳前期

SI-005 古墳中期?

SI-006 古墳中期

SI-007 古墳中期

住居跡 SI-008 古墳中期?

SI-009 古墳?

SI-010 古墳

SI-011 古墳 SM-010に切られる

SI-012 古墳前期?
a恒

SI-013 古墳中期

SI-014 弥生後期 床面レベルはSI-013よりやや角い

SI-015 古墳前期

SD-001 SD-001 中世以降 硬化面あり， SD-008とつながる可能性あり

SD-002 SD-002 平安~近世 断面V字形，硬化面あり，宝永火山灰含む

SD-003 平安~中世 硬化面あり

SD-004 平安~中世 硬化面あり

SD-005 平安~中世 硬化面あり

SD-006 中世以降つ

SD-007 中世以降 硬化面あり

SD-008 SD-008 近世以降 硬化面あり， SD司001とつながる可能性あり， Y字状

溝状遺構 SD-009 近世以降 硬化面あり， SD-008に切られる

SD-010 近世以降 硬化面あり，宝永火山灰含む， SD-009に切られる

SD-011 中世以降 硬化面あり

SD-012 平安~中世 硬化面あり

SD-013 中世以降 硬化面あり

SD-014 平安~中世 硬化面あり

SD-015 急斜面の崩落，遺構ではない

SD-016 近世以降 硬化面あり，宝永火山灰含む， SM-010を切る

SD-006下遺構 奈良・平安? 周溝状

SK-001 中世以降

SK-002 縄文早期 炉穴

土 坑 SK-003 近世以降 近世以降の人骨，寛永通宝のみ採集

SK-004 縄文早期

SK-005 縄文早期

SM-001 中世~近代

SM-002 中世~近代

SM-003 中世~近代

SM-004 中世~近代

塚 SM-005 中世~近代

SM-006 中世~近代

SM-007 中世~近代

SM-008 中世~近代 SD-002に切られる

SM-009 近世以降 明治紀年銘の石洞，南接して人骨 (SK-003)

状方遺形構周溝
SM-010 奈良・平安 主体部なし， SD-016に切られる

SS-OOl 奈良・平安? 主体部なし

- 8 -
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第2節遺跡の概要

1 遺跡の位置

遺跡の所在する袖ケ浦市・木更津市は，房総半島のほぼ中心部に位置しており，西側は東京湾に面して

いる。両市の地形は，主として丘陵部と沖積平野部とに分かれる。君津市南端を水源とし東京湾に注くりj、

橿川が袖ケ浦市の中央部を東から西に流れており，その北側と南側は広い沖積平野となっており水田が営

まれている。そしてその沖積平野の南側に，複雑に開析された房総丘陵が展開する。

西御祈祷谷古墳群・新開 1遺跡・新開2遺跡は，北流して小橿川中流に注ぐ鎗水川西岸の，標高約80m

の丘陵尾根上に立地している。平坦地のほとんどない痩せ尾根上で，最も標高の高い中央部を袖ケ浦市と

木更津市との境界線が縦に貫いており，西御祈祷谷古墳群はその袖ケ浦市側に，尾根の先端から市境ライ

ンに添うようにー列に並んで位置している。新開 1遺跡は，西御祈祷谷古墳群と連続して尾根上の東側部

分を占め，市境を挟んで、西側の木更津市側には新開2遺跡が位置する。新開 1遺跡にはやや平坦な部分も

含まれるが，縁辺は急斜面となっており沖積地へと落ちていく。新開2遺跡は，緩斜面に立地している。

南岩井作遺跡(吉野田遺跡)は，新開 1遺跡の南東方向の急斜面下の沖積地に立地している。

西御祈祷谷古墳群・新開 1遺跡・新開2遺跡の南方では，現在はダムによって堰き止められている矢那

川が東京湾に向かつて西流している。

2 周辺の遺跡(第5図)

南岩井作遺跡(吉野田遺跡)・西御祈祷谷古墳群・新開 1遺跡・新開 2遺跡の周辺には遺跡が多く分布

し，各時代毎に特徴的な地域色を見せている。それらについて，発掘調査の行われた遺跡を中心に概観し

てみたい。

旧石器時代は，遺跡周辺ではローム層の認められない場所も多く，報告例が少ない。矢那川沿いの二重

山遺跡(37)11でN""-'V層段階の石器集中と磯群が検出されている以外は，滝ノ口向台遺跡(16)21や久野遺

跡(42)31の上層調査で，ナイフ形石器などの旧石器が僅かに出土しているのみであったが，最近，圏央道

建設に伴う君津郡市文化財センターによる玉ノ谷遺跡(30)41の調査で， VI""-'区層段階の剥片がまとまって

出土し，注目される。

縄文時代は，早期の遺構・遺物が多く認められる。撚糸文土器や沈線文土器，条痕文土器などを伴っ

て，炉穴や陥穴，磯群などが検出される例が多い。早期の遺構は，石仏遺跡(33)51，玉ノ谷遺跡(30)41な

どで竪穴住居跡が，三ツ田台遺跡(20)ペ上南原遺跡(22)7)，上ノ山B遺跡(39)81などで炉穴などの土坑が，

飛田遺跡(19)91，大竹長作古墳群(2引lぺ林遺跡(2剖11l，石仏遺跡(33)51，上ノ山B遺跡(39)81，久野遺跡(42)31

などで磯群が検出されている。さらに，遺構は検出されないものの，早期の土器や礁などが出土した遺跡

として，滝ノ口向台遺跡(16)21，巡礼街道遺跡(但2却9到)1剖ヘ，上桑田谷遺跡(31剖1)13べ3

(性41げ)15町)などを挙げることができる。

前期以降は，早期に比べ閑散とした遺跡の展開状況である。中台A遺跡(8)1ヘ玉ノ谷遺跡(30)41で前期

とみられる竪穴住居跡が，嘉登遺跡(23)1九久野遺跡(42)31で中期の竪穴住居跡が，飛田遺跡(19)91，三ツ

田台遺跡(20)61，嘉登遺跡(23)べ石仏遺跡(33)51で後期の竪穴住居跡がそれぞれ数軒ずつ検出された程度

である。また，伊豆島貝塚(32)

- 10 -
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続く弥生時代も比較的遺跡が少なく，遺跡周辺では主に弥生時代後期~古墳時代前期にかけての居住域

が小規模に展開するようである。ただし，小植川に近い遺跡では，先行して中期~後期の集落や方形周溝

墓群が営まれるようである。滝ノ口向台遺跡(16)21で中期~後期の環濠を有する集落が，飛田遺跡(19)91 

で中期の竪穴住居と方形周溝墓群が，中台A遺跡(8)131でも中期の方形周溝墓が検出されている。

弥生時代後期とみられる竪穴住居跡が検出されたのは，中台A遺跡(8 ) 16>，中台B遺跡(9)ベ四留作第

1古墳群{lWぺ椿古墳群(12)へ大作古墳群(14)221，三ツ田台遺跡(20)61などで，林遺跡(28)"1では弥生時

代末期~古墳時代前期にかけての方形周溝墓群が検出された。

古墳時代になると，主に小橿川沿いで大規模な古墳群が営まれるのが特徴的である。出現期古墳や前期

古墳も含まれており，滝ノ口向台古墳群(17)231の8号墳は，レーダー探査結果により，県内最大の前方後

方墳であることがほぼ確実視されている。また，9号墳は東海系土器や銅錬などを出土した出現期古墳と

して知られている。椿古墳群(12)211S Xー 3は前期の方墳で，やはり東海系土器や銅鉱，鉄剣，鉄槍など

が出土している。

中期~後期の古墳・古墳群としては，前方後円墳を含み総数100基もの古墳で構成されるとみられる椿

古墳群(12)211をはじめ，順礼海道古墳(5 )241，山崎古墳群(7 )2ヘ中台A遺跡(8)161，四留作第 1古墳群

(10)ベ四留作第2古墳群(11)ベ馬場作古墳群(13)ペ大作古墳群(14)2九鬼塚古墳群(15)2へ平ヶ作古墳群

(18)，嘉登遺跡(23)171など，枚挙にいとまがない。

後期~終末期と考えられる古墳も，主に鎗水川西岸の遺跡で少しずつ営まれるのも特徴で，次の奈良・

平安時代の火葬墓に引き継がれていくようである。

集落としては古墳時代は前期が中心になるようである。三ツ田台遺跡(20)61や中台A遺跡(8)1制，久野遺

跡(42)31で前期~後期の竪穴住居跡が数軒ずつ確認、されたのをはじめ，嘉登遺跡(23)171や依田遺跡(19)91， 

石仏遺跡(33)51で前期~中期とみられる竪穴住居跡が数十軒単位で確認された。昭和58年の新開遺跡の調

査期でも，古墳時代前期の竪穴住居跡が検出されている。古墳時代中期~後期以降は，遺跡周辺は一般的

な集落から遠のいていったとも言える状況である。

奈良・平安時代になると，遺跡周辺では，飛田遺跡(19)91で竪穴住居跡が確認されている以外は，一般

的な集落はほとんどみられなくなる。二重山遺跡(37)11や久野遺跡(42)31で当該期の竪穴住居跡群が検出

されているが，これは一般の集落とは異なる，工人集団の集落と推定されるものである。この時代に多く

認められるのは，須恵器・瓦の窯跡や製鉄関連遺跡などの生産関連遺跡，そして墓域である。

製鉄関連遺跡は，精錬炉の検出された二重山遺跡(37)1)，山ノ下製鉄遺跡(40)初)などをはじめ，上ノ山A

遺跡(38)81，上ノ山B遺跡(39)ペ久野遺跡(42)31などで鍛冶工房や鍛冶関連施設が確認されている。

窯跡は，上名主ヶ谷第 1窯跡群(35)311・上名主ヶ谷第 2窯跡群(36)311などがあり，須恵器窯や瓦窯，須恵

器瓦共用窯などが検出された。出土した瓦は，今回報告する新開 1遺跡出土の瓦とは異なる，凸面に太い

縄タタキが施されるものである。

墓域としては，火葬墓，方形墳墓などが多く認められるのが特徴である。火葬墓，方形墳墓が検出され

た遺跡としては，椿古墳群(1W九三ツ田台遺跡(20)61，嘉登遺跡(23)へ林遺跡(28)へ玉ノ谷遺跡(30)4 >， 

石仏遺跡(33)51などが挙げられ，このうち三ツ田台遺跡(20)61では，石橿も検出されている。このほか，

墓域ではないが，久野遺跡(42)31で複数の基壇建物跡が検出され，山寺・山林寺院と考えられることが特

筆される。
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中世以降は，この周辺は遺跡としてはあまり明らかになっていない。真里谷武田氏との関連が指摘さ

れ， 2度の落城が伝えられる笹子城(6 )321の一部が調査され，15世紀後半"'16世紀を中心とする多量の遺

物を伴った整地面が確認されたのみである。

3 周辺の塚群

君津地域に所在する塚は， 4市で合計516基が確認されている。内訳は袖ケ浦市121基，木更津市162基，

君津市170基，富津市63基である。袖ケ浦市内に所在する塚121基の中で塚群(2基以上)として確認されて

いるものは25群あり次の通りであるお)。

中・近世

仏塚 袖ケ浦市大曽根 円形 中・近世 2基

墓山塚群 袖ケ浦市大曽根 円形 中・近世 4基

蓮華寺塚群 袖ケ浦市大曽根 円形 中・近世 2基

堀込塚群 袖ケ浦市神納 円形 中・近世 3基

中辻台塚群 袖ケ浦市神納 円形 中・近世 2基

文脇塚群 袖ケ浦市野里 円形 中・近世 2基

日ノ台塚群 袖ケ浦市野里 円形 中・近世 3基

高塚塚群 袖ケ浦市阿部 円形 中・近世 3基

八幡台塚群 袖ケ浦市上宮田 円形 中・近世 4基

欠塚群 袖ケ浦市上宮田 円形 中・近世 3基

上宮田台塚群 袖ケ浦市上宮田台 円形 中・近世 4基

上鬼塚塚群 袖ケ浦市滝ノ口 円形 中・近世 3基

天王坂塚群 袖ケ浦市川原井 方形 中・近世 2基

根澄山塚群 袖ケ浦市川原井 双円形・上円下方形・円形 中・近世 3基

飯王山塚群 袖ケ浦市高谷 円形 中・近世 2基

市ヶ原塚群 袖ケ浦市高谷 不整円形・円形 中・近世 3基

清水川台塚群 袖ケ市代宿 方形 中・近世 3基

尾畑台塚群 袖ケ浦市下根岸 中・近世 6基

熊野神社内塚群袖ケ浦市横田 中・近世 2基

近世

豊前台塚群 袖ケ浦市川原井 円形 近世 2基

大谷塚群 袖ケ浦市川原井 円形 近世 2基

八幡神社内塚群袖ケ浦市蔵波 方形 近世 2基

神田塚群 袖ケ浦市蔵波 円形 近世 2基

打越岱塚群 袖ケ浦市上泉 方形 近世 3基

谷ノ台塚群 袖ケ浦市神納 方形 近世 3基

円

δ
唱
E.
‘



また，袖ケ浦市以外の君津地域で5基以上の塚群は次の通りである。

湯名塚群 木更津市下郡 方形 中・近世 5基

宮下西谷塚群 君津市宮下 円汗多 中・近世 16基

尾車十三塚群 君津市尾車 円形 中・近世 13基

市宿十三塚群 君津市清和市場 円形 中・近世 14基

上新田塚群 君津市上新田 円形 中・近世 10基

三直B行人塚 君津市三直 円形 近世 29基

竹岡十三塚 富津市竹岡 円形 中・近世 13基

相野谷十三塚 富津市相野谷 円形 中・近世 13基

4 基本層序

新開 1遺跡・新開 2遺跡は，馬の背状の痩せ尾根上に立地しており，平坦面はほとんど存在しない。そ

のためか土層の堆積も不安定で，地点毎に大きく異なる様相を見せており，遺構検出面も同ーの連続した

層ではないと考えられる。従って，ここではある 1か所をもって遺跡全体の基本層序とすることは避け，

各地点周辺を代表する士層を全て示すこととした。

なお，どの地点においても立川ローム層が厚く堆積する傾向にあり，武蔵野ロームは見いだ、せなかっ

た。また，地点によっては，標準的なローム層の堆積とは異なる様相を示す部分もあり，その場合は層名

に暫定的にアラビア数字を用いて示した。

(1) L10-28グリッド(新聞 1遺跡)付近(第6図)

縄文時代早期の遺物が集中して出土する地点の基本土層である。遺物はE層以上でしか出土せず，遺構

検出面も E層上面である。 E層については，色調から 2層に分層できた。

I層(黒褐色土層)上部約10cmは腐葉土。表土層。

E層(褐色土層)やや赤味を帯びる。黒色土を斑に含み，しまりなし。

縄文時代早期遺物を包含する。

illl層(暗黄褐色土層)ソフトローム層。遺物は包含しない。

illZ層(黄褐色土層)ソフトローム層。 illl層より明るい色調。

N層(褐色土層)赤味を帯び，色調は E層に類似する。一部ソフト化し

ているが，以下ハードローム層。

V層(暗褐色土層)全体にやや黒ずんだ色調。暗緑色スコリア・樫色ス 84.0m 

L 10-28 
北壁

85.0m 

コリアを含む。

VI層(明黄褐色土層) A T (姶良丹沢火山灰)が集中的に包含される o

u層(暗褐色土層)暗緑色スコリア・樫色スコリアを含む。

医a層(暗褐色土層)下半にやや明るい部分があり， IXb層と分層できる可 83.0皿

会

u

w
一
V
一
羽
一
羽
一
医

医c

能性もある。スコリアを含む。

医c層(暗褐色土層)暗い色調。スコリアを含む。
第6図基本層序(1 ) 
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(2) K8-30グリッド(新開2遺跡)付近(第7図)

上層本調査対象範囲外となった地点の土層である。 IIb層と IIc層が僅かながら確認できたが，付近から

は遺構や遺物は検出されなかった。また， L10・28グリッド同様， ill層を色調により 2層に分層できたが，

L10-28のE層とは対応しないようである。医c層も，色調とスコリアの量などによって2層に分層できた。

医c層より下には，立川ローム層，武蔵野ローム層のいずれとも異なる暗黄褐色土，暗褐色土が厚く堆積

していた。

I層(黒褐色土層)表土層。しまりなし。

IIb層(暗褐色土層)

IIc 層(暗褐色土層) II b層より暗い色調。

ill1層(暗黄褐色土層)均質。

ill2層(暗褐色土層)均質。

W層(明褐色土層)暗緑色スコリア・樫色スコリアを少量含む。半分ソフ

ト化している。

V層(暗黄褐色土層)暗緑色スコリア・樫色スコリアを含む。

VI層(暗黄褐色土層) AT  (姶良丹沢火山灰)が集中的に包含される。暗

緑色スコリア・檀色スコリア・黒色スコリアを含む。

四層(暗黄褐色土層) v層より明るい色調。暗緑色スコリア・燈色スコリ

ア・黒色スコリアをやや多く含む。

医a層(暗褐色土層) 暗緑色スコリア・樺色スコリア・黒色スコリアを多

く含む。

医c1層(暗褐色土層) 暗褐色土中，最も暗い色調。暗緑色スコリア・樫

色スコリア・黒色スコリアを多く含む。

医c2層(暗褐色土層) 医c1層よりやや明るい色調。暗緑色スコリア・樫

色スコリア・黒色スコリアを含む。

10層(暗黄褐色土層) 暗緑色スコリア・樫色スコリア・黒色スコリアを

含む。

11層(暗褐色土層)暗緑色スコリア・樺色スコリア・黒色スコリアを含む。明るさやスコリアの量などで

分層できる可能性もあるが，明確ではない。

K8-30 
西壁

82.0m 

81. Om 

80.0m 

11 

79.0皿

第 7図基本層序 (2)

(3) C5・70グリッド(新開2遺跡)付近(第8図)

この付近は，黒色土系の土が厚く堆積している。埋没谷で， II層が良好に形成され残存したものと考え

られる。 E層と考えられる層については，色調などにより数層に分層可能であった。これらについて，縄

文時代早期・前期の遺物を包含するのはII1層のみであることから， II 1層をIIc層相当， II 2層をE層

相当と考えることもできるが， VI層から押さえていき， II 1層をIIa層相当， II 2層を IIb層相当， II 3・

II4層を IIc層相当と考えるほうが妥当であろう。色調については，黒味の強い順に， II 4層， II 3層-

ill""'N層， II 1層 .v層である。同様な E層の堆積の認められたグリッドとしては，ほかにC4-98， 

5
 

唱

'
A



D4-47， D5-10が挙げられる。なお，当グリッドの場合， V層から一部VlI層までソフト化が進んでいた。

II 1層(暗褐色土層)比較的均質。縄文時代早期・前期の遺物を少量包含する。

II2層(明褐色土層)比較的均質。黄色味が強く，ソフトローム層に似る。遺物は包含しない。

II3層(暗褐色土層)暗黄褐色土と黒色土が斑に混合。

II4層(黒褐色土層) II 3層と類似するが， II 3層より黒色土が多い。

ill""N層(褐色土層)上部ほど黒味が強く下部ほど赤味を帯びるが，分層は不能。

V層(暗褐色土層) 燈色スコリアを含む。ソフト化している。他地点のV層より暗い色調。

VI層(黄白褐色士層) AT  (姶良丹沢火山灰)が集中的に包含される。暗緑色スコリア・樫色スコリア・

黒色スコリアを含む。ソフト化している。

四層(暗褐色土層) 暗緑色スコリア・樫色スコリア・黒色スコリアをやや多く含む。一部ソフト化して

u、る。

医a層(暗褐色土層) 暗緑色スコリア・樺色スコリア・黒色スコリアを多く含む。

区c層(暗褐色土層) 医a層よりやや暗い色調。暗緑色スコリア・樺色スコリア・黒色スコリアを多く含

む。

79.Om 

78.0m 

77.Om 

76.0皿

C5-70 
北壁

- 且 立J ー¥ 」

~ 
医a

医c

79.0m 

C4-98 D5-1O 
西壁

七5 卜てて斗 78.0m 

D4-47 
東壁

ka¥一寸 ト 」77.Om

76.0m 

X? 

第8図基本層序 (3)
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(4) C4-86グリッド(新開 2遺跡)付近(第9図)

標準的なローム層の堆積とは異なる状況を示す。特に，スコリア層が顕著に認められるのが特徴的であ

る。 8層と同様な樫色~黄白色のスコリア層が認められたグリッドとしてはほかに， D4-47， F6-78， 

H8-36が挙げられる。

81. Om 81. Om 

F6-78 
南壁

80.0m H8-36 80.0m 
西壁

VI 

79.0m 79.0m 

C4-86 
北壁

77.0m 

78.0m 78.0m 

D4-47 
東壁

76.0m 

77. Om 

76.0m 

X? 

第9図基本層序 (4) 

1層(明褐色士層)ローム層に類似し，比較的均質。 C5-70グリッドの II2層相当。遺物は包含しない。

標準土層の IIb層相当か。

2層(暗褐色士層)比較的均質。色調の暗さで 1層と分層されるが， C5-70グリッドの II3層 .II4層ほ

ど黒くはない。標準土層の IIc層相当か。

3層(黄褐色土層)明瞭に分層される 4層と，やや不明瞭な 2層との問で，標準土層のm.-.....v層相当と推

測されるが，混然として分層不能。この層の下部までソフト化している。

ウ

i
唱

E
i



4層・ 5層(黄白褐色スコリア層)白色スコリア，黄色スコリアを主体とする。樫色・黒色・暗緑色スコ

リアも含む。暗褐色土を少量含み，その量で分層可能である (5層のほうがやや多い)。相模野第

1スコリア層相当か。

6層(暗褐色土層)樺色スコリア，黄色スコリアを多量に含む。黒色スコリア，暗緑色スコリアを含む。

標準土層の四~区層相当と考えられるが，分層不能。

7層(暗褐色土層)樫色スコリア，黒色スコリア，暗緑色スコリアを多量に含む。

8層(樫色~黄白色スコリア層)上部に黄白色スコリア，下部に樫色スコリアが主体的に堆積する。暗褐

色土を含む。相模野第2スコリア層相当か。

9層(暗褐色土層)黒色スコリア，暗緑色スコリアを僅かに含む。やや粘質。

10層(暗褐色土層)スコリアはほとんど含まない。やや粘質。

注1 神野信・半揮幹雄 1997 W矢那川ダム埋蔵文化財調査報告書 1一木更津市二重山遺跡-J財団法人千葉

県文化財センター

2 小高春雄ほか 1993 W滝ノ口向台遺跡・大作古墳群』財団法人千葉県文化財センター

3 小林清隆・新田浩三・糸原清・吉野健一 1999 r矢那川ダム埋蔵文化財調査報告書2一木更津市久野遺

跡一』財団法人千葉県文化財センター

4 石井則孝ほか 1974 r木更津市笹子込山遺跡の研究JW史館j2号

木更津市教育委員会 1992 W木更津市内遺跡発掘調査報告書一蔵坪遺跡一』

財団法人君津郡市文化財センター 2004 r玉ノ谷遺跡Jr君津郡市文化財センタ一年報恥21一平成14年度-J

5 諸墨知義 1991 r財団法人君津郡市文化財センタ一年報NO.9一平成2年度一』財団法人君津郡市文化財

センタ-

6 固形孝一編 1991 r飛田遺跡・三ツ回台遺跡・大竹古墳群(1 )J財団法人君津郡市文化財センター

7 井上賢・稲葉昭智 1995 W大竹遺跡群発掘調査報告書W一向神納里遺跡・南上原遺跡・狐谷遺跡・大竹

古墳群一』財団法人君津郡市文化財センター

8 安藤道由・中能隆 1996 r上ノ山A ・上ノ山B・下根回A ・下根回B・御所塚遺跡』財団法人君津郡市

文化財センター

9 田形孝一編 1991 r飛田遺跡・三ツ回台遺跡・大竹古墳群(1).1財団法人君津郡市文化財センター

10 西原崇浩 1994 r嘉登遺跡・大竹長作古墳群J財団法人君津郡市文化財センター

11 井口崇 1987 r林遺跡』財団法人君津郡市文化財センター

能城秀喜 1994 r林遺跡IIJ財団法人君津郡市文化財センター

中能隆 1999 r林遺跡mJ財団法人君津郡市文化財センター

12 千葉県教育委員会 2000 r千葉県埋蔵文化財分布地図(4ト君津・夷隅・安房地区(改訂版)J

13 伊藤聖一 1980 r木更津市上桑田谷遺跡採集資料JrさざなみJ19号

14 能城秀喜 1993 r財団法人君津郡市文化財センタ一年報No.11一平成4年度一』財団法人君津郡市文化財

センター

15 伊藤聖一 1979 r木更津市高倉御所塚遺跡採集資料JWさざなみJ16号

16 福田誠 1993 r中台A遺跡』財団法人千葉県文化財センター

山本哲也 1995 r中台A遺跡Jr君津郡市文化財センタ一年報No.12一平成5年度一』財団法人君津郡市文化

財センター
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斉藤礼司郎 1996 r中台A遺跡Jr君津郡市文化財センタ一年報NO.13一平成6年度一』財団法人君津郡市文

化財センター

財団法人君津郡市文化財センター 1999 r中台A遺跡Jr君津郡市文化財センタ一年報No.l6一平成9年度 』

17 西原崇浩 1994 r嘉登遺跡・大竹長作古墳群』財団法人君津郡市文化財センター

18 木更津市教育委員会 1990 r木更津市内遺跡発掘調査報告書一伊豆島貝塚・宮脇遺跡一』

19 山本哲也 1995 r中台B遺跡Jr君津郡市文化財センタ一年報No.l2一平成5年度 』財団法人君津郡市文

化財センター

20 豊巻幸正 1988 r四留作第 1古墳群第 1号墳』財団法人君津郡市文化財センター

西原崇浩 1999 r笹子遺跡群発掘調査報告書 I 四留作第 1古墳群第12・13号墳 四留作遺跡(古墳下層

遺構).1木更津市教育委員会

財団法人君津郡市文化財センター 1999 r笹子遺跡群 四留作第 1古墳群Jr君津郡市文化財センタ一年報

No.l6一平成9年度一』

21 小久貫隆史・高梨友子 2001 r東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書8-袖ケ浦市椿

古墳群一』財団法人千葉県文化財センター

22 小高春雄ほか 1993 r滝ノ口向台遺跡・大作古墳群』財団法人千葉県文化財センター

23 萩原恭一・白井久美子・亀井宏行 2000 r君津市浅間神社古墳測量調査報告Jr千葉県史研究』第8号

24 三浦和信・永浜真理子編 1980 r順礼海道古墳』順礼海道古墳調査団

25 斉藤礼司郎 1996 r山崎古墳群Jr君津郡市文化財センタ一年報No.l3一平成6年度 』財団法人君津郡市

文化財センター

26 首異嗣史 1992 r四留作第2古墳群第 1号墳 四留作第 1号塚・第2号塚』財団法人君津郡市文化財セン

タ一

斉藤礼司郎 1996 r四留作第2古墳群・四留作塚群Jr君津郡市文化財センタ一年報No.l3一平成6年度-.1財

団法人君津郡市文化財センター

27 財団法人君津郡市文化財センター 1997 r馬場作古墳群Jr君津郡市文化財センタ一年報No.l4一平成7年

度一』

財団法人君津郡市文化財センター 1998 r馬場作古墳群2・4号墳Jr君津郡市文化財センタ一年報No.l5一平

成8年度 』

28 溝口勝美・岸本雅人ほか 1980 r鬼塚古墳J鬼塚古墳発掘調査会

29 浅野雅則 1983 r新開遺跡発掘調査報告書』新聞遺跡調査委員会

30 中能隆 1995 r山ノ下製鉄遺跡』財団法人君津郡市文化財センタ-

31 大川清 1967 r木更津矢那五窯祉Jr古代.149・50号

佐久間豊 1989 r木更津市上名主ヶ谷窯跡確認調査報告書』千葉県教育委員会

32 相京邦彦 2004 r東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書14一木更津市笹子城跡-.1財

団法人千葉県文化財センター

33 注12に同じ。
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第2章南岩井作遺跡(吉野田遺跡)

第 1節中・近世

遺構は，調査区の北方に集中して検出された。いずれも主軸方向をほぼ等しくする掘立柱建物跡と考え

られるピット群と溝状遺構である。全体的に遺物の出土量は少なく，時期の決定には難しい面もあるが，

中世以降の所産と考えられる。なお， SD-001・002は近世以降と考えられ，欠番とした。

1 掘立柱建物跡

SB-OOl (第11図，図版2・26)

桁行2間(4.0m)，梁間 2問(2.4m)の建物に復元できる。柱聞は桁行で2.0m，梁間で1.2mである。柱穴

掘形は径20cm.....__，35cmの円形で，掘込みの深さは検出面から20cm.....__，30cmで、ある。明瞭な柱痕跡は確認できな

かった。遺構南部に，柱穴に沿って深さ10cmほどの溝がL字状に廻っている。

遺物は柱穴掘形内から少量出土し， 2点を図示した。 1はチャート製の敵石と考えられる。やや赤味を

帯びた色調を呈し，熱を受けた可能性がある。 2は砂岩製の砥石と考えられる。最大長は140.1mm，最大

幅は58mm，最大厚は54.1mm，重量は472.98gである。

SB・002(第11図)

部分的に柱穴が検出されなかったり，柱聞が不揃いな部分もみられるが，桁行4.3m，梁間2.0m以上の

建物に復元可能である。柱穴掘形は径20cm.....__，30cmの円形で，掘込みの深さは検出面から20cm.....__，45cmであ

る。明瞭な柱痕跡は確認できなかった。

遺物は出土していない。

SB・003(第11図)

3か所の柱穴とみられるピットが， 1.8m等間隔で、並んで検出された。建物に復元することは難しいか

もしれない。掘形は径30cm.....__，45cmの円形で，掘込みの深さは検出面から15cm.....__，50cmである。明瞭な柱痕跡

は確認できなかった。

遺物は出土していない。

2 溝状遺構

SD司003(第10図)

調査区の北東端付近に検出された。軸方向は，北西一南東方向からほぼ直角に北東一南西方向に折れ

る。検出された長さは約 2m，幅は約30cm，検出面からの深さは約10cmで断面形は緩いU字形で、ある。用

途等は不明であるが， SB-001の柱穴に沿ったL字形の溝と軸方向がほぼ一致し，形態が類似する。

遺物は出土していない。
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第2節遺構外出土遺物(第12図，図版26)

1は黒曜石製の石嫉である。 2は灰緑色~褐色の紬薬の施される皿である。露胎部は褐色，断面は灰褐

色を呈す。 3はカワラケと考えられる。磨耗が著しい。 4は内耳鍋である。外面は煤けて黒色である。 5

は凝灰岩製の砥石である。最大長31.8凹，最大幅23.9mm，最大厚10.6醐，重量8.07gである。
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第12図 南岩井作遺跡(吉野田遺跡)遺構外出土遺物

第 2表南岩井作遺跡(吉野田遺跡) 縄文時代石器観察表

|、由::1
最大長 最大幅 最大厚 重量

石 材 (mm) (凹) (mm) (g) 
備 考

チャート 110.64 89. 00 63.71 1027. 16 被熱の可能性

黒曜石

第 3表 南岩井作遺跡(吉野田遺跡) 縄文時代石器組成表

石鍛 磁石類 計

1 1 
SB-001 

1027. 16 1027. 16 

1 1 
表 採

O. 71 0.71 

1 1 2 
言十

0.71 1027. 16 1027.87 

※上段個数(単位個)下段重量(単位 g)

第4表 南岩井作遺跡(吉野田遺跡) 掲載土器観察表

遺構 挿図
時代 種別 器種 遺存度

法 量(cm)
技 法 色調 胎土 焼成

番号 番号 口径 底径 頚径 胴径 器両

ロクロ調整・底部回
褐色

SD-001 第12図2 近世 鉄紬 小皿 完形 9.4 4.0 2.5 転ヘラケズリ 徴密 。
ロク口調整 褐色

ロクロ調整・ズ底部手ワ

遺跡一括 第12図3 中・近世
カワ 底部のみ

(7.0) (1. 2) 
持ちへラケ リ 樫褐色

微密 ム
ラケ 全部遺存 (器面著しく磨耗)

ロク口調整 燈褐色

遺跡一括 第12図4 中・近世
内耳 口縁部破

(2.1) 
ロク口調整 黒褐色 砂粒 。

鍋 片 少量ロク口調整 明褐色

※ 技 法 ・ 色 調 上 段 外 面 下 段 内 面

焼成。良好 O 普通ムやや不良

第5表 南岩井作遺跡(吉野田遺跡) 非掲載遺物重量表(単位 g)

遺構番号
土師器壷 土師器杯

須恵、器 灰紬陶器
中世 近世

土製品類 瓦 石 鉄 合計
費・鉢類 -高杯類 陶磁器 陶磁器

SB-001 1.541 1.541 

遺跡一括 63 11 31 24 133 72 334 
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第3章西御祈祷谷古墳群

第 1節中・近世

1 塚

調査対象は「古墳7基」であったが，調査の結果いずれも中・近世の塚であり，調査区北西端に削平さ

れた塚がさらに 1基検出され，合計8基からなる塚群であることが明らかとなった。また，いずれにも古

墳を転用した形跡は確認されなかった。

SM・001(第14図，図版5)

北西から南東に連なる塚群の北から 2基目に位置する。塚の規模は南北約3.7m，東西約2.6mで，平面

形が長方形の塚である。西側を通っているSD-OOlに削平された可能性が高く，当初は 1辺約3.7mの方形

に築造されていたものと推定される。旧表土(地山)を深さ約O.5m削り出し，その士で盛土したものと

思われる。盛土の厚さは最大で、O.86mである。盛土は3層に分けられ，土層断面によると，塚は方形に削

り出した旧表土の周囲に土手状に盛土し，のち中央部や上部に盛土したと思われる。塚の主軸は，丘陵の

向きと一致する北北西一南南東方向にとっている。

SM-008 (第14図，図版5)

塚群の最北に位置する。塚の規模は南北約2.8m，東西約2.7mで平面形が不整方形の塚である。北側の

SD-002と西側のSD-OOlに削平されている可能性が高く，当初は一辺約3.2mの方形に築造されていたもの

と推定される。旧表土(地山)を深さO.56m削り出し，その土で盛土したものと思われる。盛土の厚さは

最大で， O.24mで、ある。盛土もかなり削平を受けている可能性がある。盛土は3層に分けられ，土層断面

によると，塚は方形に削り出した旧表土の周囲に土手状に盛土し，次に中央部や上部に盛土したと思われ

る。塚の主軸は，丘陵の向きと一致する北北西一南南東方向にとっている。他の 7基の塚に比べ改変が著

しく遺存状態が悪い。

SM・002(第15図，図版5・6・26)

塚群の北から 3基目に位置する。規模は南北で約5.3m，東西で、約4.2mで平面形が長方形の塚である。

西側を通っているSD-OOlに削平されている可能性が高く，当初は約5.3mの方形に築造されていたものと

推定される。塚群中 2番目の規模を持つ。旧表土(地山)を深さ約O.6m削り出し，その土で盛土したも

のと思われる。盛土の厚さは，約1.2mで、ある。盛土は 3層に分けられる。盛土土層断面によると，塚は

方形に削り出した旧表土の周囲に方形に土手状に盛土し，次に上に盛土したと思われる。塚の主軸は，丘

陵の向きと一致する北北西一南南東方向にとっている。

盛土を除去した旧表土面のほぼ中央部から銭貨が6点検出された。 1. 2は唐銭で， 3・4は北宋銭，

5は明銭である。もう 1点は遺存状態が非常に悪く，図示できない。銭種も明らかにならない。
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SM-OOl・SM-008・SD-002 
l 表土 黄禍色土サラサラ
2 茶褐色土 黒色土含む盛土
3 黄褐色土 黒色土含む盛土
4 黒褐色土 黄褐色土盛土
5 暗黄褐色土
6 暗褐色土 黒色土含む
7 暗黄褐色土
B 暗黄褐色土 9層より明るい
9 暗褐色土 黄褐色土含むしまりあり
10 褐色土 黄褐色土含むしま りあり
11 暗黄褐色土 しまりあり
12 日音質褐色土
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SM-002 
1 茶褐色土
2 黄褐色土
3 暗褐色土
4 n音褐色土
5 褐色土
6 暗黄褐色土
7 暗黄褐色土

(2/3) 

黒褐色土含む
巣褐色土含む
黒褐色土含む

4m 

5cm 



図版 6・7・26)SM-003 (第16図，

塚群の北から 4基目に位置する。規模は南北約 4m，東西約2目6mで，平面形が長方形の塚である。西

当初は一辺約 4mの方形に築造されていたものと側を通っているSD-001に削平されている可能性が高く，

その土で盛土したものと思われる。盛土の厚さは最を深さO.46m削り出し，旧表土(地山)推定される。

その上に土層断面によると塚は方形に旧表土を削り出し，大で、約O.8mである。盛土は 4層に分けられ，

丘陵の向きと 一致する北北西 南南東方向にとっている。水平に盛土している。塚の主軸は，

④ 

-E' 

1 . 2とも北宋銭である。
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S M-003 
1 黄褐色土 黒褐色士宮む
2 茶褐色士 黒褐色士宮む
3 策褐色土 黒褐色土含む
4 暗褐色土 黒褐色土含む
5 褐色土
6 R音褐色土 黒褐色土含む
7 暗黄褐色土
8 暗褐色土

B' B 82.0m 

4m (1/80) 。

5cm (2/3) 。

SM-003と出土遺物
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図版7)SM-004 (第17図，

塚群の北から 5基目に位置する。規模は南北約3.1m，東西約2.6mで平面形が長方形の塚で、ある。西側

当初は一辺約3.1mの方形に築造されていたものとを通っているSD-001に削平されている可能性が高く，

の東側，北側，南側から最大幅O.8m，最大深さ約O.5mの溝がコ字形に検出旧表土(地山)推定される。

された。西側からは検出されなかった。溝の断面形は一定ではないが椀形である。掘った溝の土で盛土し

中央部がやや厚いが

丘陵の向きと一致する北北西 南南東方向にとっている。

〈i

たものと思われる。盛土の厚さは最大で，約O.7mで、ある。盛土は4層に分けられ，

④ 

B' 

ほぼ水平に盛土している。塚の主軸は，
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S M-004 
l 表土
2 R音質褐色土
3 黄褐色土 黒色土含む
4 黒褐色土 黄褐色土含む
5 暗黄褐色上
6 暗黄褐色土
7 貨褐色土
8 暗褐色イー

9 暗黄禍色土
10 暗褐色土

B' B 82.7m 

4m (1/80) 。
SM-004 第17図
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図版 8)SM-005 (第18図，

塚群の北から 6基目に位置する。規模は南北約5.4m，東西約3.8mで、平面形が長方形の塚で、ある。西側

当初は一辺約5目4mの方形に築造されていたものとを通っているSD-001に削平されている可能性が高く，

その土で盛土したものを深さ約0.5m削り出し，推定される。塚群中最大の規模を持つ。旧表土(地山)

土層断面によると塚は方形最大で、約l.lmで、ある。盛土は 6層に分層され，と思われる。盛土の厚さは，

に削り出した旧表土の周囲に土手状に盛土し，次に上部にほぼ水平に盛土したと思われる。塚の主軸は，

丘陵の向きと一致する北北西 南南東方向にとっている。

(表土)
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4 黒褐色土
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6 黒色土
7 黒色土
B 黒褐色土
9 暗褐色土
10 黄褐色土
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図版9)SM-006 (第四図，

塚群の北から 7基目に位置する。規模は南北で、約4.1m，東西で約 4mで平面形が長方形の塚である。

その土で盛土したものと思を深さ約O.4m削り出し，西側のSD-001による削平は少ない。旧表土(地山)

塚は方形われる。盛土の厚さは，最大で約O.9mで、ある。盛土は 3層に分けられる。土層断面によると，

丘陵の向きと一致する北北西 南南東方

Cj) 

に削り出した旧表土上にほぼ水平に盛土している。塚の主軸は，
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黄褐色士 しまりなし，サラサラ

第四図

S M-006 
1 表土
2 茶褐色土
3 黄褐色土 黒色土を含む
4 黒色土 黄褐色土を含む
5 暗褐色土
6 暗黄褐色土

B 82.4m 



図版9・10)

塚群の北から 8基目に位置する。規模は南北約4.8m，東西約3.9mで平面形が長方形の塚で、ある。西側

を通っているSD-001に削平されている可能性が高 く，

SM-007 (第20図，

当初は約4.8mの方形に築造されていたものと推定

その土で盛土したものと思われる。盛土の厚さは約0.8を深さ約0.3m削り出し，旧表土(地山)される。

土層断面によると塚は方形に削り出した旧表土上にほぼ水平に盛土し

丘陵の向きと一致する北北西一南南東方向にとっている。
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S M-007 
1 表土
2 黄褐色土
3 暗黄褐色土
4 黄褐色土 黒色土含む
5 暗黄褐色土 黒色土を多く含む
6 黒色土 黄褐色土を含む
7 暗黄褐色土
8 暗黄褐色土 黒色土を多く含む

B' B 82.7m 

4m (1/80) 。
SM-007 
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2 溝状遺構

SD-001 (第13図)

市境である尾根筋を，塚群に沿って北西一南東方向に直線的に伸びる溝状遺構である。北側は直交する

SD-002で途切れ，更に北へは続かない。南側は新開 1遺跡に続き，一端途切れるが，更に南のSD-008

(新開 2遺跡)に続くものと考えられる。検出された長さは全体で約96m，幅は約0.7m"-'1.8m，深さは

約25cmで，断面形は緩いU字形である。硬化面が検出されたことから，道として機能していたものと考

えられる。 SD・002との新旧関係は明らかでないが，塚群を切っており，中世以降比較的最近まで機能し

ていたものと考えられる。

遺物は，土師器の小破片が少量出土したのみである。混入品と考えられる。

SD-002 (第13・21図，図版10・28)

調査区の北端で北東一南西方向に検出された溝状遺構である。西端は新開 2遺跡の斜面を下って途切れ

る。東端も調査区外へ下っていくものと推定される。検出された長さは全体で約27m，幅約1.8m，深さ

約80cmで，断面形はV字形である。上層には宝永火山灰の堆積が見られるが，最下層からは9世紀末葉

頃の所産と考えられるロクロ土師器(第21図1)が出土した。最下面は硬化していたが，最下面以外にも

硬化面が何枚か確認できることから，近世に至るまで，連綿と道として機能していたものと考えられる。

図示した遺物は 1点である。 1はロクロ土師器杯の底部である。体部外面下端は無調整で，底部外面に

は回転糸切り痕が残る。

80.9m 
S 0-002 
l暗褐色土 黒色土ブロック(加-3聞大)蛤む.表土恩
2暗帽色土 黒色土プロック(加寸皿大)ー宝章式山眠、ロームプロック畑~胤皿大)砂〈含む.
3 宝章式山!正層
4暗褐色土 黒刷噴いaローム粒・ロームプロック(加古皿大)を吉む.
5暗褐色土 ローム粒を含む。
6暗闇色士 ローム粒・ロームプロック 15岨却を少量吉む.上面硬化
7暗闇色土 ローム粒を多量に含11.
8暗闇色土 トムプロック(回大)、黒色土ブロック(加大)蛤む.
9暗闇色土 トムプロッ川町叶加却を含む.
10暗黄褐色土 ローム粒を多量に含11.黒色士粒を世量吉11.
11暗黄禍色士 トム粒ロームブロック(回大)を多量に吉弘

。 (1/40) 2m 。 (1/3) lOc皿

第21図 SD-002土層断面と出土遺物

SM-006下遺構(第22図，図版10)

SM-006の旧表土下で検出した周溝状遺構である。南西部はSD-001に切られるが，東部が一部途切れる

隅丸方形を呈する。幅約0.45m，検出面からの深さは約25cmを測り，断面形は箱形である。塚の築造に関

連する区画溝などとも考えられるが，軸方向がSM-006と合わないことから，塚以前の時代の，別の遺構

である可能性が高いと言える。 SM-006盛土中からは 8世紀代に比定される須恵器の瓶(第29図1・2)

が出土しており，これを当遺構に伴うものと考えると，方形墳墓とみることも可能であろう。

遺物は，縄文時代早期の土器片が 1点出土したのみである。混入品と考えられる。

q
J
 

q
J
 



第2節遺構外出土遺物

1 縄文時代

(1)土器(第23""""'27図，図版27)

⑧ 

第22図 SM-006下遺構

A 83. Om A' 

。 (1/80) 4m 

西御祈祷谷古墳群の塚の盛土中からは，早期を主体とするまとまった量の縄文土器や礁が出土してい

る。隣接する新開 1遺跡・新開 2遺跡から同時期の遺物が多く出土しており，そこから出土したものと同

一個体と考えられる土器片も存在することから，塚を造る際に，周辺の土を使って盛土したことが窺える

ものである。

ここでは，出土した縄文土器について，新開 1遺跡や新聞 2遺跡と同様に分類して報告することとす

る。

第1群土器撚糸文系土器

第2群土器 主に三戸式・田戸下層式に比定される沈線文系土器

第3群土器 主に田戸上層式~子母口式に比定される沈線文系土器~条痕文系土器

胎土に繊維を含まないか少し含むもので，器面に雑な擦痕や条痕が施されるかまたは無文のもの

第4群土器条痕文系土器

胎土に繊維を含み，表裏に員殻条痕文の施されるもの

第5群土器縄文時代前期の土器

第6群土器縄文時代中期以降の土器

第23図は第 1群土器である。全て同一個体の胴部の破片と考えられ，胎土に砂粒と黄褐色粒子を多く含

み，色調はやや赤味を帯びた明褐色を呈す。焼成は普通である。

第24図は第2群土器である。 1は口縁部の破片で，口唇部は平坦ないしやや内傾する。浅い並行沈線が

施される。 2は器厚の薄い土器で細い並行沈線が施される。色調はほかの第 2群土器が淡褐色~明褐色の

明るい色調を呈するのに対し，暗褐色を呈している。 3・4は太沈線，細沈線によって施文されているも

ので， 3は太沈線に並行するようにやや乱雑に細沈線が施される。 4は斜めに並行太沈線が施され，その
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下に横位に並行細沈線が施される。

第25図は第 3群土器である。 1""-'4は繊維をほとんど含まない。 1は内外面に擦痕が施される。 2""-'4

は焼成の良好なもので，外面に明瞭な条痕文が施される。外面は明褐色，よく磨かれた内面は暗褐色を呈

し，同一個体と考えられる。 1も2""-'4同様の条痕文が，擦痕またはナデによって消されていると考えら

れ， 2""-'4と同一個体の可能性もある。 5は口縁部の破片である。 5""-'7・9はいずれも内外面に擦痕状

の調整が観察される。 8は，外面に条痕文が施される。

第26図は第 5群土器である。 1は貝殻腹縁文が施される。 2は器面の磨滅が著しいが，縄文が施文され

ているようである。胎土に 2mm""-'3mm大の小石を多量に含む。 3・4は同一個体の波状口縁部破片であ

る。爪形文の施された浮線が口縁部に沿って 3条施され，その下では渦巻文を構成するようである。 5は

ラッパ形に開く器形を呈すると考えられ，新聞 2遺跡の土器(第67図9) と同一個体と考えられる。僅か

に隆起する隆線上に爪形文が施される。 6・7は半載竹管により施文されるもので， 6の上端には刺突

文，押引文が見られる。

第27図は第6群土器である。 1は口縁部破片で，口唇部にも縄文が施される。 2は半蔵竹管による押引

文が施される。

第6表西御祈祷谷古墳群縄文土器表

遺構番号 1群 2群 3群 4群 5群 6群 不明 合計

8 1 9 
SM-001 

208.8 14.0 222.8 

2 2 1 5 
SM-002 

53.0 87.0 12.0 152.0 

5 5 1 11 
SM-003 

85.6 94.8 3.2 183.6 

5 1 2 1 9 
SM-004 

35.2 24.4 28.6 51.2 139.4 

2 1 5 8 
SM-005 

13.2 39.0 220.6 272.8 

1 2 l 4 
SM-006 

7.4 30.0 25.4 62.8 

1 4 3 1 9 
SM-007 

5.8 39.2 39.2 5.8 90.0 

7 1 8 
SM-008 

101.4 11.8 113.2 

※上段 個数(単位:個) 下段・・・重量(単位 g) 

(2)石器(第28図，図版28)

1・2はいずれも黒曜石製の石嫉である。 2は側縁が鋸歯状を呈する。 3""-'5は模形石器である。 3は

安山岩製で，左側面は自然面である。 5は下端部に微細な剥離痕が見られる。 6""-'9は剥片である。 6は

不純物を多く含み，透明感のない黒曜石製である。 9と同一母岩の可能性が高い。 7は珪質頁岩製で，背

面下端部は剥離面である可能性もあるが，自然面と考えられる。 8は安山岩製で，背面に自然面を残す。

9は下端部に微細な剥離痕が観察される。 6と同一母岩と考えられる。
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第 7表西御祈梼谷古墳群縄文時代石器観察表

挿図番号 出土位置
遺物

種 類 石 キオ
最大長 最大幅 最大厚 重量

備 考
番号 (mm) (mm) (mm) (g) 

第28図 1 SM-005 0012 石鍛 黒曜石 21.61 20.71 4.48 1.22 

第28図2 SM-005 0002 石鍛 黒曜石 21.90 19.32 4.80 1.20 

第28図3 SM-001 0002 模形石器 チャート 30.20 38.71 8.65 9.56 

第28図4 SM-001 0002 模形石器 安山岩 31.04 18.01 9.40 4.84 

第28図5 SM-006 0001 襖形石器 安山岩 21.50 25.21 6.82 2.80 

第28図6 SM-005 0002 剥片 黒曜石 67.62 36.90 20.11 26.77 9と同一母岩の可能性

第28図7 SM-006 0001 剥片 珪質頁岩 26.79 17.39 9.42 2.87 

第28図8 SM-007 0002 剥片 安山岩 14.31 22.01 5.15 1.92 

第28図9 SM-005 0002 剥片 黒曜石 33.85 49.18 17.88 21.03 6と同一母岩の可能性

第8表西御祈祷谷古墳群縄文時代石器組成表

石鍛 襖形石器 剥片 計

2 2 
SM-001 

14.40 14.40 

2 2 4 
SM-005 

2.42 47.80 50.22 

1 1 2 
SM-006 

2.80 2.87 5.67 

1 1 
SM-007 

1.92 1.92 

2 3 4 9 
計

2.42 17.20 52.59 72.21 

※上段個数(単位・個) 下段…重量(単位:g) 

第9表西御祈祷谷古墳群縄文時代磯組成表

砂岩 チャト 流紋岩 安山岩 泥岩 ホルンフェルス その地

B C B B D B C B t A C D A B 

2 
SD-OOl 

554.5 207.7 762.2 

6 3 3 加
SD-002 

156.5 235.9 473.2 お3 127.9 1026.8 

2 11 28 
5M-00l 

524.4 初 l お5.9332.7 145.9 970.9 49.8 2429.7 

4 3 n 
5M-002 

127.9 233.8 66.1 223.4 266.1 91.1 14.9 196.5 110.5 1330.3 

3 2 2 12 
SM-003 

115.7 247.3 8.31 81. 6 幻1 201.1 108.1 15.2 860.4 

3 7 4 20 
S!I-{)04 

218. 3 6ω9 185.4 10.2 296.2 89.4 13.9 14お3

13 15 21 19 11 2 86 
5Mー佃5

150.1 589.8 ω5 l似5.91227.3 15円9856.1 220.5 町犯l

6 3 36 
51-006 

l侃4840.1 77.9 310.9 472.7 142.5 19肌5

7 6 25 
511-007 

19.5 お5.6 140.7 272.1 22.8 幻2.1 77.7 1060.5 

F6 
543. 3 543.3 

初 49 51 46 。 37 犯 。 。 。。。 4 2 。 。01 252 
計

1418. 8 羽82.5 飢5 8.312961.2 2493 。013190.4 3201. 4 。01 49.8 14.9 。 。 。01494.7 羽l 。01110.5 。01 lill5. 1 

※Aは焼成完形磯， Bは焼成破損磯， cは自然磯(無焼成完形磯)， Dは破損磯(無焼成破損磯)
上段個数(単位個) 下段ー重量(単位:g) 
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2 弥生時代以降(第29図，図版28)

1 . 2は，須恵器長頚瓶である。いずれもSM-006の盛土中から出土したものであるが， SM-006に伴う

とは考えにくいためここで報告することとした。 SM-006下遺構(第22図)に伴う可能性が高い。

1は，口頚部上半及び体部，底部の 3か所に分かれるが，胎土が灰白色を呈するため同一個体として掲

載した。口縁端部は下方に折返し幅広の口縁帯を有し，高台は貼付け高台である。肩部及び底部内面に顕

著な軸，口縁部内面にごま塩状の紬が認められ，上方からの降灰が想定される。 8世紀第 2四半期を中心

とする湖西産の須恵器と思われる。 2は底部であろう。高台は削出し高台で，胎土は砂粒を含む。肩部，

頚部の破片も認められるが図示するには至らなかった。 1同様に湖西産の須恵器であろう。 3は須恵器聾

である。 4は瓦である。凹面に布目，凸面にヘラケズリが施されていることから丸瓦であろう。 5は凝灰

岩製の砥石である。最大長は37.8剛，最大幅は33.1脚，最大厚は26.2mm，重さは34.32gである。

￥ i〆(SM-006
で三3j

n
N
口

4(SM-003) 

。 (1/3) lOcm 

第29図西御祈祷谷古墳群遺構外出土遺物

第10表西御祈祷谷古墳群掲載土器観察表

遺構 挿図
時代 種別 器種 遺存度

法 量(cm)

番号 番号 口径 底径 頚径 胴径 器商
技 法 色調 胎土 焼成

第21図1
底部のみ

ロク口調整・回転糸切
明褐色 砂粒

SD-002 平安 土師器 杯
90%遺存

6.9 (1. 7) り 。

ロク口調整 明褐色
少量

SM-006 第29図l奈良 須恵器
長頚 全 体 の

(10.2) (6.8) (5.0) (14.4) (22.9) 
ロク口調整 黄灰色・自然粕 砂粒

瓶 30%遺存 ロク口調整 黄灰色・自然紬 少量
。

SM-006 第29図2 奈良
長頚 底部の

ロク口調整・回転へフ
黄灰色 砂粒

須恵器
瓶 20%遺存

(7.8) (3. 1) ケズリ 。

ロク口調整 黄灰色
少量

SM-007 第29図3 奈良 須恵器 饗
口縁部破

(2.9) 
ロク口調整 灰色 砂粒

片
。

ロク口調整 灰色 少量

※技法・色調上段外面下段内面
焼成.。良好 0・0 普通ムやや不良
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第11表西御祈祷谷古墳群掲載銭貨一覧表

挿図番号
遺構

銭種 書体
外縁外径(皿皿) 外縁内径(mm) 内郭外径(mm) 内郭内径(mm)外縁厚 内面厚 量目

初鋳年
番号 縦横 縦横 縦横 縦横 (mm) (mm) (g) 

第15図1SM-002 開元通賓 真書 24.3 24.3 21. 0 21. 0 8.0 8.0 6.5 6.5 1.1 O. 7 2.8 臼1(唐)

第15図2SM-002 開元通賓 真書 (21. 0) (24.0) 8.5 8.5 7.5 7.5 (0.7) (0.7) (1. 0) 臼1(唐)

第15図3SM-002 皇宋通賓 真書 24.4 24.8 21. 0 21. 0 9.0 8.5 7.5 6.5 1.3 0.9 3.0 1038 (北宋)

第15図4SM-002 紹聖元費 真書 23. 7 23. 7 19.5 19. 5 8.5 8.0 6.5 6.5 1.3 0.8 2.6 1094 (北宋)

第15図5SM-002 永楽通貨 真書 24.3 23.5 19.5 19.0 7.0 6.5 6.0 5.5 1.2 0.6 2.2 1408 (明)

第16図1SM-003 皇宋通貨 真書 24.3 24.0 21. 5 20.5 9.0 9.0 7.0 7.0 1.1 0.9 2.4 1038 (北宋)

第16図2SM-003 天聖元宝 行書 24.5 24.4 21. 0 20.5 8.0 8.0 7.0 6.5 1.3 O. 7 2.0 1023 (北宋)

SM-002 不明 不明 1.1 (0.5) (1. 0) 

一

第12表西御祈祷谷古墳群非掲載遺物重量表(単位 g)

遺構番号
土師器壷・ 土師器杯

須恵器 灰紬陶器
中世 近世

土製品類 瓦 石 Aロ、雪ロt
費・鉢類 -高杯類 陶磁器 陶磁器

SD-001 11 11 

SD-002 30 42 1 73 

SM-001 46 46 

SM-002 91 21 112 

SM-003 41 7 48 

SM-005 77 38 115 

SM-006 368 13 381 

SM-007 49 17 66 

SM-008 13 5 18 
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第4章新開 1遺跡

第 1節縄文時代

新開 1遺跡では， K10・L10グリッドを中心として，縄文時代早期を主体とする遺物包含層および炉穴

を含む土坑・磯群などが検出された。

1 士坑

SK-002 (第32図，図版13)

L10-26・27・36・37グリッドに位置する。覆土や火床面は明確ではなかったが，炉穴と考えられる。少量

の縄文士器片が出土した。当遺構の周辺からは，土器や礁が比較的集中して出土している。

SK-004 (第32図，図版13)

L10-47・48・57.58グリッドに位置する。覆土はローム層に類似するやや暗い色調の土で，底面は堅轍

ではない。土坑と考えたが，遺物も出土せず，遺構と認定するのは難しい面もある。

SK-005 (第32図，図版13)

L10-39・49グリッドに位置する。覆土はローム層に類似するやや暗い色調の士で，底面は堅績ではな

い。少量の縄文土器が出土し，土坑と考えたが，遺構と認定するのは難しい面もある。

2 磯群(第33図，図版13)

Kl1-59グリッドに位置する。中央に木根が入り込んでいるが，大型の焼礁が集中して出土したもので

ある。磯を取り除いても明確な掘込みは検出できなかった。また，焼土の堆積なども認められなかった。

3 包含層出土遺物

(1)土器(第34""'41図，図版29""'33)

新聞 1遺跡から出土した縄文土器を，以下の第 1群から第6群に分類した。

第1群土器撚糸文系土器

第2群土器 三戸式・田戸下層式に比定される沈線文系土器

第3群土器 田戸上層式~子母口式に比定される沈線文系土器~条痕文系土器

胎土に繊維を含まないか少し含むもので，器面に雑な擦痕や条痕が施されるか，または無文のもの

第4群土器条痕文系土器

胎士に繊維を含み，表裏に貝殻条痕文の施されるもの

第5群土器縄文時代前期の土器

第6群土器縄文時代中期以降の土器
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第41図第5群土器

第36'"'-'39図は，第3群土器である。 1は並行の細沈線がみられる。 2'"'-'5は胎土に繊維を含まず，擦痕

のような沈線が施されるものである。同一個体の可能性がある。 6は貝殻条痕文とみられる。内面は丁寧

に磨かれており，胎土に繊維は含まない。 7'"'-'9は斜位に並行沈線が雑に施される。 7・8は同一個体と

みられる。 10・11は胎土に大粒の砂粒を含む。 12'"'-'41は胎士に繊維を含み，無文，あるいは雑な擦痕状の

文様がみられる口縁部破片である。いずれも波状，またはごく緩い波状口縁になるとみられる。 12'"'-'14は

同一個体と考えられる。 16には補修孔がみられる。 17・18は口唇部がやや外反する。 42'"'-'46は員殻条痕文

がみられる口縁部破片である。 42の口唇部は面取りされている。 43は胎土に砂粒を多量に含む。 44'"'-'46は

波状口縁と考えられる。 47は口唇部が僅かに遺存するが，半載竹管端部などによる刺突が施されているよ

うである。波状口縁とみられる。 48'"'-'90は擦痕の施される胴部破片である。胎土に繊維を含むが僅かな量

であるものも多い。 91'"'-'93は外面に貝殻条痕文のみられる胴部破片である。 94'"'-'100は内外面擦痕のみら

れる，尖底の底部破片である。 101• 102は平底の底部破片で， 101の立上がり部には，繊維痕の可能性も

あるが，縦に員殻腹縁文が施されている可能性もある。 102の外面には，条痕文のような文様が観察でき

るが，磨耗しており，明らかでない。

第40図は，第4群土器である。 1. 2はいずれも口縁部破片で，緩やかな波状を呈するとみられる。

第41図は，第 5群土器である。 1は，外そき、状になっている口唇部から，細い粘土紐を縦位に貼り付け

ている。そしてその聞に短沈線を施す。 2. 3はく宇状に屈曲する器形の口縁部の破片で，貼り付けられ

た細い粘土組上に爪形文が施される。 3は口唇部が肥厚して内聾するが， 2と3は同一個体とみられる。

4・5は隆線上に爪形文が施される。同一個体とみられる。 2・3とも同一個体である可能性もある。 6

はかなり器面の軟らかい段階で強く施文されたとみられる並行沈線がみられる。 7は縄文を地文とする。
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第13表新開 1遺跡縄文土器表

遺構番号 1群 2群 3群 4群 5群 6群 不明 メロ当、言ロt

1 1 2 
S1-006 

27.4 12.0 39.4 

l 1 
S1-011 

22.4 22.4 

l 13 14 
S1-012 

55.2 170.8 226.0 

2 46 4 1 54 
S1-015 

4.3 28.7 524.0 50.7 3.9 611.6 

1 1 
SD-014 

2.4 2.4 

1 10 11 
SD-015 

8.1 140.1 148.2 

1 21 2 24 
SD-016 

31.2 247.7 25.5 304.4 

11 11 
SK-002 

106.2 106.2 

3 3 
SK-005 

43.4 43.4 

28 2 2 10 42 
SM-010 

328.7 35.7 12.8 103.7 480.9 

l 3 4 
SS-OOl 

14.2 67.6 81.8 

1 1 
KlO-14 

6.5 6.5 

1 1 
K10-16 

6.9 6.9 

7 7 
K10-17 

65.8 65.8 

2 2 
KlO-63 

15.7 15.7 

7 7 
K10-64 

194.4 194.4 

7 1 8 
K10-65 

173.7 19.5 193.2 

5 5 
K10-66 

180.7 180.7 

2 2 4 
K10-67 

44.2 17.1 61.3 

4 4 
KlO-72 

35.4 35.4 

4 4 
KlO-73 

76.4 76.4 

2 14 16 
K10-74 

36.0 118.6 154.6 

1 19 20 
K10-75 

13.6 398.0 411.6 

4
E
よ

戸「
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遺構番号 1群 2群 3群 4群 5群 6群 不明 合計

24 24 
K10-76 

403.3 403.3 

1 1 
KlO-77 

28.1 28.1 

7 1 8 
K10-82 

120.9 10.4 131.3 

4 4 
K10-83 

71.5 71.5 

1 8 9 
K10-84 

49.2 191.2 240.4 

8 8 
K10-85 

180.8 180.8 

6 6 
K10-86 

99.9 99.9 

1 7 8 
K10-93 

19.0 59.9 78.9 

6 6 
K10-94 

154.7 154.7 

15 15 
K10-95 

347.7 347.7 

5 5 
K10-96 

75.7 75.7 

4 4 
K10-97 

40.2 40.2 

2 9 11 
L10-03 

92.2 99.2 191.4 

2 7 9 
L10-04 

58.5 139.1 197.6 

6 6 
L10-05 

53.7 53.7 

5 5 
L10-06 

154.5 154.5 

l 1 
L10-07 

48.3 48.3 

4 4 
L10-13 

21.5 21.5 

1 20 21 
L10-14 

14.9 236.0 250.9 

1 3 4 
L10-15 

28.9 49.2 78.1 

1 1 2 
L10-16 

12.8 16.7 29.5 

1 1 
L10-17 

25.0 25.0 

1 1 
L10-18 

9.6 9.6 

つ中F
D
 



遺構番号 1群 2群 3群 4群 5群 6群 不明 合計

2 2 
L10-25 

40.2 40.2 

1 6 7 
L10-26 

20.8 71.0 91.8 

3 3 
L10-27 

26.2 26.2 

4 4 
L10-28 

59.6 59.6 

1 1 
L10-29 

4.4 4.4 

4 4 
L10-35 

48.0 48.0 

4 4 
L10-36 

16.0 16.0 

4 4 
L10-37 

155.2 155.2 

1 1 
L10-38 

18.8 18.8 

1 1 
L10-39 

9.8 9.8 

7 8 
LlO-45 

45.4 90.4 135.8 

10 10 
L10-46 

64.0 64.0 

8 8 
L10-47 

207.8 207.8 

1 3 4 
L10-48 

3.2 196.4 199.6 

10 10 
LlO-49 

101.4 101.4 

3 3 
LlO-55 

33.6 33.6 

2 4 6 
L10-56 

141.4 28.8 170.2 

5 5 
LlO-59 

81.0 81.0 

3 3 
LlO-68 

44.0 44.0 

4 1 5 
LlO-69 

42.2 8.4 50.6 

1 1 
L11-91 

6.0 6.0 

表採
4 4 

172.0 172.0 

※上段ーー個数(単位・個) 下段 重量(単位:g) 

円ぺ

u
p
同
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( 2 )石器(第42~44図，図版33 ・ 34)

1 . 2 は黒曜石製の石鍛である。 1 は，薄く丁寧なっくりである。左右とも基部を折損する。 3~8 は

模形石器である。 3・6はチャート製， 4・5・7は黒曜石製， 8はホルンフェルス製で、ある。 3は腹面

下端に細かい調整が施される。 4 は上部が折れているものと考えられる。 8 の背面は自然面である。 9~

11はいずれも黒曜石製の剥片である。 11の上部は折れていると考えられる。不純物を含み，黒色と暗灰色

の部分が縞状にみられる黒曜石を素材としている。背面には自然面が多く残されている。 12は黒曜石製の

石核で，打面転移を繰り返しながら剥片剥離を行ったものと考えたが，模形石器である可能性もある。

13~16は黒曜石製の石核である。 17は安山岩製の石核である。やや肩平な拳大の礁から剥片が 1 枚剥離さ

れている。 18は砂岩製の打製石斧である。正面は自然面を大きく残し，左側縁から刃部にかけて細かい剥

離痕が観察できる。裏面にも自然面を残す。 19はホルンフェルス製の打製石斧で、ある。正面はほぼ全面的

に自然面が残されており，擦痕が観察される。裏面にも自然面が残されている。 20は流紋岩製の敵石で，

上下端に敵打痕が見られる。表面，敵打痕部分，折面ともに赤化しており，敵石として使用し破損後，転

用されて被熱したと考えられる。磯組成表(第16表)に計上しである。 21は砂岩製の敵石で，正面と裏面

に弱い敵打痕が認められるほか，擦痕も若干観察される。
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第14表新 開 1遺跡縄文時代石器観察表

挿図番号 出土位置
遺物

種類 石 キオ
最大長 最大幅 最大厚 重量

備 考
番号 (mm) (mm) (mm) (g) 

第42図1 C10-56 0001 石鍬 黒曜石 19.09 18.80 2.29 0.64 

第42図2 K10-71 0002 石嫉 黒曜石 18.61 14.75 4.35 0.91 

第42図3 SS-OOl 0001 模形石器 チャート 22.15 20.41 8.45 3.04 

第42図4 K10-97 0001 模形石器 黒曜石 32.01 13.68 8.90 3.87 模形石器の一部?

第42図5 SM-010 0004 襖形石器 黒曜石 34.90 25.70 8.31 6.41 

第42図6 K10-94 0002 模形石器 チャート 30.20 28.10 8.00 7.19 

第42図7 F7 0002 模形石器 黒曜石 21.55 24.25 12.60 4.21 

第42図8 110-59 0001 模形石器 ホルンフェルス 36.89 43.00 9.15 15.37 

第42図9 SM-010 0009 最IJ片 黒曜石 25.40 30.76 8.80 5.58 

第42図10 110-03 0002 剥片 黒曜石 21.70 16.11 6.31 2.21 

第42図11 SI-015 0007 剥片 黒曜石 27.2 63.50 10.35 13.92 

第43図12 K10-72 0002 石核? 黒曜石 34.41 38.38 13.60 14.23 模形石器の可能性

第43図13 K10-85 0002 石核 黒曜石 27.50 33.99 10.60 9.73 

第43図14 K10-74 0002 石核 黒曜石 23.55 29.10 13.21 7.51 

第43図15 K10-75 0002 石核 黒曜石 16.70 39.60 9.95 4.82 

第43図16 K10-84 0002 石核 黒曜石 30.61 40.50 17.60 17.66 

第43図17 N10-07 0001 石核 安山岩 64.69 73.21 28.00 185.38 

第44図18 110-05 0002 打製石斧 砂岩 88.12 43.70 16.92 78.61 

第44図19 K10-66 0002 打製石斧 ホノレンフェノレス 75.08 36.10 15.48 46.47 使用痕?磨痕有

第44図20 K10-65 0002 敵石 流紋岩 116.00 68.65 37.91 325.74 被熱の可能性

第44図21 SD-014 0001 敵石 砂岩 65.00 83.80 47.80 343.29 

第15表新 開 1遺跡縄文時代石器組成表

石鍛 襖形石器 剥片 石核 石斧 敵石類 計

l 1 
SI-015 

13.92 13.92 

1 1 
SD-014 

343.29 343.29 

1 1 2 
SM-OlO 

6.41 5.58 11.99 

1 1 
SS-OOl 

3.04 3.04 

1 1 
ClO-56 

0.64 0.64 

1 1 
KlO-65 

325.74 325.74 

1 1 
K10-66 

46.47 46.47 

1 1 
KlO-71 

0.91 0.91 

1 1 
K10-72 

14.23 14.23 

1 1 
K10-74 

7.51 7.51 

1 1 
K10-75 

4.82 4.82 
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石鍛 模形石器 剥片 石核 石斧 敵石類 計

1 1 
KlO-84 

17.66 17.66 

1 1 
K10-85 

9.73 9.73 

1 1 
K10-94 

7目19 7.19 

1 1 
K10-97 

3.87 3.87 

1 1 
L10-03 

2.21 2.21 

1 1 
L10-05 

78.61 78.61 

1 
L10-59 

1 

15.37 15.37 

1 
N10-07 

1 

185.38 185.38 

l 1 
F7 

4.21 4.21 

計
2 6 3 6 2 2 21 

1.55 40.09 21.71 239.33 125.08 669.03 1096.79 
」

※上段…個数(単位:個) 下段…重量(単位:g) 
第16表新 開 1遺跡縄文時代機組成表

砂岩 チャート 流紋岩 安山岩 毘岩 ホルンフェルス その他

A B A B C E A B A C D A B C D A B C D A B C 

51-∞5 
35.3 35.3 

SI剖6
218.8 218.81 

SI-oolI 
2.8 2.8 

21 
SI-OII 

34ι 11.6 46.1 
4 3 2 15 

SI-Ol2 
幻2.7 421.8 12.5 269.9 97ι 93.8 1.3 7.7 128 1150.3 

51-015 
2 44 4 12 2 59 12 44 2 4 2 11 2昭

42H M位7101&5 572.3 79.3 23655 1310.9 1017.4 4824.1 234.8 181. 5 45.2 73.4 47.4 8.3 115.7 162.7 54.9 !日19.0

野引S
2 4 10 2 6 26 

723.6 5飽.1 115.2 102.0 4ωl 776.5 初3.1 292&6 

11 11 3 18 5 6 16 町
四-016

7.51710.3 100.4 32.8 加4.84泊 8100.3 628.4 849.8 145.8 34.7 お4.9 4130.5 

6 7 6 忽
盟.-002

239.1 120.5 161.3 羽0.4481.6 59.3 l総 2

担制4
2 5 8 

l必.6 199.1 33.6 37&3 

置制5
115.1 115.1 

3 12 9 10 3 7 6 2 日
SM-OIO 

845.7 571.6 479.8 444.8 15.8 937.2 11641 23.9 51.2 品34.1

4 5 
SS-OOI 

137.7 却 4 168.1 

E6-u5 
32.6 32.6 

阻o-os
46.0 46.0 

K1I1-14 
5.8 5.8 

K1I1-15 
6 10 4 幻

117.2 16.5 417.4 お5.2 724.2 9.3 1539.8 

KI0・16
3 

121. 0 0.9 19.7 141.6 
3 3 3 9 

KIO-17 
lll.0 1.8 308.4 421.2 

3 
KI0弘

170.3 日l 233.4 ι-----L.圃幽.
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司岩 チャート 流;it岩 安山岩 促岩 ホルンフェルス その他
計

1 B C B D A B 日 C B D B C D 

KI0日
136.1 136.1 

5 8 
K1O-1i3 

97.6 24且4 344.0 

3 2 9 3 2 28 
KI0-64 

345.0 l加 l 117. 7 204.2 328. 4 584.3 156.5 32.9 1949.1 

7 2 18 
KI0-65 

617.5 193.2 171. 4 ι31 123.1 412.0 I印 2 1683.7 

7 14 5 30 
K1O-66 

523.8 125.9 1卯 3 120.4 698. 4 26.1 1693.9 

9 9 31 
KI0-67 

1032.7 233.2 125.3 882.0 13.9 的1.7 159.1 3137.9 

5 5 13 
KI0-72 

483.4 且41114.0 146.6 却9 782.3 

9 5 6 23 
K10ーη

947.2 58. 9 88.4 208. 3 155.5 519.4 1977.7 

3 11 10 25 
KI0-74 

93. 0 243.2 283.4 581. 9 1201. 5 

7 21 2 13 2 58 
KI0-75 

981. 0 37.4 21. 6 131. 2 1010.5 19.8 325.0 806.3 99.0 114.1 107.1 276.3 81. 39 岨10.7

10 12 加 47 
KI0一花

494.4 119.7 549.7 127.9 1489.8 目4 130.5 8.1 加19.5

K1O-77 
51. 5 46.6 85.7 183.8 

3 4 
KI0-78 

20.5 133.4 153.9 

4 2 10 
K1O-82 

問 2127.5 ωι 178. 0 76.9 4.9 557.0 

3 3 10 
KI0-83 

222.1 67.8 103.3 98. 5 491. 7 

2 5 3 14 
K1O-84 

32.1 194.9 お1.1 134.8 159.9 300.7 96.2 1169.7 

5 5 20 
K10一郎

628.5 98.9 部7 6.41 85.0 429.9 97.5 1429.9 

11 18 38 
KI0-86 

147.4 1335.7 6乃9 1591.9 訂54.9

K1O-93 
4 

160.4 1.1 95.3 10.0 138. 8 405.6 

2 18 
KI0-94 

118.5 380.1 40.5 450.3 152.1 41. 0 1182.5 

2 8 2 12 31 
KI0-95 

228.6 7倒 l 281. 2 370.4 264.9 日8.2 2387.4 

14 
KlO・96

76.6 285.8 91. 9 156.4 19.9 630.6 

KlO-97 
5.6 71. 9 6.1 21.7 105.3 

4 101 
Kll-40 

95.0 44.8 幻 5240.9 112.2 52.1 6.21574.7 

2 2 2 101 
KII-59 

814.0 1065.6 674.9 234.2 1805.7 831.1 297.1 5722.6 

2 4 8 16 
LlO・03

12.1 94.8 169.1 100.2 374.1 7印3
円i 2 9 6 26 

LlO-04 
468.0 347.7 51. 4 263.1 469.9 4.4 1604.5 

13 2 n 
LlO-D5 

84.1 l却4 618.0 5.51 619.1 217.8 回2 1759.8 11.7 

4 
LlO-06 

193.3 6.0 307.8 109.8 616.9 

2 
LI0-07 

31.7 193.3 225.0 

5 9 8 25 
LlO-13 

327.0 285.2 31. 3 499.3 5.81220.5 1369.1 

10 15 9 34 
LlO-14 

340.9 413.4 円5.2 1529.5 

7 14 7 32 
LlO-15 

日。 428.2 403.6 4河2165.5 初 6 11.1 1570.2 

14 16 16 54 
LlO-16 

1226.6 9η5 135~ 9 1811.1 240.3 5603.4 

6 11 
LlO-17 

395.1 7ι5 103.1 邸 8 侃0.5

3 
LlO-18 

341. 6 341. 6 
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砂岩 チャート 暗殺砦 安山岩 毘岩 ホルンフェルス その他
計

A B C E B C 日 A C D A B E D B C 日 A D A B 。

LlG-l9 
4 2 8 

15.3 73.9 加2 521 221.5 

Ll()-24 
11 12 

26.6 初3.1 329.7 

Llil-'ぉ
3 2 8 

167.8 29.6 341.4 111.5 71.1 721.4 

5 7 3 15 
LlO-26 

246.5 初9.3 171.1 626.9 

L10-27 
6 9 6 22 

216.1 198 9 102.7 4偲7 926.4 

L10-28 
15 3 却

回l 139.8 415.3 146.7 751.9 

L10・m 59.6 262.7 

3 

6.5 328.8 

LlO-34 
2 4 

140.9 26.2 85.3 252.4 

L10-:お
5 4 2 13 

162.5 491.2 36.7 46.8 10.8 748.0 

L10-36 
3 16 却

加6.9 403.4 πι 印7.9

L10ー訂
2 5 5 12 

173.8 312.9 440.2 926.9 

L1()-沼
5 

124.6 35.2 56.1 215.9 

L10-:羽
2 3 

10.4 羽7 40.1 

L1()-45 
5 2 12 

初3.6 加1 2却.7 18.7 “2.9 
L10ー岨

3 4 

初4 回J 123.7 

L1()-47 
4 4 

244.8 244.8 

L10-48 
加.9 加9

L1()-49 
2 2 

η8 η8 

L10五5
27.4 

2 

13.5 40.9 

L1()-56 
2 4 

67.6 28. 9 20.2 116.7 

L1()-57 
2 4 

273.2 286.4 559.6 

L1ト58
3 

47.1 加6116.6 184.3 

L1()-国
482.4 21.5 225.4 729.3 

L10-jj7 
2 

122.6 66.6 189.2 

L10-jj8 
18.1 1.6 46.4 ω4 126.5 

ll11-69 
51. 7 51.71 

11 
L1()-78 

88ι 88.5 

L10-79 
的 8 mι 

L1()-97 
印J 69.3 

2 
L1HO 

51.9 回2 145.1 

ll1-90 
83.2 13.5 96.7 

LlI-91 
89.5 89.5 

M時{f/
28. 2 28.2 

U 
178.1 178.1 

表採
2 4 

514.7 160.5 102.6 π7.8 

計
16 初7 15 19 41 4臼 29 19 57 327 4 5 01 4 4 01 4 。 l 01 21 2 11 01 13 5 5 1362 

3136.4 盟他。 212&3 931.6 沼田2.6183:lJ.0 加9~4 1050.5 飽78.1盟π1.2546.1 9臼5 0.01 190.3 181.5 却3.2 0.01 86.9 0.01 20.6 0.011440.0 332.3 鎚4.3 0.01772.9 487.5 195.3 盟問5.5

※Aは焼成完形磯.Bは焼成破損磯.Cは自然磯(無焼成完形磯).Dは破損磯(無焼成破損磯)
1:段個数(単位個) 下段重量(単位 g)
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第2節弥生~古墳時代

新開 1遺跡で検出された弥生~古墳時代に比定される遺構は，竪穴住居跡9軒である。出土遺物はなる

べく出土遺構とともに掲載したが，明らかに混入品とみられるものは遺構外出土遺物(第 5節，第四図)

として掲載した。

1 竪穴住居跡

81・005(第45図，図版14)

F 7 -32'"'-'34・42'"'-'45・52'"'-'55・62'"'-'64グリッドに位置する。北東辺の壁の一部は検出できなかった。斜

面で失われたと考えられる。プランはほぼ隅丸正方形を呈し，規模は北西一南東軸が5.3m，北東一南西

軸が5.0mである。床面はほぼ平坦であるが，硬化面ははっきりせず，ピットや壁溝も検出できなかった。

炉も検出されなかったが，南東コーナ一部の遺構検出面で焼土の散布がみられた。当遺構は，住居跡と考

えるのは難しい面もあるが，状況的には古墳時代中期頃の住居跡と考えてよいと思われる。

遺物は，遺構検出面から灯明皿として用いられたと考えられるロクロ土師器片(第四図 6)が出土した

が，混入品と考えられる。そのほかには土師器の小破片が少量出土したのみで，皆無に近い状況であっ

た。

81-006 (第46図，図版14・35)

F7 -86・87・95'"'-'98. G 7 -06'"'-'08・16・17グリッドに位置する。プランはほぼ正方形を呈し，規模は北

西一南東軸が4.6m，北東一南西軸が4.4mで、ある。主軸方位はN_360 -wである。床面はほぼ平坦で，炉の

周辺から東コーナ一部にかけて硬化面が認められた。北コーナ一部から北東壁にかけて，深さ最大約 7

cmほどの壁溝が検出された。柱穴は検出されなかったが，東コーナ一部に貯蔵穴と考えられるピットが

検出され，中から頚部以下のみほぼ完形の査(第46図2) が正位で出土した。炉は中央ラインからやや東

寄りに位置し，平面形は長径54cm，短径38cmの楕円形を呈し，深さは約 3cmで、ある。火床はあまり焼け

ていなかった。

図示した遺物は2点である。 1は炉器台で，ほぼ完形である。床面に近いレベルから出土したもので，

器面に輪積み痕や指頭圧痕を明瞭に残している。 2は査で，貯蔵穴と考えられるピットから出土したもの

である。外面と，内面頚部は赤彩されている。内外面とも磨滅がみられるが，特に内面の磨滅が著しい。

81・007(第47図，図版15・35)

G 8 -29'"'-'31・39'"'-'41・49・50グリッドに位置する。プランは，東コーナ一部のみ木根の撹乱により

はっきりしなかったが，ほぼ隅丸正方形を呈す。規模は一辺約4.1mである。主軸方位はN-350 -wであ

る。床面はほぼ平坦で，炉の周辺のみ硬化面が認められた。柱穴は検出されなかった。炉はほぼ中央ライ

ンに位置し，平面形は長径90cm，短径52cmの楕円形を呈し，深さは約 3cmである。火床はあまり焼けて

いなかった。

図示した遺物は 1点で，床面に近いレベルから出土したものである。 1は土師器の警である。器面はや

や磨滅している。
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国 1
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凶

S 1-005 
1黒色土 ロ ム粒・ロームプロック (5回大)を世量含む。
2 暗褐色土 ロ ムブロック (5皿-10皿大)を多量に含むロローム粒を含む。
3 黒褐色士 ロームブロック (5皿-1日凹大)・ローム粒黒色土を含む。
4時褐色土 ロームプロック (5..-10回大)・ローム粒を多量に吉む。
5 時褐色土 2層より暗い色調。ロームブロック (5凹-10皿大)を多量に吉む。

ローム粒・黒色土を含む。
6 暗褐色士 ローム粒・ロームブロック (5阻大)・黒色土を含む。
7時黄褐色士 ローム粒田ロームプロック (5皿-IC皿大)を多量に含む。

A 

⑧ 

A' 

A 82.0m A' 

。 (1/80) 4m 

第45図 Sト005

81・008(第48図，図版15・36)

H8 -04・05・13'"""'15・23'"""'25グリッドに位置する。プランは隅丸正方形を呈す。規模は一辺約3.6mで

ある。主軸方位はN-350 -wである。床面はほぼ平坦で，炉の周辺のみ硬化面が認められた。柱穴は検出

されなかった。炉はほぼ中央ラインに位置し，平面形は長径71cm，短径52cmの楕円形を呈し，深さは約

3cmで、ある。火床はあまり焼けていなかった。

図示した遺物は 1点で，覆土中から出土したものである。 1は土師器の杯である。小破片から復元した

ものである。口唇部は平らに面取りされている。器面はやや磨滅しているが，内外面ともミガキが施され

る。赤彩は明らかでない。

81-009 (第49図，図版15・36)

19-22・23・31'"""'33・42・43グリッドに位置する。プランは隅丸方形を呈し，規模は北西一南東軸が2.8

m，北東 南西軸が3.4mである。床面はほぼ平坦であるが，硬化面も認められず，柱穴も検出されな

かった。当遺構は，住居跡として考えるのが難しい面もあるが，状況的には古墳時代の住居跡と考えてよ

いと思われる。

図示した遺物は2点で，いずれも覆土中からの出土である。 1は土師器聾である。輪積み痕部に刺突列

がみられる。 2は士師器壷である。折返し口縁部に縄文が施文され，その下端部には正面から棒状工具な

どにより押捺が施される。ミガキの施される内面は赤彩されている。
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S 1-006 
l鴨色上 ローム祖ロームプロック 12Io~司却を多量に吉弘
2暗黄禍色土 ローム誼・ロ ムプロけ 12Io~園大)・ローム塊(l1loo~15.*)を多量に古(1.
3暗褐色土 ロ ム位を多量に宮(1.トムプロック 15.却を吉(1.
4附色士 ロム曽田ロムプロック(国大)を多量にきむ，
5蝋色土 ローム祖ロームプロァク(国叶』却を吉(1.
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lOcm (1/3) 。
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SI-006と出土遺物

L
く

第46図

凶i

lOcm (1/3) 。
A' 

(;;動;;
A 

ローム粒 ・ロームプロック (200-3回大)を少量含む.
ローム粒 ・ロームプロック (2.m-3聞大)を含む.
ローム粒を含む.ロームプロック (50m-1Om.大)を多量に含む.
ローム粒を含む.ロームプロック (5mo)を含む.
ローム粒を含む.

S 1-007 
1 黒褐色土
2 暗褐色土
3 暗褐色上
4 暗褐色土
5 暗褐色土

51111 
A 

4m (1/80) 。
A 80.6m 

SI-007と出土遺物
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S 1-008 
l 暗褐色土 ロ←ムプロック CSmm..........lOmm大)を多量に含む。
2 暗黄褐色土 ロ ムブロック (5皿 -10皿聞大)を多量に含む。
3 暗褐色士 ローム粒 ロームプロック (3mm-5mm大)を含む固
4 暗褐色土 ロ←ム粒・黒色土を含む。

11111 

cE 

凶 - 同・

A 80.0m A' 
。 (1/80) 4m 

三二ぐ玄三三三三三三三E

第48図 SI-008と出土遺物

⑧ 
器密口 02 

A' 。 (1/3) 10cm 

61的 S 1-009 
1 暗褐色土 ロームプロック (2mm--...5mm大)を含む。炭化粒を少量含む。
2 暗褐色土 ローム粒 ロームプロック C2mm..........Smrn大)を含む。
3 暗黄褐色土 ローム粒 ロ←ムプロック (5mm-l0.m大)を多量に含むロ

A 81. Om A' 

。 (1/80) 4m 

第49図 SI-009と出土遺物

81-010 (第50図，図版16・35・36)

M10-97・98. N10-07 . 08 . 17・18グリッドに位置する。東側は斜面で失われたと考えられ，検出でき

なかった。検出できた部分も辛うじての遺存状態で，検出時には床面直上の遺物がほとんど露出している

ような状態であった。プランは隅丸方形を呈すと考えられるが，規模は明らかでない。床面はほぼ平坦で

あるが，硬化面ははっきりしない。ピットは 3か所検出したが，その機能は明らかでない。炉は検出でき

なかったが，遺構検出面で遺存部中央付近に焼土の散布がみられた。覆土は，ローム粒 ・ロームブロック

(5凹大)を含む暗褐色土の単一層である。

図示した遺物は2点である。いずれも床面直上で出土した。 1は土師器鉢である。胎土は鍛密で，内外

面ともミガキによって丁寧に仕上げられている。器面が磨耗しているが，外面は赤彩が施されているとみ

られる。内面も赤彩が施されていた可能性があるが，明らかでない。 2は接合しない破片から復元実測を

行ったものである。器面の磨滅が著しい。外面は全体に煤けて黒褐色を呈す。

E
J
 

ハ
h
u



1 ~ む/②. . 
邑。。

凶 -

お|
凶 .

A' 

。 (1/80) 4m 。 (1/3) 10cm 

第50図 SI-010と出土遺物

SI-011 (第51図，図版16・35・36)

M10-37・38・46"'48・56"'59・67・68グリッドに位置する。東側はSM-010周溝と斜面により失われて

いる。プランは隅丸方形を呈すと考えられるが，規模は明らかでない。主軸方位はN_360 -wである。床

面はほぼ平坦で，炉を囲むように西コーナ一部を中心とした部分が硬化していた。ピットは主柱穴とみら

れるものを 1か所検出した。炉は楕円形を呈し，規模は長径95cm，短径50cm，深さ約 5cmである。火床

はあまり焼けていなかった。

図示した遺物は2点である。 1は土師器壷で，炉周辺の床面直上から出土した。内外面ともミガキに

よって丁寧に仕上げられ，焼成も良好である。内外面とも赤彩が施されているとみられる。 2は覆土中か

ら出土した。口縁部破片から復元実測を行ったもので，小型の査とみられる。内外面とも赤彩が施されて

いる。

SI-012 (第52図，図版16・36)

L10-64・65・73"'76・83"'87・93"'96・M10-04"'06グリッドに位置する。プランは隅丸方形を呈し，

規模は北西一南東軸が6.6m，北東一南西軸が6.0mで、ある。主軸方位はN_590 -wである。南東辺をSK-001

に切られる。床面はほぼ平坦で，炉の周辺から南東辺の部分にかけて硬化面が認められた。壁溝は，深さ

最大約 7cmほどで，全周する。柱穴は，主柱穴とみられる 4か所のほかに，入口ピットとみられるもの

が 1か所，そのほかに 2か所検出された。炉はほぼ中央ライン上に位置し，平面形は長径90cm，短径
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S 1-011 
1黒色士 ロムブロック (2..-3回大)を少量含む。
2 時褐色土 ローム粒を含む。ロームプロック (2mm""'-'3mm大)を少量含む。
3 黒惜色士 ローム粒を吉む。ロームプロック (5回大)を含む。
4 暗褐色土 ロ ム粒を少量含む.ロームプロック (2mm"-'3mm大) 炭化粒を少量吉む。
5 暗褐色土 ローム粒 ロームプロック (5mm大)を多量に含む。 2層より明るい色調。
6 暗褐色土 ロームプロック (2凹皿-3回大)を多量に含む。

7 暗褐色土 ローム粒を')>量含む.炭化粒焼土粒を含む。やや暗い色調.
8 暗黄褐色土 ローム粒 ロームプロック (5mm大)を含む。
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第51図訂-011と出土遺物

65cmの卵形を呈し，深さは約 3cmで、ある。火床はあまり焼けていなかったが，炉の周辺から炭が少量出

土している。

図示した遺物は 2点である。いずれも覆土中からの出土である。 1は輪積み痕のある聾で，胎土に 2

mm~ 3 mm大の黄白色粒子と小石を多量に含む。口唇部は，上部と正面からの棒状工具などによる押捺であ

る。2も聾とみられる。折返し口縁で，口唇部は棒状工具などによる正面からの押捺列である。

SI・015(第53・54図，図版17・35・36)

K10-25~29 ・ 34~39 ・ 44~49 ・ 54~59グリッドに位置する 。 北壁が斜面で失われたと考えられ， 検出

できなかったが，プランは隅丸長方形を呈し，規模は東西軸が9.2m，南北軸が推定7.2mである。主軸方

位はN-750 -wである。床面は北に向かつて下がり，東側と南西コーナーに硬化面が認められた。また，

南壁に沿うように，焼土や炭化材の堆積がみられたが，壁溝は検出されなかった。ピットは，主柱穴とみ

られるものが4か所検出された。炉はほぼ中央ライン上に位置し，長軸75cm，短軸65cmの楕円形を呈し，

深さは約 3cmで、ある。火床はあまり焼けていなかった。
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S 1-012 
1黒色土 ローム粒を少量含!t.

， 2黒褐色土 ローム粧を吉む.
B' 3黒褐色土 ローム粒・ロームプロック(加-3聞大)目由化粧を含む。

4暗褐色土 ロームプロック(畑-s..大)を含む固ローム塊 (2，.-3"大)砂量含むa

s暗褐色土 ロームプロック (50皿大)を含む.
6暗褐色土 ローム粧を含む.ロームプロック (2皿-3oa大)抄量宮む.4層・5層より明るい色調.
7暗禍色士 ロームプロック (50皿大)を含!t.5層・6層より明るい色調.
8暗褐色土 ローム粒を含む.ロームプロック (50皿大)・黒色土を世量宮!t.
9暗闇色士 ローム粒を吉弘ロームプロック(2mm-3圃大)砂量含む.
10暗闇色土 ローム粒・ロームプロック(回大)を吉む.蛙土粒・民化粧を骨量含む.
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第52図 SI-012と出土遺物
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S 1-015 
1 黒色土 木の根や撹乱土を含む。
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第54図 SI-015出土遺物

図示した遺物は8点である。 4.7・8は床面近くから出土し，そのうち 7・8は同じ場所から多数の

破片となって出土した。そのほかは，覆土中からの出土である。 1は土師器高杯である。内外面とも赤彩

が施される。 2の外面は丁寧にミガキが施され赤彩されているが，内面はナデで赤彩もない。壷の口縁部

の可能性もある。 3は査と考えられる。内外面とも丁寧なミガキが施される。赤彩の痕跡は現状では確認

できない。 4"-'6は土師器壷と考えられる。 4の口唇部は外そぎ状に丁寧に面取りされ，整えられてい

る。口縁部はほぼ直角に屈曲し，さらに下へ直角に屈曲して，細い頚部につながる。頚内径は復元値で

2.2cmで、ある。頚部から肩部へも，破損部の観察によると，直角に近い程度に聞いてつながるようである。

口縁部には 3本 1単位の棒状浮文が貼付されているが，遺存部には 1単位しか認められない。全周で3単

位以下になると考えられる。内外面ともに赤彩が施される。 5は細く浅い沈線で区画された中に S字状結

節文がみられる。赤彩が施されていた痕跡もみられるが，器面が磨耗しており ，範囲が明らかでない。 6

は櫛歯状工具によるとみられる並行沈線文と波状文が施される。外面は赤彩されており， 4と同一個体の

可能性もある。 7. 8は土師器聾である。 7の胴部下半~底部にかけては，ハケ調整痕がミガキによって

消されている。底部は上げ底気味である。 8は内面にもハケ調整が施される。上げ底である。
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第3節奈良・平安時代

新開 1遺跡で検出された奈良・平安時代に比定される遺構は，方形周溝状遺構2基である。遺構に伴わ

ないで出土したロクロ土師器や瓦などの遺物もあるが，それらは遺構外出土遺物(第 5節，第四図)とし

て掲載した。

1 方形周溝状遺構

8M-OlO (第55図，図版17・18・37)

M10-05'"'-'07・13'"'-'18・22'"'-'28・31'"'-'39・42'"'-'49・52'"'-'59・63'"'-'69・73'"'-'78・84'"'-'86・Ml1-50グリッド

に位置する。方形に廻る周溝のみ検出された遺構である。規模は，周溝上端外側で北西一南東軸13.3m，

北東一南西軸13.1mを測り，平面的には周溝はほぼ正方形を描く。

周溝は，上端幅約2.0m，深さ約1.0mで，断面形は逆台形である。周溝の検出面は基本層序L10-28グ

リッドの E層上面であるが，西側部分についてはSD-016に切られレベルが下がっており，他の部分より

面を下げてプランを確認した。そのため，周溝の幅が細く見える部分があるが，本来はほかの部分と同じ

幅で、あったと考えられる。周溝の覆士は主にロームブロックを含む黒色土~暗褐色土で，人為的に埋め戻

されたような状況を呈しているが，南東辺の中央部 (A-A')付近にはローム質土が堆積する部分があ

り，いったん周溝を掘った後に，そこにローム質土を充填して土橋状の施設を設けていた可能性がある。

主体部とみられるものは検出されていない。周溝検出面で当遺構に切られるSI-Ollを検出したが，同面

では主体部とみられる遺構は確認できず，周溝に固まれた内側については更に確認面を下げてみたがそれ

でも検出できなかった。また，周溝壁面・底面も精査したが検出されなかった。

周辺の遺跡で，ほぼ同じ規模，同時代の同様な遺構はいくつも検出され，報告によって「方墳Jr方形

墳墓Jr方形周溝状遺構Jr方形区画墓」などと呼称されているが，当遺構もそれに類するものと考えられ

る。調査時には，規模や火葬墓が検出されないことなどから終末期古墳と考え，遺構に rSMJの接頭記

号をつけたが，整理作業時に検討を加えた結果，古墳ではなく方形墳墓と考えたい。

図示した遺物は3点である。いずれも須恵器杯の小破片で，周溝覆土から出土したものであるが，出土

遺物自体が僅少である中，当遺構の時期推定の手掛かりとなる遺物であると推測される。 1は須恵器高台

付杯の底部である。淡灰色を呈する。貼付け高台の外側に体部の立上がりが僅かに認められる。底部内面

のロクロ目は顕著で，底部が僅かに突出すると思われ， 8世紀中葉を中心とした湖西産の須恵器と思われ

る。 2は須恵器杯の口縁部であろう。 1の高台付杯の口縁部の可能性も考えられるが，外面は暗青灰色，

内面は青灰色を呈し， 1に比して暗いため別個体の可能性もある。 3は須恵器蓋の破片であろう。

88-001 (第56図，図版18)

L10-78・79・88・89・Ll1-70・71・80・81・91グリッドに位置する。コ字形にめぐる周溝のみ検出され

た遺構である。規模は，周溝上端外側で北東一南西軸約5.0mで、ある。周溝は，上端幅約45cm'"'-'60cm，深

さ約20cmで，断面形はU字形である。周溝の検出面は基本層序L10-28グリッドの E層上面である。南西

辺の南端部は削平されたと考えられ検出できなかったが，北東辺の南端部は先には続かない。当遺構も，

SM-010同様，方形墳墓と考えることができょう。
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C 84.3m 

SM-Ol0 
1黒色士 ローム粒を世量含む。
2酬色土 ローム粒・ロームプロック (2聞~加大)紗量吉tr.
3黒色土 ローム粒・ロームプロック(加~加大)砂量含むa

C' 4 暗黄禍色土 ローム粒・ロームブロック(5m-2加大)を多量に含む。
一一. 5 暗黄禍色士 ロ】ムプロツヲ (5加圃圃，叶、

4層よりやや暗い色調L
6暗禍色土 ロームプロック(国叶畑却を多量に含むe ローム塊 (3，，-5，回大)・黒色土を含む。
7 暗黄禍色土 ローム粧を多量に含むB

8 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック日圃大)を吉む.
9暗闇色土 ロームプロック(加叶加却を多量に吉む。ローム塊 (2"-3，，大)紗量吉むa

10黒褐色土 黒色土を吉む.ロ』ムプロック(出巾皿大)紗量吉む.
11暗黄禍色土 ローム粒・ロームプロック(加-5回大)を多量に含む.
12暗褐色土 ロームプロック (5圃-10..大)を吉む.13層・ 14層より暗い色調.
13暗褐色土 トム粒ロームプロック (3..-加大)を宮tr.
14暗闇色土 13層と顛倒する罰則 13層よりロームプロック (3皿-5mn大)が多い.
15暗褐色土 ローム粒を世量吉む.
16暗褐色土 ローム世を含tr.ロームプロック伽m-加却を'l>量吉む.
11純土 ローム粒を含む.ロームプロック(加-5mn大)紗量宮tr.
18黒褐色士 ローム粒・ロームプロック(加-5圃却を吉む.
19暗帽色土 トム粒を多量に含む。ロームプロック(加~加大)紗量吉むB

加暗黄禍色土 ローム粒・黒色土を多量に吉むa ロームプロック(加~加大)紗量宮払
21暗帽色土 黒色土を多量に含むaロームプロック (5聞大)を骨量古むao (1/50) 2m 

第55図 SM-Ol0と出土遺物
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遺物は，混入品とみられる土師器の小破片(第59図3) が僅かに出土したのみで，皆無に近い状況で

あった。
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第56図 SS-001

第4節中・近世

新開 1遺跡で検出した中・近世に比定される遺構は，溝状遺構 1条と土坑 1基である。土坑については

基本的に時期不明であるが，中・近世の所産である可能性があるため，ここで報告する。

1 溝状遺構

SD-014 (第30・57図，図版37)

SI-005の南西側に， SD-001と並行に位置する溝状遺構である。北端と南端は削平され，検出できなかっ

た。検出された長さは約10.8m，幅は約0.6m，-....，1.0m，深さは約20cmで，断面形は緩いU字形である。底

面が硬化しており，遺物と遺構の状況等から，平安時代~中世頃に機能していた道と考えられる。

図示した遺物は2点である。 1はロクロ土師器杯の底部であろう。底部はわずかに円柱状に突き出し，

底部外面には回転糸切り痕が残る。 2は瓦の細片である。側面と凹面のみで凸面は欠失する。側面にヘラ

ケズリが山形に 2段施されることから平瓦と考えられる。

SD-016 (第31図，図版17)

SD-008に引き続くように，市境にそって直線的に伸びる溝状遺構である。検出された長さは約38m，

幅は約2.0m，深さは約60cmで，断面形は緩いU字形である。底面のほか，間層に硬化面がみられ，道と

して機能していたと考えられる。断面形は緩いU字形を呈し，覆土上層部には宝永火山灰が互層となって

多量に堆積していた。

遺物は近世陶磁器などが少量出土した。
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第57図 SD-014出土遺物

2 土坑

SK-OOl (第58図，図版18)

L10-96・MI0-06グリッドに位置する。重複するS1-012を切る。平面形は南北軸約1.4m，東西軸約0.9m

の長方形を呈し，深さは55cmで、ある。平坦な底面には，敷き詰めたようにびっしりと木炭が堆積してい

た。炭焼窯と考えられる。

遺物は皆無で，時期は不明であるが，状況から中世以降の所産と推測される。昭和58年調査の新開遺跡

でも同様の遺構が検出されている。

④ 
A 84. 3m A' B 84.3m B' 

A A' 
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-， ト一一一一
二二:J r一一一一

斗 ι一一一一
寸 十一一一一 主己一一

l暗褐色土 ローム粒を'];量含む。
2暗褐色土 ローム粒・ロームプロック (5阻 -lOmm大)を多量に含む。

l層より明るい色調。
3暗褐色土 ロームブロック (3皿-5皿大)を少量含む。 l層より暗い色調ロ
4暗褐色土 ローム粒・ロームプロック (3聞大)を少量含む。 2層よりやや明るい色調。
5炭化物層 木炭塊・炭粒を多量に含む。暗褐色士を世量含む。 u (1/40) 2m 

問l
第58図 SK-OOl

第5節遺構外出土遺物(第59図，図版35・37)

ここでは基本的に新開 1遺跡の遺構外から出土した遺物を図示する。ただし，遺構覆土から出土してい

ても，その遺構に伴わないと判断されるものも含む。

1・2はSM-010周溝覆土から出土したもので，査の破片と考えられる。 1は折返し口縁で，棒状工具

の端部などによる刺突列が廻る。内外面とも赤彩が施される。 2は縄文と 2段のS字状結節文が観察され

る。 3はSS-OOl周溝覆土から出土した費で，輪積み痕が残される。口唇部は棒状工具端部などによる上部

と正面からの刺突列が施される。 4も警で，口唇部には上部から棒状工具などによる押捺が施される。

SD-016覆土中から出土した。 5は器台の器受部破片と考えられる。口唇部に縄文原体等の圧痕ないし櫛

歯状工具端部の刺突などが施される。 6はロクロ土師器杯である。 S1-005の検出面から出土したもので，

全体の約70%遺存している。体部外面下端及び底部外面には手持ちへラケズリが施される。糸切り痕が

あった可能性もあるが，底部の遺存状況が悪く，判然としない。内面半身は煤が付着し， 2ないし 3か所

に灯芯の痕跡が認められることから灯明として使用されたものである。 7はロクロ土師器杯の口縁部から

体部である。小破片のため明らかでないが，体部下端に回転ヘラケズリと思われるへラケズリが見られ

る。 S1-012覆土中から出土した。 8は須恵器高台付杯の底部である。高台は貼付け高台で，高台内及び底
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部内面は調整が不明瞭になる程良く擦られており ，転用硯として使用されたものと思われる。上総産，特

に南河原坂の須恵器の可能性が高く ，8世紀第 3四半期を中心とする年代が考えられる。 SI-015覆土中か

ら出土した。 9は須恵、器奮の胴部破片である。並行のタタキ目がみられる。 10は丸瓦である。凹面の布目

はへラケズリ及びナデ調整によりわずかに認められるのみである。 11は平瓦である。凹面には布目と模骨

痕，凸面には格子タタキ目が見られる。内側は黒灰色，外面は黄白色を呈し，酸化炎焼成で仕上げられて

いる。右側面は焼成後に欠損するが，凸面の格子タタキ目が削られていることから側縁に近いものと推察

される。左側は不正形な面であるが，焼成時の端面であり，雑に切られたものと判断される。 12は瓦片で

ある。凹面に布目と模骨痕が見られ，凸面の遺存部は少ないがタタキ目が認められないことから丸瓦と考

えたい。左端面がわずかに残る。 10"""12はいずれもSI-015覆土中から出土したものである。 13"""15は砥石

、 結71
5( K10-15) 2(SM-01O) 3(SS-001 ) 

7(S! -012) 8(S!-015) 

9(KlO→15) 

℃ニオ-~7 1 I六

〆
J 

10(S!-015) 

， 

cコ， 

11(S!-015) 
亡己:

12(S!-015) 

13(S!-015) 

。。
亡コ 1似 11-59

ロ 15(SM-010) 

。 (1/3) 10cm 

第59図 新 開 1遺跡遺構外出土遺物
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である。 13はSI-015から， 15はSM-010周溝覆土中から出土したものである。 13と14は黄褐色の軟質砂岩製

で，同一個体である可能性が高い。金属の刃物を研いだとみられる痕跡が残る。 13は最大長28.8mm，最大

幅18.0mm，最大厚23.1mm，重さ7.00gである。 14は最大長95.4mm，最大幅79.1mm，最大厚47.9mm，重さは

301.91 gである。 15は7・8よりはやや硬質だが，やはり軟質の砂岩製で，最大長86.0mm，最大幅58.0凹，

最大厚33.5mm，重さ192.88gである。正面と右側面に使用痕とみられる擦痕が観察される。

第17表 新開 1遺跡掲載土器観察表

遺構 挿図
時代 種別 器種 遺存度

法量(cm)
技法 色調

番号 番号 口径 底径 頚径 胴径 器商
胎士 焼成

第46図 炉器
器受部ナデ・脚部ハケ

褐色~黒褐色 乳白色微細
SI-006 古墳 土師器 ほぼ完形 6.0 8.9 5.3 8.0 調整・裾部指頭圧痕 。

1 4ロ2、 粒少量
ハケ調整後ナデ 褐色~黒褐色

頚部から ナデ
赤褐色~黒色(赤

砂粒・乳白
第46図 彩)

SI-006 
2 

古墳 土師器 壷 下のみ全 3.6 (86) 14.8 (12.5) 色微細粒多 。
部遺存 へラナデ?(器面磨滅) 明褐色 量

SI-007 
第47図

古墳 土師器 費
底 部 の

(9.6) (5.0) 
へフケズリ後ナデ 明褐色~黒褐色 やや徽密・

1 50%遺存 ミガキ 暗褐色 砂粒少量
ム

SI-008 
第48図

古墳 土師器 杯
口縁部の

(13.0) (4.6) 
ミガキ 褐色 やや徽密・

1 20%遺存 ミガキ 褐色 赤色粒子
ム

SI-009 
第49図

古墳 土師器 墾 胴部破片 (14) 
輪積み痕部押捺列 明褐色 赤色粒子少 。

1 ミガキ? 明褐色 量

折返し口縁部縄文・押
明褐色

第49図 口縁部破 捺列・頚部ナデ
SI-009 

2 
古墳 土師器 壷

片
(24) 

赤褐色~明褐
砂粒多量 。

ミガキ
色(赤彩)

ミガキ
赤褐色~明褐

SI-010 
第50図

古墳 土師器 鉢
全体の

(184) 7.0 9.8 
色(赤彩?)

頼主密 。
1 50%遺存 赤褐色~明褐

ミガキ
色(赤彩ワ)

第50図
古墳 土師器 費

頚 部 の
(18.8) (18.0) (19.2) (15.2) 

ナデ 黒褐色(煤付着)
SI-010 

2 40%遺存
砂粒少量 ム

ミガキ 淡褐色

口縁部~ ミガキ 赤縄色~明褐
第51図 色(赤彩)

SI-011 
1 

古墳 土師器 壷 頚部のみ 12.8 7.7 (86) 
口縁部ミガキ・頚部ナ 赤掲色~明褐

砂粒少量 。
全部遺存

フー 色(赤彩)

SI-011 
第51図

古墳 土師器 宝E
口縁部の

(56) (2.0) 
ナデ 赤褐色(赤彩) 赤色粒子少

2 20%遺存 ナデ 赤褐色(赤彩) 量
。

SI-012 
第52図

古墳 土師器 墾
口縁部の

(45) 
口唇部押捺列・輪積み痕 明褐色 砂粒・黄白 。

1 20%遺存 ナデ 明褐色 色粒子

第52図 口縁部破
折返し口縁口唇部押 淡暗褐色~黒

黄白色粒
SI-012 古境 土師器 費 (2.4) 捺・ナデ 褐色 。

2 片 子・砂粒
ミガキワ 淡暗褐色

第54図
古墳 土師器 高杯

口縁部の
(18.0) (3.5) 

ナデ 赤褐色(赤彩)
砂粒少量SI-015 

l 30%遺存 ナデ 赤褐色(赤彩)
。

第54図
古墳 士師器 脚部

裾部の
(9.1) (3.3) 

ミガキ 赤褐色(赤彩)
砂粒少量 。SI-015 

2 30%遺存 横ナァ 明褐色

第54図
古墳 土師器 壷

口縁部の
(81) (52) 

ミガキ 黒褐色
砂粒少量 。SI-015 

3 30%遺存 ミガキ 黒褐色

SI-015 
第54図

古墳 土師器 軍
口縁部の

12.6 (4.2) (6.2) 
ミガキ?・棒状浮文 赤褐色(赤彩)

砂粒少量 。
4 50%遺存 ミガキワ 赤褐色(赤彩)

第54図 頚部の
沈線区画S字状結節

明褐色 赤色粒子多

SI-015 古墳 土師器 壷 (2.7) 文・ナデ 量、白色針 ム
5 20%遺存

ナデ 明褐色 状物少量

第54図 頚 部 の 櫛描文・ナデ 赤褐色(赤彩) 赤色粒子・

SI-015 
6 

古墳 土師器 壷
15%遺存

(9.0) (5.9) 白色粒子多 。
ナデ 明褐色 量

ハケ調整後ミガキ・口 暗褐色~黒褐

SI-015 
第54図

古墳 土師器 警
全体の

(16.4) 5.1 (139) 215 20.9 
縁部ヨコナデ 色

砂粒少量 。
7 70%遺存 ハケ調整・口縁部ヨコ 暗褐色~黒褐

ナデ 色

ハケ調整・口縁部ヨコ 暗褐色~黒褐

第54図
古墳 土師器 号車

全 体 の
15.1 11.9 (19.5) 18.1 

ナデ 色
砂粒少量 。SI-015 

8 70%遺存
4.5 

ハケ調整・口縁部ヨコ 暗褐色~黒褐
ナデ 色
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遺構 挿図
時代 種別 器種 遺存度

法量(crn)
技法 色調 胎土 焼成

番号 番号 口径 底径 頚径 胴径 器両

第55図
回転へフケズリワ.ロ

灰色 乳白色微細
奈良 須恵器 杯 底部破片 (10.7) (1.8) ク口調整 。SM-010 

1 粒少量
ロクロ調整 灰色

SM-010 
第55図

奈良 須恵器 杯
口縁部破

(1.5) 
ロク口調整 暗灰色・自然紬

敏密 。
2 片 ロク口調整 灰色

SM-010 
第55図

奈良 須恵器 蓋 破片 (0.4) 
ロク口調整 灰色

鰍密 。
3 ロク口調整 灰色

第57図 底部の
ロク口調整・底部回転

淡褐色
SD-014 古代 土師器 杯 20%遺存

(6.0) (1.2) 糸切り 砂粒少量 。
1 

ロクロ調整 淡褐色

第59図 口縁部破
折返し口縁部下端刺突

赤褐色(赤彩)
SM-010 古墳 土師器 査

片
(3.8) 列・ナデ 砂粒 。

1 
ミガキ 赤褐色(赤彩)

SM-010 
第59図

古墳 土師器 査
口縁部破

(1.8) 
縄文・ S字状結飾文 赤褐色

砂粒少量 。
2 片 ナデ 黄褐色

SS-001 
第四図

古墳 土師器 費
口縁部破

(1.8) 
輪積み痕 明褐色

砂粒少量 。
3 片 ナデ 明褐色

第59図
古墳 土師器 費

口縁部破
(3.6) 

ナデ 褐色
砂粒 。SD-016 

4 片 ミガキ 黒色~褐色

K10-15 
第59図

古墳 土師器 器台
口縁部の

(9.4) (1.5) 
ナデ・口唇部亥IJみ? 赤褐色(赤彩)

砂粒少量 。
5 15%遺存 ミガキ 赤褐色(赤彩)

ロク口調整・底部手持
暗褐色

第59図 全 体 の ちへラケズリ
SI-005 6 平安 士師器 杯

70%遺存
11.8 (5.2) 3.8 

暗褐色~黒色
砂粒少量 。

ロク口調整
(煤付着)

第59図 口縁部の
ロクロ調整・底部回転

淡暗褐色
SI-012 平安 土師器 杯

20%遺存
(11.2) (3.0) へラケズリ 敏密 。

7 
ロク口調整 赤褐色

SI-015 
第59図

奈良 須恵器 杯
底部の

(9.8) (1.7) 
ロクロ調整 暗灰色 乳白色微細

。
8 20%遺存 ロク口調整 暗灰色 粒少量

K10-15 
第59図

古墳? 須恵器 費 胴部破片 (6.3) 
タタキ痕 灰褐色

砂粒少量 。
9 ナデ 灰褐色

※技法・色調・上段外面下段…内面
焼成。良好 O 普通ムやや不良

第18表新 開 1遺跡非掲載遺物重量表(単位:g) 

遺構番号 弥生土器
土師器壷 土師器杯

須恵器 灰紬陶器
中世 近世

土製品類 瓦 石 合計
-斐・鉢類 -高杯類 陶磁器 陶磁器

51-005 104 83 187 

51-006 113 87 200 

51-007 52 52 

51-008 11 11 

51-009 178 34 212 

51-010 107 107 

51-011 212 23 235 

51-012 597 43 640 

51-013 775 74 849 

51-014 479 44 523 

51-015 866 108 18 992 

5D-015 3 3 

5D-016 83 8 63 154 

5M-010 35 379 94 508 
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遺構番号 弥生土器
土師器壷・ 土師器杯・

須恵器 灰紬陶器
中世 近世

土製品類 瓦 石 ぷ仁〉3、圭ロ+
費・鉢類 高杯類 陶磁器 陶磁器

SS-OOl 16 16 

K10-14 57 10 67 

K10-15 13 13 

K10-16 31 31 

KlO-17 65 23 88 

KlO-35 5 6 11 

KlO-67 5 5 

K10-72 8 8 

K10-73 2 1 3 

KlO-74 5 5 

KlO-75 8 8 

KlO-76 8 8 

KlO-82 7 7 

KlO-83 7 7 

K10-85 5 5 

K10-93 1 

K10-94 4 4 8 

K10-95 18 18 

K10-96 14 14 

K11-60 5 5 

L10 12 1 13 

L10-13 3 3 

L10-14 3 3 

L10-15 1 1 

L10-16 15 15 

L10-24 2 2 

L10-26 8 8 

L10-29 1 1 

L10-36 3 3 

L10-55 3 3 

L10-67 13 13 

F7 28 28 
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第 5章 新聞2遺跡

第 1節旧石器時代

1 基本層序(第60図，図版19)

当遺跡は馬の背状の尾根筋に立地し，平坦地が少ないためか土層も不安定で，地点により様相が異な

る。代表的な土層については第 1章第 2節に示したとおりであるが，ここでは特に，旧石器が出土した地

点とその付近の士層について示した。

E層(黄褐色土層) ソフトローム層。 N層との境

界は不明瞭で，部分的にW層士が混入するよう

に見える部分もある。

N.-.....-V層(暗黄褐色土層) III層との境界は不明瞭

で，部分的に困層土が混入するように見える部

分もある。 N層と V層との分層も不能。以下，

ハードローム層。

VI層(暗黄褐色土層) A T (姶良丹沢火山灰)が

集中的に包含される層であるが，不明瞭で，下

82.0m 

81. Om 

層と混然としている。 80.0m

¥1[.-.....-医a層(暗黄褐色土層) 上面の色調がやや明る

めだが， VI層とはっきり分層できない。遺物を

出土したのはこの層の上面である。

医c層(暗褐色士層) 暗い色調。暗緑色スコリア・ 79.0m 

樫色スコリア・黒色スコリアを多く含む。

10層(暗褐色土層) 医c層よりやや明るい色調。暗

緑色スコリア・樺色スコリア・黒色スコリアを

含む。 78.0m 

11層(暗褐色土層) 医c層よりやや明るい色調。ス

コリアをほとんど含まない。

2 出土遺物(第61図，図版38)

E6-47 

西壁

E5-39 

東壁

第60図基本層序

E5-46拡張区

東壁

VlI~医a

医c

10 

11 

出土遺物は3点で，全て図示した。いずれもチャート製の剥片で， E 5 -46グリッド四~医a層上面から

近接して出土した。周辺を拡張して精査してみたが，ほかに遺物は出土しなかった。

1'-""'-3は同一母岩とみられるチャート製の剥片で， 1. 3は背面に自然面を残す。
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ζア 1( E5-46) 

交京Y

ζ三
WÞ-~~ 

3C E5-46) 

。 (4/5) 5cm 

ぐ~ 2C E 5-46) 

第61図 目石器時代石器

第19表 新開2遺跡 旧石器時代石器観察表

挿図 出土 遺物
種類 石 キオ

最大長 最大幅 最大厚 重量
備 考

番号 位置 番号 (mm) (阻) (mm) (g) 

第61図1 E5-46 0001 剥片 チャート 28.11 21. 56 11. 85 5.80 ローム士付着

第61図2 E5-46 0001 剥片 チャート 24.91 19.49 7.31 3.31 ローム土付着

第61図3 E5-46 0001 剥片 チャート 60.29 39.06 11. 30 23.30 ローム土付着

第20表新 開2遺跡 旧石器時代石器組成表

剥片 計

3 3 
E5-46 

32.41 32.41 

3 3 
計

32.41 32.41 

※上段個数(単位個) 下段重量(単位。 g)
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第2節縄文時 代

(1)土器(第62""'-'68図，図版39""'-'41)

新開 2遺跡から出土した縄文土器を，以下の第 1群から第6群に分類した。

第 1群土器撚糸文系土器

第2群土器 三戸式・田戸下層式に比定される沈線文系土器

第3群土器 田戸上層式~子母口式に比定される沈線文系土器~条痕文系土器

胎土に繊維を含まないか少し含むもので，器面に雑な擦痕や条痕が施されるか，または無文のもの

第4群土器条痕文系土器

胎土に繊維を含み，表裏に貝殻条痕文の施されるもの

第5群土器縄文時代前期の土器

第6群土器縄文時代中期以降の土器

第62図は第 1群土器である。いずれも胎土に砂粒と黄褐色粒子を多く含み，器面は磨滅している。色調

は， 1は褐色， 2は赤味を帯びた明褐色を呈す。

第63図は第2群土器である。 1""'-'4は並行沈線が施される。 5は浅く幅広の並行沈線が施される。 6は

1条の太沈線に向かうように， 3条の細く鋭い並行沈線が施される。 7. 8は数条で一組になるとみられ

る沈線が交差している。 9は2条の横位並行沈線で区画された内部を3列の刺突列で充填する。 10・11は

半載竹管端部の刺突列が施される。 12は沈線で山形を描く。

第64・65図は第3群土器である。 1""'-'13は，同一個体の可能性が高く，貝殻腹縁文が施されているとみ

られる。口縁部は緩い波状を呈する。胎土に砂粒・赤色粒子を多く含むが，繊維はほとんど含まない。 14

1(SI-004) 

2(SI-004) 。 (1/3) 10cm 

第62図第 1群土器

!口鑓欝翻富島

襲環蕗器翠熔翠程V弘
2(SI-001) 

r4g苔岨説w記「ニ， 

1(SI-001) 3(SI-001) 
5(SI-004) 6(SD-003) 

同
11 (SI-001) 

8(SI-002) 
10(SI-001) 

9(SD-005) 。 (1/3) 10c皿
12(H8) 

第63図 第2群土器
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州
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月空三笠ラタげI
療護Ffyyl
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42(C5) 
43( C4-98) 44( C4-98) 45( J 8) 

46(C5) 。 (1/3) lOcm 
48(SM-009) 

第65図第3群土器(2 ) 

。 (1/3) lOcm 

1( C5) 

第66図第4群土器

は無文で，波状口縁の頂部の破片である。 15は器面が磨滅しているが，半蔵竹管によるとみられる沈線状

の文様がある。 18は器面の凹凸が著しい。口唇部は面取りされ，外面側の縁に刻みが施されている可能性

もある。 19の口縁部は緩い波状になる可能性がある。 20・21は擦痕がみられる。口縁部は波状である。 21

は角状に面取りされた口唇部に半裁竹管端部などによるとみられる刻みが観察される。 22.23の口唇部に

は，半載竹管端部などによる刺突列が廻る。 24・27の口唇部は面取りされ，口縁部は緩い波状になるとみ

られる。 25・26も緩い波状口縁になるとみられる。 28"'37・39"'45は擦痕が施される。 38は内面に員殻条

痕文がみられる。 46の外面には貝殻条痕文，内面には擦痕が施される。 47・48も擦痕が施される。底部付

近の破片と考えられる。 49は平底の底部である。

第66図は第4群土器である。 1は表裏とも貝殻条痕文が施される。

第67図は第 5群土器である。 1"'5は胎土に繊維を多量に含み，縄文を地文とする。 6は，数条で一単

位となる結節浮線文によって，菱形など幾何学的な文様が描かれている。 7・8は同一個体とみられる。

集合沈線を地文とし， 2条の結節浮線文が垂下する。 2個ずつ対になった小さなボタン状貼付文が施され

る。 9はラッパ形に開く器形を呈すると考えられ，西御祈祷谷古墳群の土器(第26図5) と同一個体と考

えられる。僅かに隆起する隆線上に爪形文が施される。 10'"13は半載竹管による並行沈線が施される。

第68図は第 6群土器である。いずれも同一個体と考えられる。地文はほとんど無文のようであるが，大

粒の浅い縄文が認められる破片もある。後期堀之内式に比定される深鉢と考えられる。全て同じ地点から

まとまって出土したが，周辺を精査しでも住居などの遺構は確認できなかった。

-83 -



勢!?i)町)鶴町対py

イ
グ轟spI t' 

官邸をと υ 
可翠??JJ

11( C5-70) 

nH川

同
町
内

1( F6-22) 

第21表新開2遺跡縄文土器表

12( C5) 
第67図第5群土器

3( F6-22) 

5( F6-22) 

〆ぷ議離:0
9(D5) 10( C5) 

第68図第6群土器

。 (1/3) 10cm 

6( F6-22) 
(1/3) 10cm 。

遺構番号 l群 2群 3群 4群 5群 6群 不明 ぷE当3、雪ロt

6 6 
SI-OOl 

81. 8 81. 8 

2 2 
SI-002 

49.6 49.6 

2 2 l 5 
SI-004 

30. 2 37.8 14.6 82.6 

3 1 4 
SD-003 

70. 2 5.8 76.0 

l 2 3 
SD-006 

23. 2 10.8 34.0 
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遺構番号 1群 2群 3群 4群 5群 6群 不明 合計

1 2 
SD-007 

11. 8 5.0 16.8 

2 2 
SD-008 

19.6 19.6 

2 2 
SD-011 

21. 0 21. 0 

9 9 
SM-009 

121. 8 121. 8 

6 6 
C4-98 

50.0 50.0 

C5-70 
20 2 2 24 

253.0 21. 6 33.8 308.4 

1 1 2 
D5-10 

4.0 24.4 28.4 

E5-07 
5 5 

40.6 40.6 

l 
F6-11 

39.8 39.8 

11 11 
F6-22 

671. 0 671. 0 

l 1 
J9-43 

22.6 22.6 

2 16 4 22 
C4 

19.8 155.0 93.2 268.0 

C5 
58 1 9 68 

723.4 17.6 129.4 870.4 

2 3 l 6 
D4 

13.2 49.8 10.8 73.8 

1 1 
D5 

18.8 18. 8 

F5 
1 l 

6.0 6.0 

4 5 9 
H8 

48.4 63.0 111.4 

l 1 
J8 

9.0 9.0 

※上段個数(単位・個) 下段重量(単位:g) 
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(2)石器(第69図，図版38)

1"'5は石鍛である。 1は凝灰岩製である。 2は安山岩製で，左基部を欠損している。側縁の調整は，

正面・裏面とも，左側に集中的に施される。 3は黒曜石製である。 4は透明感のない黒曜石製である。右

基部を欠損する。先端部もわずかに欠損しているとみられる。 5はチャート製で，裏面はほぼ平坦である

が，正面は自然面を残し，断面形が丸みを帯びる。 6は模形石器で，右側縁に微細な剥離痕が観察され

る。 7はホルンフェルス製の剥片で，背面は自然面，腹面はほとんど節理面である。 8は安山岩製の剥片

で，背面に自然面を大きく残している。

~A~~ ~-A-~Â 
くこ:::> 1 (SI∞2) ζごフ 2(C5) 

く二> 3(C5) 

ID-~亀島
くこ> ~ 4(D4) 

匂グ

Cこ> 8(C5) 

仁一 ¥ 7(H8) 。 (4/5) 5c皿

第69図縄文時代石器

第22表新開2遺跡縄文時代石器観察表

挿図番号 出土位置
遺物

種 類 石 材
最大長 最大幅 最大厚 重量

備 考
番号 (mm) (mm) (mm) (g) 

第69図l SI-002 0024 石鍛 凝灰岩 23.65 18. 90 4. 71 1. 06 

第69図2 C5 0001 石鍛 安山岩 24.90 14. 10 4. 15 1. 00 

第69図3 C5 0001 石鍛 黒曜石 20.45 13.50 4.30 0.83 

第69図4 D4 0001 石嫉 黒曜石 21. 09 19.59 5.41 1. 41 

第69図5 表採 0001 石嫉 チャート 19.58 14.60 4.01 0.88 

第69図6 J8(lT) 0001 模形石器 黒曜石 23.30 13.35 8. 70 1. 96 

第69図7 H8 0002 剥片 ホノレンフェノレス 49. 15 47.48 11. 98 34.63 

第69図8 C5 0001 言明片 安山岩 28. 40 20.91 8.20 5.49 
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第23表新聞2遺跡縄文時代石器組成表

石鍛 模形石器 剥片 計

1 1 
SI-002 

1.06 1.06 

2 1 3 
C5 

l.83 5.49 7.32 

1 1 
D4 

1.41 1.41 

1 l 
H8 

34.63 34.63 

J8 (IT) 
1 

1.96 1.96 

表採
l 

0.88 0.88 

言十
5 1 2 8 

5.10 1.96 40.12 87.18 

※上段個数(単位個) 下段重量(単位 g)

第24表新 開2遺跡縄文時代磯組成表

砂岩 チャト 流紋岩 安山岩 泥岩 ホルンフェルス その他
計

B B D B D B B C D C D 

6 
SI-OOI 

3.7 5.2 87.8 49乱9 5町6

SI-002 
49.6 911. 2 960.8 
7 泊

51-004 
印1.2 217.5 208. 1 計l 87.2 日9 1255.0 

6 8 2 33 
SI-013 

216.5 285.2 92旦9326.1 86.4 1022.2 132.7 14.2 加13.2

2 4 2 2 13 
51-014 

9唱3126.1 261.4 22.7 117.5 24.7 33. 5 684.2 

間-003
179.1 219.7 155.9 日4.7

5[←叩5
93.8 11.4 

3 

9.6 114.8 

50-006 
24.4 24.4 

4 2 7 
SO-OOI 

260.7 128. 9 140.6 53日2

4 10 8 n 
S[ト叩B

311.1 215.6 508. 4 訂1.1 1405.2 

5[ト叩9
22.7 22.7 

4 
50-011 

401. 2 104.3 18.7 524.2 
3 

50-012 
18.3 13.2 1幻 7 155.2 

4 10 b 2 3C 
S¥I-009 

526.5 838.1 32乱8334.1 日3 15.5 幻7.5 日6 2450.1 
3 

04-25 
215.8 15.6 232.4 

F6-02 
14.2 14.2 

2 
J9-43 

24.8 218. 8 243.6 
4 2 24 

C4 
51.7 出 3 150.9 日8 7.81 324.8 17.8 31. 8 815.0 

7 12 2 23 
423. 9 114.5 241. 6 441.3 1221. 3 

制
106.1 3叩 6 495.7 

05 
4 b 

430.6 28. 5 4日l

日
3 3 16 

17.3 57i 84.3 12.3 153.1 7.2 341. 9 

国
3 6 

41. 2 562.2 65.9 回 l 719.4 

18 
2 

幻自 刀8 お 8 253. 4 

J8 
6.9 i.5 14.4 

表採
2 

208.8 43. 7 252.5 

計
23 51 。。 5品 10 11 14 m 。。 。l 。。 21 0 01 2 。。 。。 01 249 

1685.3 3382.8 0.01 0.0 出98.8 2785.5 4日5 i. 813268. 9 1312.5 0.01 0.0 日6 且0 幻自 0.01 0.0 7.21 0.0 0.01530.7 0.01 0.0 0.01 0.0 134.9 日9 0.0117百52

※Aは焼hX完形機，日は焼成破損磯. cは自然磯(無焼成完形磯)， Dは破損磯(無焼成破損磯)
上段個数(単位倒) 下段重量(単位 g) 
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第 3節弥生~古墳時代

新聞 2遺跡で検出された弥生~古墳時代に比定される遺構は，竪穴住居跡5軒である。出土遺物はなる

べく出土遺構とともに掲載したが，明らかに混入品とみられるものは遺構外出土遺物(第5節，第80図)

として掲載した。

1 竪穴住居跡

SI・001(第70図，図版19・42・43・44)

G7-14・23""'25・33""'35・44グリッドに位置する。南コーナ一部は撹乱のためやや不明確ではあるが，

プランはほぼ隅丸方形を呈する。北東壁の上部をSD-001に切られる。規模は北西一南東軸が4.3m，北

東一南西軸が4.7mで、ある。主軸方位はN-47"-wである。床面はほぼ平坦であるが，顕著な硬化面は認め

られなかった。壁溝は，深さ最大約 6cmほどで，全周する。床面からピットがいくつか検出されたが，

東コーナ一部のもの以外は，いずれもしっかりした掘形ではなく，機能は明らかでない。東コーナ一部で

検出されたものは貯蔵穴とみられ，中から胴部以下がほぼ完形の壷(第70図3)が正位で出土した。炉は

ほぼ中央ライン上に位置し，平面形は長径70cm，短径33cmの長楕円形を呈し，深さは約 7cmで、ある。火

床はよく焼けて赤化していた。

図示した遺物は 5点である。 3はピット中からの出土，そのほかは床面近くの覆土中からの出土であ

る。 1・2は土師器高杯の杯部で，いずれもナデ調整によって仕上げられ，内外面とも赤彩が施される。

2は器面が磨耗している。 3は査で，胴部以下が完全に遺存している。器面が磨滅しているが，外面は赤

彩が施されているとみられる。内面は最大径以下で特に磨滅・剥落が著しい。底部は丸みを帯び，やや不

安定である。 4は小型饗で，同一個体とみられる上半部と下半部を図上で復元したものである。口縁部は

全周するが，上害防込らみると正円形ではなく楕円形状を呈する。体部最大径付近はかなり器厚が薄くなる

ようである。 5は滑石製の勾玉である。最大長16.8mm，最大幅10.8mm，最大厚4.0mm，重さ0.88gで，両面

穿孔とみられ，孔径は1.6mmで、ある。

SI・002(第71図，図版20・42)

G6-49・59・69. G7-40・41・50""'52・60・61・70・71グリッドに位置する。南向きの斜面に立地し，

検出時には大きな住居が小さな住居を内包するように切り合う 2軒の住居と思われたが，結果的には谷状

の落込み部に営まれた 1軒の住居であることが判明した。プランはあまり明確には捉えられなかったが，

北西辺から北コーナ一部，北東辺にかけての壁が本来の形状をほぼとどめていると考えられ，隅丸方形を

呈すると考えられる。規模は推定で北西一南東軸が4.1mで、ある。北東一南西軸は，南西部が調査区外に

あり，計測不能である。主軸方位はN_550 -wである。床面はほぼ平坦であるが，顕著な硬化面は認めら

れなかった。床面からはピットがいくつか検出されたが，いずれもしっかりした掘形ではなく，主柱穴と

考えられるものはない。中央にあるのは，床面で検出した土坑で，深さは約lOcmである。住居とは関係

のない土坑と考えられる。炉はほぼ中央ライン上に位置し，平面形は長径56cm，短径48cmの楕円形を呈

し，深さは約 7cmである。火床はあまり焼けていなかった。

図示した遺物は8点である。 4""'6・8は床面近くから，その他は覆土中からの出土である。 1・2は
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A 80.2m A' 

⑧ 弓~ 1=Zy:SiJ1三
B 80.2m B' 

A' 一一L(品。三
B' 

C 80.2m 

三丞i

S 1-001 
1 黒色土 ロームプロック (2mm-8mm大)を含む.焼土プロック (3mm大)を少量含む.

しまりあり。
2 暗褐色土 ロームプロック (2mm，...._5mm大)を含む。
3 褐色土 ローム粒 ・ロームプロック (2mm----5mm大)を多く含む。
4 明褐色土 ローム粒'ロームプロック (5mm-15醐大)を多く含む。
5 褐色土 ローム粒を含む。黒色土粒を少量含む。
6 黄褐色土 黒色土粒を少量含む。
7 暗黄褐色土暗褐色土を含む。
B 暗黄褐色土 ローム粒・暗褐色土を含む.
9 暗褐色土 ローム粒を少量含む。

。

¥ 

¥¥¥¥  

r 

0(5 : 1/1) 2cm 

第70図 SI-OOlと出土遺物

/ 

/ 

C' 

一一一E
(1/80) 4m 

六¥lJJ

。 (1 ~4 : 1/3) 10cm 

土師器高杯である。 1の脚部内面は，絞り目を消すようにへラケズリが横方向に施され，裾部内面はヨコ

ナデとなっているが，その境界の屈曲部には帯状に布目痕が観察される。 2は器面が磨耗している。3は

口縁部がほぼ全周する土師器聾である。内面頚部付近に輪積み痕が観察される。4'"'--"7は底部で， 5の内

面にはミガキが施される。 6は輪積み部で破損している。 7は胎土が粗く，器面が磨滅しているが，外面

に赤彩が施されている。 8は器面が磨耗してはっきりしないものの，外面に赤彩が施されているとみられ

る。復元胴部最大径は36.0cmを測る。
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D
 

A' C 78.4m C' 

ーー『ーーー.

D' 

-LB' 
o 78.8m 0' 

4 6手三Z
A 78.4m 584  A' 

S 1 -002 
1 暗褐色上 ローム粒 ・ロームプロック (5mm)c) ・黒色上を含む.
2 黒褐色上 黒色上を多量に含む.ローム粒 ，ロームプロック (3凹.......Smm大)を

少量t含む.黒味の強い色調.
3 暗筒色上 ローム粒 ロームプロック (5mm-15mm大)を多量に含む.
4 I品褐色上 m色上を含む ローム粒・ロームプロック (3凹大)を少量含むe

5 黒褐色上 ローム純を少量含む.
6 黄褐色七 ローム粒 ・ロームプロック (5m.-IO.m大)を多量に含む.
7 暗褐色上限色上 ローム粒 ロームプロック (2mm........3mlll大)を含む.
8 黒褐色上 ローム粒を多量に含む.

。 (1/80) 4m 

2 3 

4 5 

\_-~ 

7 

B 

WJMrJl 

。 (1/3) 10cm 

第71図 SI-002と出土遺物
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81・004(第72図，図版20・42・43)

G7-98・H7・07""09・17""19・28・29グリッドに位置する。南向きの斜面に立地し，検出面からの深さ

は最大で1.1mを測る。プランはほぼ隅丸方形を呈する。規模は北西一南東軸が4.9m，北東一南西軸が4.1

mである。主軸方位はN_440 -wである。床面はほぼ平坦であるが，顕著な硬化面は認められなかった。

壁溝は，北東壁と南東壁で検出され，北東壁のものは深さ最大 3cmほど，南東壁のものは深さ最大14cm

ほどである。床面からは柱穴とみられるピットと，入口ピットとみられるピットが検出された。柱穴とみ

られるものは各コーナ一部付近の4か所で，いずれも深さ67cm""89cmを測るしっかりした掘形で，主柱

穴とみられる。ほかに南コーナ一部の主柱穴に隣接してピットが検出されたが，これは深さ25cm程度の

ものであり，補助柱穴などと考えることができる。炉はほぼ中央ライン上に位置し，平面形は長径75cm，

短径47cmの楕円形を呈し，深さは14cmである。火床は焼けて赤化していた。

図示した遺物は4点である。 1""3は東コーナ一部の床面からまとまって出土し， 4は覆土中から出土

したものである。 1は胎土に赤色粒子と黄白色粒子を多量に含むのが特徴的である。外面に輪積み痕が段

状に残され，そこに押捺列を廻らせている。施文具は，中に粒状または櫛歯状の文様が観察されるため，

半載竹管などではないと考えられるが，不明である。内外面ともミガキで調整され，赤彩が施される。 2

は小型の査とみられ，胎土に黄白色粒子を多量に含むのが特徴的である。底部は丸みを帯び，やや不安定

である。器面は磨耗しており，特に内面は磨滅が著しい。外面は赤彩されていた可能性もある。 3は輪積

み痕を残す費で，口唇部には，正面からの押捺列がめぐる。棒状工具の側面などを押捺していると考えら

れる。器面は磨耗しているが，外面はナデ調整，内面はミガキ調整とみられる。 4は胎土に赤色粒子と黄

白色粒子を多量に含むのが特徴的である。器面の磨滅・磨耗が著しい。

81-013・014(第73・74図，図版20・42・43・44)

L9-27 ""29・37""39・46""49・56""59・67""69・78・79• L10-20・30・31・40・41・50・51・60・61・

70グリッドに位置する。 1軒の住居である可能性もあるが，覆土の観察と遺物の状況等から 2軒の住居が

入れ子状に切り合っているものと考えた。そして，内側の新しい方の住居をSI-013，外側の古い方の住居

をSI-014とした。 SI-013のプランは方形とみられ，規模は北西一南東軸が約5.6m，北東一南西軸が5.2mで、

ある。 S1-014のプランは，小判形ないし隅丸方形状を呈し，規模は北西一南東軸が10.2m，北東一南西軸

が9.2mで、ある。主軸方位はN・650 -wである。床面はどちらもほぼ平坦であるが， S1-014より S1-013の方

が15cmほどレベルが低い。顕著な硬化面はどちらにも認められなかった。壁溝は， S1-014の北東壁から東

コーナ一部，南東壁にかけて検出され，深さは最大 7cmほどである。床面からはピットが検出されたが，

南コーナ一部のものが深さ66cmを測り，柱穴とみられる以外は，いずれも深さ1Ocm "" 20cm程度のものば

かりで，積極的に柱穴と考えられるものはない。炉はS1-014のほぼ中央ライン上に位置し，平面形は径約

110cmの円形を呈し，深さは 7cmで、ある。火床はあまり焼けておらず，炉の覆土からガラス玉(第74図

20)が1点出土した。

図示した遺物は20点である。遺物の取上げはS1-013とS1-014で分けて行った。 S1-013の覆土中から出土

したのは 1・2・5・10・15で， 20はS1-014の炉覆土中，そのほかは全てS1-014の覆土中から出土した。

1 ""12・14は査と考えられる。 1は折返しの口縁部で，外面には羽状縄文が，内面にも縄文が施される。

2も折返しの口縁部で，折返し端部にへラ状工具による刻み列が施される。内外面とも赤彩が施される。
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第74図 SI-013・014出土遺物

3は外面に縄文が施され，平坦な口唇部にはS字状結節文が施されているとみられる。4は折返し部に羽

状縄文が施され，外面無文部に赤彩が施される。内面も赤彩の可能性があるが，器面が磨耗してはっきり

しない。胎土に雲母粒が目立つ。5は破片下端部にS字状結節文が施される。施文部以外は赤彩されてい

る。内面にも赤彩がみられるが，下端部には施されていないようである。6は大きく口の開く器形の壷と

考えられる。器面の磨滅 ・磨耗が著しく，調整等の観察はかなり困難だが，内面上部には縄文と円形浮文

が，下部にはS字状結節文が施されているとみられる。外面は無文とみられる。内外面とも赤彩の可能性

がある。7は頚部破片で，器面の磨滅が著しいが，屈曲部上部にはS字状結節文が，下部には網目状撚糸

文が施されているとみられる。8はS字状結節文が施される。器面が磨耗して明らかではないが，赤彩の

可能性がある。9は破片中央部にS字状結節文が，下部に縄文が施される。器面が磨耗しているが，赤彩

されている可能性が高い。10は沈線区画内に斜格子文を施し，無文部は赤彩される。11は鋭い沈線が施さ

れる。12は非常に節の細かい縄文が施文されている。13は鉢で，外面には羽状縄文が施される。内面は赤

彩される。14は破片上端部と下端部に S字状結節文が施される。15は輪積み痕部に刺突列の廻る聾であ

る。16は内外面とも器面の磨耗 ・剥落が著しいが，赤彩が施されている。17は内面，特に底部の磨滅 ・剥

落が著しい。18の底部は上げ底気味で木葉痕がみられる。内面は煤けて黒色を呈する。19は土師器の小型

墾と考えられる。胎土に赤色粒子を多量に含むのが特徴的である。外面に赤彩が施されている可能性もあ

る。20はガラス玉で，径7.5凹， 最大厚5.7mm，重さ0.34gである。 色調はコバルトブノレーを呈する。
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第4節奈良・平安時代以降

新開 2遺跡で検出された奈良・平安時代以降に比定される遺構は，塚 1基と溝状遺構11条である。

1 塚

8M-009 (第75・76図，図版21"'-'23・42・44)

J9-98・99・K9-08・09・18・19・28・29・]10-90・91. K10守 00・01・10・11・20・21グリッドに位置す

る。東側は削平されているとみられる。調査前は，周辺よりはやや高まっていたものの，西御祈祷谷古墳

群の塚のように盛士があるようには見えなかった。しかし，御神木とみられる太い木があり，その根本に

明治紀年名の石桐(図版21) があったため塚と考え， SM-009の遺構番号を付して，古墳転用の可能性も

考慮しながら調査を行った。その結果，塚は近世以降，低い盛土を伴って造られたもので，古墳の転用の

可能性はないことが明らかになった。盛土の高さは20cmほどであった。盛土除去後，盛土の下に溝状遺

構と焼土の堆積が検出された。焼士の堆積は塚に伴う可能性もあるが，溝状遺構はSD-016とつながる道

である可能性が高い。

また，この塚に南接して，人骨が 1体出土した。掘込みははっきりしなかったが，塚の盛土下で検出さ

れた溝状遺構に一部切られていた。古寛永 1枚を伴っており明らかに近世以降の人骨と考えられるため，

発掘調査は行わず，古寛永のみ取り上げ，掲載した(第80図8)。

図示した遺物は5点である。いずれも盛土中，あるいは裾部から出土したものである。 1は恵比寿様を

象ったとみられる土製品である。中空である。型押しによって腹側と背側をそれぞれ別に作り，貼り合わ

せた後，下部を別の粘土で閉じているようである。 2は石桐の扉の破片と考えられる。折損しているが，

宝珠形の透窓があるとみられる。正面は丁寧な造りであるが，裏面は粗雑なままである。 3はメノウ製の

火打石と考えられる。稜線に磨耗がみられる。最大長20.5醐，最大幅22.2mm，最大厚15.5mm，重さ7.56gで

ある。 4は寛永通宝で，古寛永である。 5は竜半銭銅貨である。

2 溝状遺構

8D・003(第30・77図，図版23・44)

南向きの緩斜面を，北西一南東方向に， SD-004・SD-005と並行するように直線的に伸びる溝状遺構で

ある。いったん削平により途切れるが，検出された長さは復元値で約58m，幅は約0.9m"'-'2.1m，深さは

20cm"'-'30cmで，断面形は緩いU字形である。覆土は黒褐色土や暗褐色士を主体とする。底面のみでなく，

間層に複数の硬化面がみられ，遺物や遺構の状況などから，平安時代~中世頃機能していた道と考えられ

る。

図示した遺物は2点である。 1はロクロ土師器の口縁部から体部上半の破片である。 2は灰紬陶器瓶類

の頚部片である。外面黄縁色，内面灰白色の粕が見られる。

8D-004 (第30図，図版23)

南向きの緩斜面を，北西一南東方向に， SD-003. SD-005と並行するように直線的に伸びる溝状遺構で

ある。検出された長さは全体で約11m，幅は約0.6m"'-'0.8m，深さは15cm"'-'20cmで，断面形は緩いU字形
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4 暗黄褐色土 ローム粒 ロームプロック (5.0大)を含む。ややしまりなし。 10 暗褐色土 焼土粒・焼土プロック (5凹大)を多量に含む。
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第76図 SM-009出土遺物

である。覆土は黒褐色土や暗褐色土を主体とする。底面が硬化しており，遺構の状況などから，平安時

代~中世頃機能していた道と考えられる。遺物は出土していない。

80・005(第30図，図版24)

南向きの緩斜面を，北西一南東方向に， SD-003・SD-004と並行するように直線的に伸びる溝状遺構で

ある。検出された長さは全体で約18m，幅は約1.6m"'-'2.3m，深さは40cm"'-'55cmで，断面形は緩いU字形

である。覆土は暗褐色土を主体とする。底面のみでなく，間層に複数の硬化面がみられ，遺物や遺構の状

況などから，平安時代~中世頃に機能していた道と考えられる。

80-006 (第30図，図版24)

調査区の北端で，互いに直交するSD-001とSD-002を斜めにつなぐように位置する溝状遺構であるが，

両者との新旧関係は明らかでない。検出された長さは全体で約4m，幅は約0.4m"'-'0.8m，深さは約10cm

で，断面形は緩いU字形である。覆土は暗褐色土を主体とするが，一部平面形が膨らむ部分に炭化物の堆

積がみられた。硬化面もみられず，遺物も出土していない。

80-007 (第30・31図，図版24)

尾根筋を走るSD-008と並行して直線的に伸びる溝状遺構である。検出された長さは全体で、約25m，幅

は約0.8m"'-'1.1m，深さは約15cmで，断面形は緩いU字形である。覆土は 5mm"'-'10皿大のロームブロック

を含む暗褐色土であった。検出面に近いレベルに硬化面があり，方向からSD-003とつながる道である可

能性もあるが，遺構底面が硬化していないなど， SD-003とは異なる状況もみられる。遺物は土師器が僅

かに出土したが，遺構の状況から中世以降の道とするのが妥当と考えられる。

80-008 (第30・31・79図，図版25・44)

尾根筋を走るSD-001に続くように伸びる溝状遺構であるが，途中からY字状に分かれている。調査時

は，重複する部分の土層の観察により，新しくてSD-001に続くと思われる方を fSD-008上J，古くて南側

緩斜面に向かう方を fSD-008J と呼び分けたが，ここではまとめて報告することとした。もともとは南
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向き緩斜面を下っていくような溝状遺構であったのが，やや軸を変えて尾根筋をSD-001につながるよう

な溝状遺構になったと考えられる。検出された長さは，直線的に伸びる fSD-008上」で最大約60m，分

岐した fSD-008Jの部分のみは約20mで、ある。幅は約1.0m'"'-'2.2m，深さは10cm'"'-'55cmで，断面形は緩

いU字形を呈する。 SD-009と交差するが，土層断面の観察により， SD-009より新しいと判断される。覆

土は暗褐色土・黒褐色土を主体とし，遺構底面のみでなく間層に複数の硬化面がみられた。道として機能

していたものと考えられる。遺物は多くはないが，近世陶磁器が主体的である。

図示した遺物は 2点である。いずれも凝灰岩製の砥石で， 1は最大長37.2mm，最大幅37.5mm，最大厚

23.2mm，重さ41.85gである。折れていると考えられるが，この状態のままで二次焼成を受けているとみら

れ，折れ面も含め全面的に黒く煤けている。 2は最大長40.8凹，最大幅40.5mm，最大厚30.5mm，重さ66.33

gである。 1ほどではないが，やや煤けている。

SD・009(第31図)

南向きの緩斜面に沿って，北西一南東方向に伸びる溝状遺構である。検出された長さは約21m，幅は約

O.75m，深さは15cm'"'-'25cmで，断面形は緩いU字形である。覆土は暗褐色士を主体とするが，上層に宝

永火山灰の薄い堆積層がみられた。土層断面の観察から，重複するSD-008よりは古く， SD-010よりは新

しいと判断される。底面のみでなく問層に複数の硬化面がみられ，道として機能していたと考えられる。

遺物は近世陶磁器が少量出土した。

SD・010(第31図，図版25)

南向きの緩斜面に，北西一南東方向に伸びる溝状遺構である。検出された長さは約 9m，I幅は約1.0m，

深さは約13cmで，断面形は緩いU字形である。検出面の状況から，重複するSD-009より古いと判断され

る。底面が硬化しており，道として機能していたと考えられる。遺物は出土していない。

¥て十イ川2

。 (1/3) lOcm 

第77図 SD-003出土遺物

白日ロ目白
己 1 己 2

。

第79図 SD-008出土遺物
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80-011 (第31図)

尾根筋に向かつて緩斜面に直交するように，ややカーブを描きながら北東一南西方向に伸びる溝状遺構

である。南端と北端はそれぞ、れ調査区外の現道につながっていくようである。検出された長さは約40m，

幅は約1.4m"-'2.6m，深さは約20cmで，断面形は緩いU字形である。覆土はローム粒 (5mm大)やローム

ブロック(5cm大)を含む暗褐色土を主体とし，底面が硬化していた。道として機能していたと考えら

れる。遺物は土師器が少量出土したが，遺構の状況から中世以降の所産と考えられる。

80-012 (第30・78図，図版25・42)

南向きの緩斜面を，北西一南東方向に直線的に伸びる溝状遺構である。南側は途切れるが，北側は調査

区外へ続く 。検出された長さは約24m，幅は約0.8m"-'2.7m，深さは約45cmで，断面形は緩いU字形であ

る。覆土は黒褐色土や暗褐色土を主体とする。底面が硬化しており，遺物や遺構の状況などから，平安時

代~中世頃に機能していた道と考えられる。

図示した遺物は 1点である。 1はロクロ土師器杯である。遺構の底面近くから出土した。体部外面下半

及び底部外面には回転へラケズリが施される。 9世紀中葉を中心とする年代が考えられる。

80-013 (第30図)

南向きの緩斜面を，北西一南東方向に直線的に伸びる溝状遺構である。底面と斜面上側の立ち上がりが

わずかに検出されたのみである。南北両端は途切れ， SD-003やSD-007などに続く可能性もあるが，明ら

かではない。検出された長さは約10m，深さは約 5cmである。底面が硬化しており，遺構の状況などか

ら，中世以降に機能していた道と考えられる。遺物は出土していない。

第5節遺構外出土遺物 (第80図，図版42・44)

ここでは基本的に新開 2遺跡の遺構外から出土した遺物を図示する。ただし，遺構覆土から出土してい

ても，その遺構に伴わないと判断されるものも含む。

と民 ん J

忠治之も / 7 
市計ミ将司んJ
'-~"-"--.~、 1 1 ， 

機、、
1(G7) 

4(SM-009) 
2(表採)

_-C 7-
5(SI-013) 

7(SI-OOl) 8(K9) 9( J 8) 

d 6(SI-OOl) 
。 (l ~6 : 113) lOcm 。 (7~9 : 2/3) 5cm 

第80図 新 聞 2遺跡遺構外出土遺物
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1はS字状結節文が施される。赤彩の可能性もあるが，器面が磨滅しており，はっきりしない。 3・4

は須恵器墾の破片と考えられる。 5は瓦片である。凹面，凸面ともにヘラケズリにより，布目，タタキ目は

全く認められない。凹面右半はベンガラ朱のようなものの付着が認められるが， 1次使用によるものか， 2 

次使用によるものかは不明である。前部破面右半に煤の付着が認められ，関連も考えられよう。 6は凝灰岩

製の砥石である。最大長63.5mm，最大幅34.8mm，最大厚32.0皿，重さ67.63gである。 7"-'9は寛永通宝で，

いずれも古寛永である。

第25表新 開2遺跡掲載土器観察表

遺構番号 挿図番号 時代 種別 器種 遺存度
法量(cm)

口径 底径 頚径 胴径 器高
技法 色調 胎士 焼成

SI.001 第70図1 古墳 土師器 両杯
杯部の 50%

(169) (6.1) 
ナデ 赤褐色(赤彩) 乳白色微細粒・

遺存
。

ナデ 赤褐色(赤彩) 赤色粒子多量

SI-001 第70図2 古墳 土師器 『罰杯
杯部の 30%

(3.7) 
ナデ 明褐色 砂粒・赤色粒

遺存 ナデ 明褐色 子
ム

SI-001 第70図3 古墳 土師器 壷 胴部~底部
6.8 (24.4) 

へフケズリ後ナデ 明褐色~黒色 砂粒・赤色粒
26.7 

のみ遺存 ヘフナデ 明褐色 子多量
。

SI-001 第70図4 古墳 土師器 小型費
全体の 70%

6.6 4.2 (7.6) (8.0) 
日韓部構ナデ・体部ヘラケt~ 接ナデ 暗褐色~黒褐色

5.3 
遺存 口縁部横ナデ・体部ナデ 暗褐色~黒褐色

砂粒 。
SI-002 第71図1 古墳 土師器 高杯

全体の60%
18.0 (136) 3.3 

ナデ 赤褐色(赤彩) 砂粒・赤色粒
12.9 

遣存 脚部ヘラケ1リ・裾部横ナデ 赤褐色(杯部赤彩) 子
。

SI-002 第71図2 古墳 土師器 高杯
脚部の60%

(12.9) (6.0) 
ナデ 赤褐色(赤彩) 綾密・砂粒少

遺存 ム
脚部ヘラケズリ・裾部横ナデ 淡褐色 量

SI-002 第71図3 古績 土師器 費
口縁部~頭部

18.7 15.3 (7.0) 
口縁部績ナデ・頭部ナデ 褐色~黒褐色

の90%遺存 口縁部横ナデ・頭部ナデ 明褐色
砂粒少量 。

SI-002 第71図4 古墳 士師器 聾
底部のみ全

4.2 (4.5) 
ヘフケズリ後ナデ 暗褐色

部遺存
砂粒 。

ナデ(器面磨滅) 淡暗褐色

SI-002 第71図5 古墳 土師器 費
底部のみ全

8.4 (4.5) 
ナデ 淡暗褐色 砂粒・乳白色微

部遺存
。

ミガキ 淡暗褐色 細粒・赤色粒子

SI-002 第71図6 古墳 土師器 費
底部のみ全

7.4 (3.0) 
ナデ 暗赤燈色

部遺存
砂粒 。

ナデ 淡褐色

SI-002 第71図7 古墳 土師器 壷
底部の40%

(7.6) (2.5) 
ミガキ(器面磨滅) 胴部事掲色(事事)・底部黒褐色 赤色粒子多

遺存 ナデ?(器面磨滅) 黒褐色 量・砂粒
t::，. 

SI-002 第71図8 古墳 土師器 壷
頚部~胴部上

(360) (16.2) 
ミガキ 淡褐色 白色針状物質・

半の30%遺存
。

ナデ 淡褐色 赤色粒子少量

SI-004 第72図1 古墳 土師器 両杯?
口縁部の

(209) (6.7) 
ミガキ・輪積み植部に押捺列 赤褐色(赤彩) 赤色粒子・黄

50%遺存
t::，. 

ミガキ 赤褐色~黒色(赤彩) 白色粒子多量

SI-004 第72図2 古墳 土師器 査
胴部下半の

7.4 13.3 (10.0) 
ヘラケズリ後ミガキ 淡明褐色 黄白色粒子多

み全部遺存
。

ミガキ(器面磨滅) 淡明褐色 量

SI-004 第72図3 古墳 土師器 蛮
口縁部の

(135) 
ナデ・口層部押擁列・輪積み寵 暗褐色 赤色粒子多量・白

20%遺存 ミガキ 明褐色 色針状物質少量
ム

SI-004 第72図4 古墳 土師器 蜜
底部の 40%

(9.4) (2.7) 
ヘァケズリ後ナデ 赤燈色 赤色粒子・黄

遺存 ナデ 黒色 白色粒子多量
ム

SI-013 第74図1 弥生 弥生土器 壷 口縁部破片 (1.8) 
折返し口縁部縄文 淡褐色 赤色粒子・砂

縄文 淡褐色 粒
。

SI-013 第74図2 弥生 弥生土器 壷 口縁部破片 (2.2) 
折返し口縁部刻み列 赤褐色(赤彩) 赤色粒子・砂

ミガキ 赤褐色(赤彩) 粒
。

SI-014 第74図3 弥生 弥生土器 軍ヨ陸 口縁部破片 (1.5) 
日書僻哨結節x.慨し日韓醐I 淡褐色

砂粒多量
不明(器面剥落) 淡褐色

。
SI-014 第74図4 弥生 弥生土器 壷 口縁部破片 (5.4) 

ナデ・折返し口縁部縄文 明褐色・ 部赤禍色(赤彰) 砂粒・雲母多 。
ナデ 明褐色 量

SI-013 第74図5 弥生 弥生土器 査 口縁部破片 (5.1) 
ミガキ・ 5字状結節文 明褐色~暗赤褐色(赤彩) 黄白色粒子多

ミガキ?(器面磨耗) 明褐色~暗赤褐色(赤彩) 量
。

SI-014 第74図6 弥生 弥生土器 壷 口縁部破片
ナデ 淡褐色

円形付文縄文.s字状結骨文 明褐色
砂粒多量 。

SI-014 第74図7 弥生 弥生土器 壷 口縁部破片 (2.5) 
網目状撚糸文?(器面剥落) 淡褐色

砂粒多量 。
十デ?(器面磨滅) 淡褐色

SI-014 第74図8 弥生 弥生土器 壷 口縁部破片 (2.4) 
S字状結節文・縄文 淡褐色

砂粒 。
ナデ 淡褐色

SI-014 第74図9 弥生 弥生土器 査 口縁部破片 (1.9) 
ミガキ・S宇状結節文・縄文 淡褐色

砂粒多量 。
ナデ?(器面磨耗) 淡褐色

SI-013 第74図10 弥生 弥生土器 牽 日縁部破片 (2.3) 
沈線文?網目状撚*文ワ 明褐色 黄白色粒子多 。
不明(器面剥落) 黒褐色 量・砂粒

SI-014 第74図11 弥生 弥生土器 査 口縁部破片 (1.8) 
沈線文 明褐色

砂粒
不明(緯面剥落) 明褐色

。
SI-014 第74図12 弥生 弥生土器 壷 口縁部破片 (1.8) 

縄文 淡暗褐色 砂粒・黄白色

へフナデ 淡褐色 粒子
。

SI-014 第74図13 弥生 弥生土器 鉢 口縁部破片 (2.4) 
縄文 淡褐色 砂粒・黄白色 。
ヘラナデ 淡褐色(赤彩) 粒子

SI-014 第74図14 弥生 弥生土器 査 口縁部破片 (3.7) 
ミガキ・ 5字状結節文 暗褐色・ 部赤褐色(赤彩) 砂粒・黄白色 。
へ7ナデ 淡褐色 粒子

SI-013 第74図15 弥生 弥生土器 翌 口縁部破片 (2.1) 
ナデ・輪積み疲部に押捺列 淡褐色

赤色粒子多量 。
へ7ナデ 淡褐色

SI-014 第74図16 古墳 土師器 高杯
口縁部の

(16.0) (4.2) 
ナデ?(器面磨耗) 赤褐色~明褐色(赤彩) 黄白色粒子・

15%遺存 ナデワ(器面磨耗) 赤褐色~明褐色(赤彩) 砂粒少量 。
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遺構番号 挿図番号 時代 種別 器種 遺存度
口径 底径

法量(cm)

頚径 月同径 器両
技法 色調 胎土 院戚

SI-014 第74図17 古墳 土師器 鉢
全体の 60% (124) 6.0 (77) (122) 

口縁部横ナデ・体部ナデ 赤褐色(赤彩)・体部明褐色 赤色粒子・砂

遺存
9.9 

日韓部構ナデ体部ナデワ(器面磨舗) 口縁部赤褐色(赤彩) 粒
。

SI-014 第74図18 古墳 土師器 費
底部のみ全

7.2 (79) 
ナデ・木葉痕 明掲色~黒褐色( 部楳付着)

部遺存 ヘフナデ 黒褐色(煤付着)
砂粒 。

SI-014 第74図19 古墳 土師器 小塑聾
底部のみ全

4.6 (64) (3.6) ナデ 暗褐色~赤褐色

部遺存 へフナヂ 暗褐色~赤褐色
赤色粒子多量 。

SD-003 第77図1 古代 土師器 杯
口縁部の

(13.0) (2.7) 
ロクロ調整 明褐色 乳白色微細粒・

15%遺存 ロクロ調整 明褐色 赤色粒子少量
。

SD-003 第77図2 古代 灰紬陶器 長頚瓶 頚部破片 (38) 
ロクロ調整・紬 暗緑色

綴密
ロクロ調整・紬 明灰色

。

SD-002 第78図I 平安 土師器 杯 ほぼ完形 13.5 7.6 4.6 
ロクロ調整・回転ヘラケズリ 明褐色 砂粒・乳白色

ロクロ調整 明褐色 微細粒
ム

G7 第80図1 弥生 弥生土器 宜tE 頚部破片 (27) 
S字状結節文 明褐色

砂粒多量
十デ 明褐色

。

表採 第80図2 古墳 士師器 両杯
脚部のみ遺 (80) 

ナデ 赤褐色(赤彩)

存 へフケスリ 明褐色
乳白色粒子 。

SM-009 第80図3 古墳ワ 須恵器 護 胴部破片 (26) 
平行叩き 黒灰色

砂粒少量
ダタキ 灰褐色

。

SM-009 第80図4 古墳つ 須恵器 費 胴部破片 (4.5) 平行叩き 黒灰色(自然紬)
砂粒少量 。

タタキ 灰褐色

一 ※技法・色調上段外面下段内面

焼成。良好 O 普通ムやや不良

第26表新開2遺跡掲載銭貨一覧表

挿図番号 遺構番号 銭種 書体
外縁外径(mm)外縁内径(mm) 内郭外径(mm) 内郭内径(mm)

外(mr縁n厚) 内(mr面n厚) 量目 (g)
縦横 縦横 縦横 縦横

第76図1 SM-009 寛永通宝 真書 23.4 23.4 19.5 19.5 8.0 8.0 7.0 6.5 1.5 1.2 3.4 

第76図2 SM-009 竜半銭銅貨 22.1 22.2 1.0 1.0 3.3 

第80図7 SI-001 寛永通宝 真書 22.9 23.8 19.0 18.0 8.0 7.0 6.5 6.5 1.1 0.8 2.3 

第80図8 K9(SK-003) 寛永通宝 真書 24.1 24.2 20.5 20.5 8.0 7.5 7.0 6.5 1.1 0.7 1.7 

第80図9 J8(1T) 寛永通宝 真書 23.0 22.9 19.5 19.5 7.5 8.0 6.5 7.0 1.0 0.7 2.1 

第27表新開2遺跡非掲載遺物重量表(単位:g)

遺構番号 弥生土器
土師器壷 土師器杯

須恵器 灰紬陶器
中世 近世

土製品類 瓦 石 iロh、きロt 
-号室・鉢類 -高杯類 陶磁器 陶磁器

SI-001 191 48 6 245 

SI-002 2，179 426 2，605 

SI-004 1，026 370 1，396 

SI-013 1 l 

SD-003 64 l 65 

SD-005 8 147 155 

SD-007 3 2 1 6 

SD-008 2 35 289 326 

SD-009 78 78 

SD-Oll 36 1 37 

SM-009 15 5 20 

C4 l 1 

G7 22 19 41 

H8 15 15 

I8 86 86 

J8 15 8 23 
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第 6章まとめ

西御祈祷谷古墳群・新開 1遺跡・新開 2遺跡は，便宜上境界線が引かれ，報告も遺跡毎に章立てて行っ

たが，実際は同じ尾根筋上に立地する一つの遺跡とみることが可能である。そのため，発掘調査は遺構番

号も通し番号にして調査を行った。ここでは，改めて境界線を取り払い，時代別に遺跡を概観してまとめ

としたい。

第 1節 縄 文時代

新開 1遺跡のK10・L10グリッドを中心とする平坦地において，縄文時代早期を中心とする遺物包含層

と炉穴などの土坑が検出され，連続する西御祈祷谷古墳群や新聞 2遺跡においても，新開 1遺跡と同様の

土器や礁が出土した。

縄文土器については，本文では基本的に以下のように分類を行った。

第 1群土器撚糸文系土器

第2群土器 三戸式・田戸下層式に比定される沈線文系土器

第3群土器 田戸上層式~子母口式に比定される沈線文系土器~条痕文系土器

胎土に繊維を含まないか少し含むもので，器面に雑な擦痕や条痕が施されるか，または無文のもの

第4群土器条痕文系土器

胎土に繊維を含み，表裏に員殻条痕文の施されるもの

第5群土器縄文時代前期の土器

第6群土器縄文時代中期以降の土器

これに基づき，各遺跡・出土遺構(グリッド)毎に縄文土器の破片数と重量をまとめたのが，それぞれ

の「縄文土器表J(第6・13・21表)である。ここではこの表を，第81'"'-'86図のように，時期別に図化し

てみた。

なお，西御祈祷谷古墳群の塚については，明らかに新開 2遺跡や新開 1遺跡出土のものと同一個体と見

られる縄文土器が盛土中から出土しており，周辺の土を盛土して造られているものと考えられる。つま

り，平面的にはそれほど原位置を動いていないと想定できるため，盛土出土遺物も，塚の所在するグリッ

ド出土遺物として図化した。また，弥生時代以降の遺構覆土出土の場合も，それほど原位置を動いていな

いとの想定のもとで，遺構の所在するグリッド出土遺物として図化した。

また，図化は重量別・個数別の両方で行ったが，重量別のみで個数別と同様の傾向をより詳細に表現で

きたことから，重量別の図のみを掲載することとした。

第 1群:撚糸文期(第81図) 土器の絶対数も少なく分布状況も散漫でありながら， K10・L10グリッド

を中心として展開している様子が窺える。この付近には，第 1章第 2節 4(1)で述べたとおり，褐色土の

堆積がみられ，ほとんど全ての縄文土器・礁がその土層中から出土している。この遺物包含層の主体とな

る時期は田戸上層式~子母口式期とみられるが，撚糸文期から既に包含層の形成が萌芽していたと考えら
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れる。また，新開 1遺跡や新開 2遺跡において出土状況がこのように散漫であるにも関わらず，二次堆積

である西御祈祷谷古墳群の塚盛土中にも当該時期の土器片が混入しているのは注目される。

第2群:三戸式・田戸下層式期(第82図) K10・110グリッドを中心として土器が分布する様子がやや

明確化してくる。それと同時に，新開 2遺跡の緩斜面にも分布が見られるようになる。また，第 2群土器

も第 1群土器同様，西御祈祷谷古墳群の塚盛土中にも含まれる。

第3群:田戸上層式~子母口式期(第83図) 新開 1遺跡平坦地の遺物包含層の主体となる時期である。

K10・110グリッドを中心として遺物が密に分布している。縄文時代の土坑と考えられるSK-002やSK-005

からもこの時期の土器片が主体的に出土している。

また，この時期新開2遺跡の緩斜面における分布域も拡大する。特に北方のC4・C5・D4・D5グリッ

ド付近は，第 1章第 2節4(3)で述べたとおり黒色系の土が厚く堆積しており，土器はその黒色系土の中

から出土している。西御祈祷谷古墳群の塚盛土中からもかなりこの時期の土器片が出土しており， K10・

110グリッド同様，遺物包含層としてみることも可能であろう。ただ，新開 1遺跡の平坦地と比較すると

散漫な状況である。

第4群:条痕文期(第84図) この時期は，一旦波が引いたようになる。しかし， K10・110グリッドを

中心とする新開 1遺跡の平坦地と，新聞 2遺跡の北方緩斜面に集中して分布する形は保持している。

第5群:縄文時代前期(第85図) これまでの， 2か所に集中して分布する形を保持しつつも，主体はど

ちらかというと新開 2遺跡の北方緩斜面に移る感がある。いずれにせよ，量は縄文時代早期に比べると激

減する。

第6群:縄文時代中期以降(第86図) 土器はほとんどみられなくなる。辛うじて新開 2遺跡の緩斜面の

みに少量が分布し， K10・110グリッドを中心とする新開 1遺跡の平坦地では皆無となる。

縄文土器については，以上のように，①縄文時代早期，なかでも田戸上層式~子母口式に比定される土

器が圧倒的に多い，②K10・110グリッド付近に集中して出土している，という傾向を指摘できょう。

このような土器の状況を踏まえた上で，礁の個数別・重量別出土状況を図化してみたのが第87・88図で

ある。もとにした表は各遺跡の磯組成表(第9・16・24表)である。磯については石材別に分類し，それ

ぞれについて焼成完形礁 (A)・焼成破損磯 (B)・無焼成完形磯(C)・無焼成破損磯 (D)の4つに区

別しているため，全ての区別毎に図化すべきかもしれないが，ここではひとまず全ての礁を合わせて分布

状況を見てみた。

その結果，礁についても， K10・110グリッドを中心とする新開 1遺跡の平坦地に最も集中していると

いう事実が指摘できょう。また，新開 2遺跡の緩斜面や西御祈祷谷古墳群の塚盛土中からも多く出土して

おり，このような分布の形は，縄文時代早期~前期，特に第3群の分布傾向と類似する。それが何を表す

のかは，これだけでは明確ではないが，少なくともこの時期の土器に伴うと考えることはできるだろう。

次に，礁についてデータの集計を行ってみた(第28表・第89・90図)。

まず，石材の別を超えて焼成完形磯 (A)・焼成破損磯 (B)・無焼成完形磯 (C)・無焼成破損磯 (D)

の割合を，個数別・重量別それぞれで合計して調べてみた。焼成礁か否かについては，表面が赤化してい

る，または煤けたように黒くなっているなど，被熱の痕跡と考えられる現象が観察できるものについての

み「焼成磯Jと判断したので，被熱した事実があったとしても，痕跡として表れていなければ， r無焼成」

に分類されることになる。従って，判断時のエラーが生じる可能性があるが，それでも個数別でみても重
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量別でみても，焼成礁が全体の90%以上を占めることが明らかとなった。

また，個数別・重量別に石材別占有率を集計してみたところ，第89図のように，砂岩・チャート・流紋

岩の 3種類で全体の95%が占められていることが明らかになった。ところが，これら 3種について，個数

別・重量別の見方により，占有率に逆転が生じた。すなわち，個数別で見るとチャートが約半数を占める

のに対し，重量別で見ると流紋岩が約半数を占める。

この原因については，チャートは重量の割に個数が多くしかも焼成破損磯 (B) が多いことから，熱を

受けて小さく割れたものが多く，流紋岩は一つ一つが比較的重い，ということが一つ考えられるだろう。

これを証明するには，実際に一つ一つの礁を計測・観察して集計する必要があるだろうが，残念ながら整

理作業の中では行うことができなかった。

そこでこのことについて，重量計を個数計で割って平均重量を算出することにより調べてみたところ，

平均重量ではチャートより流紋岩のほうが圧倒的に重いことが明らかになった。しかしこれでは，自然の

摂理として，例えばチャートは熱を受けて小さく割れやすく，流紋岩は割れにくいなどという性質が表れ

ているのか，それとも当時の人間の意図的な選択性が表れているのかがはっきりしない。そこで，それぞ

れの焼成磯・無焼成礁の完形礁の平均重量を破損礁の平均重量で割って，完砕率を出してみた。

すると，焼成礁では砂岩，チャート，流紋岩，安山岩で50%を超えることが明らかになった。つまり焼

成礁では，チャートも流紋岩も，割れていても半分より大きい個体ばかりが多く存在していることを示し

ている。これは自然状態ではあり得ないことであろう。小さい破片を回収しきれなかった，発掘時のエ

ラーも考慮されるべきであるが，焼成破損後，比較的大きめの磯を選択して遺跡に持ち込んでいる可能性

が高いということになるだろう。

無焼成磯(自然磯)については，完砕率はほぼ50%より低くなっており，ほぼ自然状態と考えることが

できる。チャートと流紋岩で50%より大きい数値が出ているが，チャートについては，赤チャートなど焼

成の槙跡が判断しにくいものが， r無焼成Jとしてかなりカウントされているであろうことが原因として

考えられる。また，流紋岩については，数も少ない上，重量で突出するものが含まれるため，平均化する

のが難しいということが考えられよう。

いずれにせよ礁については，①田戸上層式~子母口式期を主体とする縄文時代早期の土器の出土分布と

重なる，②石材別では砂岩・チャート・流紋岩でほとんど占められる，③他所で焼成を行った後，割れて

も大きめの磯を選択して遺跡に持ち込んでいる可能性が高い，などということが指摘できるのではないだ

ろうか。

西御祈祷谷古墳群・新開 1遺跡・新開 2遺跡では，炉穴とみられる土坑は数基存在するものの，住居な

ど，ほかに縄文時代の所産とみられる遺構は検出されなかった。ただ，特定の時期の遺物が，位置的に集

中して出土する事実は明らかになった。周辺遺跡でも縄文時代早期を主体とする遺構や包含層は比較的多

く見つかっており，今後その成果と比較・検討していく必要があるだろう。
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第28表縄文時代磯組成表

砂岩 チャート 証故車 安山岩 毘岩 ホルンアェルス その他
計

A B C D C 日 A B C D B 。 B C D B C B C 

16 初7 15 19 411 452 m 19 571 327 5 。 4 。 4 。 。 21 2 11 。 13 5 51 1362 
新聞l

313ι4 22462 21253 931.6 お526間担。お924lωs 指7&1 甜771.2546.1 964.5 。!日13181.5 203.2 01 86.9 01 20.6 0114咽 Oお2.3邸4.3 。η2.9487.5 195.3 軍111.5

お 51 。 。団 日 10 14 加 。 。 。 。 。 。 。 2 。 。 。 。 8 01 249 
新聞2

1685.3 お828 。 。お98.8町民5453.5 1.8担68.913125 01 55.6 01 87.8 。 01 7.2 。 。日且7 。 。 。 01 134.9 日9 0117li.i2 

西田折 加 49 51 46 。 。 37 38 。 。 。 。 。 。 。 4 2 。 。 。 。 。お2
構11古
墳群 141&8 却825 ωs 8.312961.2 24幻 。 0131盟143加1.4 。 01 4且8 14.9 。 。 。 。 。 01 494.7 29.1 。 。 01 110.5 。 OII1JJi 1 

個計敢 日407 16 加 142 563 羽 加 108 お5 5 2 5 2 4 。 6 。 6 お 2 11 。22 6 51 1863 

重計量 ~Z胡』 18，<r21.3 2，1品B939.9 9，4126 且蹴i1泌.91，05& 3 1~33í4 33，盟主l 546.1 964.5 105.4 加5.2269.3 203.2 0.01 94.1 0.01 20.6 1，田5.41，469.1 332.3 邸4.3 0.011，01&3 541. 4 195.3 133，2且E
平重均量 l侃 711 137 41 E晶 42 邸 531 151 861 137 193 53 411 135 51 。 16 。211 171 臼 166 80 。46 叩 39 72 

完宰砕 67¥ 34¥ 臼E 62¥ 57司 141目 77¥ お1 37¥ 4瓜

全砕完事 49¥ 旬、 97¥ 49¥ 43司
」 ー

※Aは焼成完形磯，Bは焼成破損礁， cは自然磯(無焼成完形機)， 0は破損礁 (無焼成破損磯)
各遺跡上段個数(単位伺) 下段重量(単位 g) 

C 

D 

個数矧l

C2IIIJ砂岩 E三ヨ泥岩

園圃チャート 睡盟 ホルンフエノレス

仁ゴ流紋岩 聾璽その他

感ミ霊安山岩

重量別

A(焼成完形磯) c (無焼成完形磯)

EヨB (焼成破損機) ヒゴ D (無焼成破損磯)

第89図礁石材別組成

円

J
唱
E
よ

1
i
 



個数別 重量別

第90図礁被熱率

第2節弥生~古墳時代(第91図)

新聞 1遺跡・新聞 2遺跡では，弥生時代後期~古墳時代中期までに営まれたと考えられる住居が，合計

14軒検出された。平坦地にも営まれているが，馬の背状の痩せ尾根にもほとんど切合いなく並んで検出さ

れた。ただし，北方の西御祈祷谷古墳群下や新開 2遺跡の緩斜面では全く検出されていない。新聞 2遺跡

の緩斜面については，表土直下がハードローム層になるところが見られ，削平された可能性もあるが，遺

物がほとんど採集されないこと，回表土層の残る西御祈祷谷古墳群下で住居跡が検出されないことから，

もともと存在していなかったと考えるほうが妥当である。これは，埋没谷が存在していたり，スコリア層

が堆積しているなど，この周辺が他に比して不安定な地質であることが関係しているのだ予うか。

また，これらの住居は，小型で、遺物も少量しか出土しなかったものが多い。床面の硬化も顕著でなく，

炉の焼け方も比較的甘い。全体的に長期的な居住とは考えにくい傾向を示していると言える。

周辺遺跡では，この時期の集落は，川に近い比較的広い平坦地に多く営まれる傾向にある。それらは特

に古墳時代前期に比定されるものが多く，中期~後期となると住居の検出例は少ない。古墳時代中期~後

期は，周辺では古墳群が特徴的に多く営まれる時期であり，周辺遺跡のあり方と合わせ考えると，興味深

レ、。
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第3節奈良・平安時代(第92図)

奈良・平安時代の遺構は方形周溝状遺構2基，溝状遺構7条，遺物は8世紀代の須恵器杯，長頚瓶，

瓦， 9世紀.......10世紀代の土師器杯である。

溝状遺構は，調査区の北端で検出されたSD-002のみが痩せ尾根を横断し，その他の溝は尾根の南西側

を縦断している。いずれも硬化面等が検出され，道路状遺構と考えられる。これらの溝及びその周辺から

は9世紀.......10世紀代の土師器杯が検出された。

調査区北側SM-006塚の盛土下から検出された溝状遺構 (SM-006下遺構)は隅丸方形を呈し， SM-006盛

土内から須恵器長頚瓶が出土したことから， SM-010方形周溝状遺構やSS-001方形周溝状遺構と同様の性

格が考えられるため，併せて各遺構の規模と構造を概観し，その性格を論じてみたい。

SM-006下遺構は南西部をSD--001に切られて欠くほか，東隅，南隅が検出されていない。北側の溝は中

央部で緩やかに屈曲し方形周溝状遺構の北東辺と北西辺の 2辺を構成するものと思われる。東隅が途切

れ，再び出現する南東側の溝は，南東辺を構成するものと判断される。南西辺は前述のとおりSD-001に

より削平されるが，南東側の溝とSD-001の聞にわずかな溝が検出されており，南西辺の溝の南端と判断

し，計測にあたっては，わずかに残された溝を南西辺の内側として計測した。その結果， SM-006下遺構

は南北軸方向N-370 -E，概ね4m四方の隅丸方形を呈する方形周溝状遺構と判断される。

SM-010は調査時に北西隅を深く下げているが，遺存状況は良好で深さ約1.0m，断面逆台形の溝が方形

に廻る。南北軸方向N-260 -W，概ね10m四方の方形を呈する。

SS-001は南半部を検出することが出来なかったが，コ字状に検出された溝の南東端がわずかに内側に入

り込むため，この部分を南東辺にあたるものと考え計測した。その結果，南北軸方向N-250 -W，概ね4

m四方の方形を呈するものと判断される。

SM-010は規模，構造，出土遺物から考えて，方形墳墓と考えて差し支えないであろう。隣接する

SS-001は規模が小さくなり，欠損部も多く判断に苦慮するが， SM-010を方形墳墓とすれば同様の性格を

有していた可能性が高い。 SM-006下遺構は明確な方形ではないが，須恵器長頚瓶が出土し， SS-001方形

周溝状遺構と同規模であることから，方形墳墓と考えることも可能であろう。

これらの方形墳墓から出土した遺物は，わずかではあるが8世紀第2四半期を中心とした時期が考えら

れることから，この地域が墓域として機能したのは8世紀中葉以降と思われる。

道路と考えられる溝状遺構から出土した遺物が9世紀.......10世紀のものであり，方形墳墓との関わりにつ

いては明確ではない。しかしながら，古墳時代中期と考えられる竪穴住居跡SI-005から出土した10世紀の

ロクロ土師器杯は油煙痕があり，灯明として使用されたものと判断される。方形墳墓が10世紀代まで信仰

の対象とされ，それに伴う道路で、あった可能性も考えられる。道路は方形墳墓の西側に位置し，方形墳墓

の東側は玉野の支谷最奥部に面した斜面となっており，方形墳墓と玉野谷津との関連も想定される。

旅衣八重着重ねて寝ぬれども なほ膚寒し妹にしあらねば

(万葉集巻20 4351番) 1) 

天平勝宝7年 (755年) 2月頃に防人として北九州に赴く途中，郷里の家族を偲んで詠んだ望陀郡上丁

玉作部国忍は玉野の出身という説もある2L方形墳墓は国忍，もしくは国忍の所属した集団の長などの墓

と考えることも可能であろう。
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第4節 中 世以降

1 西御祈祷谷塚群の築造理由

塚には次のような種類がある。

①墓所，供養塚 多数の戦死者や遭難者などを埋葬したり供養するために築いた塚。塚にまつ

わる伝説が残っていることが多い。

例百人塚，入定塚，首塚など

②祭 場 祭，信仰のために，平地よりも一段と高い場所に築く。境界であることが多

く，この世(現実界)とあの世(冥界，他界)を分ける場所でもある。

③標識塚

例 十三塚…真言系の僧，行者が修法を納めた場所，富士塚，三山塚など

例一里塚

今回の調査で，塚群からは骨その他埋葬，供養を示す遺物は出土しなかった。また，塚の所在する玉野

集落には塚に関する伝説，伝承は残っていなかった。また，地域には塚が所在することさえ認識されてい

なかった。宇名が西御祈祷谷であること，所在地が袖ケ浦市と木更津市との境界に位置していることなど

から，信仰のための祭場として築かれた可能性が高い。しかし，所在自体が忘れ去られていることから，

かなり早い時期に信仰が途絶えてしまっていた可能性が高い。

2 西御祈祷谷塚群の特徴

規 模 袖ケ浦市域内の最多塚群は尾畑台塚群の 6基であり，基数の面から最多の塚群となる。

形態について 袖ケ浦市域内の塚群25群中方形の塚は5群と少ない。方形と円形の違いは何を意味する

のか。築造時期を示すものなのか。調査例が増え今後明らかになることを期待したい。

塚の規模は一定ではない

各塚群とも西側が溝状遺構により削平されてはいるものの，南北方向の規模は築造時の

規模を遺存していると考えられる。推定される各塚の規模はおおよそ次の通りである。

SM-001 1辺3.7m SM-002 1辺5.3m SM-003 1辺4.0m

SM-004 1辺3.1m SM-005 1辺5.4m SM-006 1辺4.1m

SM-007 1辺4.8m SM-008 不確実

塚間の距離は比較的一定なので，時期差を持って順番に造られた可能性も考えられる。

3 塚の築造時期について

SM-002の旧表土直上から 6枚， SM-003の旧表土直上から 2枚の銭貨が出土した。

SM・002出土銭貨

開元通賓(初鋳年621年，唐) 2枚

皇宋通賓(初鋳年1038年，北宋) 1枚

紹聖元賓(初鋳年1094年，北宋) 1枚

永楽通賓(初鋳年1408年，明) 1枚

不明 1枚

SM-003出土銭貨

- 118 -

天聖元賓(初鋳年1023年，北宋) 1枚

皇宋通賓(初鋳年1038年，北宋) 1枚



いずれも中国からの渡来銭である。 SM・002は，永楽通賓の鋳造年代以降に築造されたことが想定でき

る。また， SM-003は，皇宋通賓の鋳造年代以降に築造されたことが想定できる。

我が国の本格的な公的銭貨の鋳造は，最後の皇朝十二銭である天徳 2(958)年の乾元大賓から，寛永

13(1636)年の寛永通賓まで実施されていない。この間の670余年間は渡来銭流通の時代ということになる。

永楽通費流通時に唐の銭貨である開元通賓も同時に流通していたことが明らかとなった点は興味深い。

注 1 高木市之助ほか 1962 r高葉集』四 一日本古典文学大系 7一 岩波書庖

「多批己目母夜倍伎可佐祢豆伊努礼等母奈保波太佐牟志伊母保志阿良祢婆j

2 若山三郎 1992 W市民のための袖ケ浦の歴史』 袖ケ浦市教育委員会
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写真図版



遺跡周辺航空写真(平成12年撮影 1 : 10，000) 



南岩井作遺跡(吉野田遺跡)

SB-OOl (南西から)

SB-OOl (北から)

SB-OOl (東から)



図版3

西御祈祷谷古墳群 ・新開 1・新開 2遺跡 調査前状況(北から)

西御祈祷谷古墳群・新開 2遺跡 調査前状況(南西から)



西御祈祷谷古墳群

調査前全景(北西から)

盛土除去後全景(北から)

盛土除去後全景(北西から)



(心長田再)ω沼南卦一判制

NOO12ω 

(心月吹田UT)巡刑法一判樹

∞00・HOC-Eω

(心長国)同協年程嗣属

∞00・HOO-Eの

誕酬明恒ゆ維事韓国



西御祈祷谷古墳群

SM-002 

盛土除去後(北西から)

SM-002 

銭貨出土状況

SM-003 

調査前状況(南西から)



(心会科)灘州市鐙刊樹

4V()02の

(小品阻再)思年程桝賠

叩〔)012ω

(心長笹)泡刑錐判樹

的()02ω

拡郵相ゆ維事軍困



西御祈祷谷古墳群

SM-005 

調査前状況(南東から)

SM-005 

表土除去後(東から)

SM-005 

盛土除去後(西から)



西御祈祷谷古墳群

SM-006 

調査前状況(南東から)

SM-006 

盛土除去後(東から)

SM-007 

調査前状況(北西から)



西御祈祷谷古墳群

SM-007 

表土除去後(南から)

SD-002(西から)

SM-006下遺構(南から)
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新聞 1・新開 2遺跡完掘状況(南西から)

新開 1遺跡完掘状況(西から)



新開 1遺跡、

SK-002・004・005

(南から)

SK-002 (西から)

機群



新開 1遺跡

SI-005C北から)

SI-006C南から)

SI-006 

遺物出土状況(西から)



新開 1遺跡

SI-007(南から)

SI-008(南から)

SI-009(北から)



新聞 1遺跡

SI-010 (南から)

SI-011 (北から)

SI-012(東から)



新聞 1遺跡

SI-015C西から)

SI-015遺物出土状況

SM-OIOとSD-016

(北西から)



新開 1遺跡

SM-OI0周溝断面

SS-OOl(西から)

SK-OOl (西から)



新聞2遺跡

E5-46拡張区

東壁セクション

SI-OOl (南東から)

SI-OOl 

遺物出土状況(西から)



新開2遺跡

SI-002(南東から)

SI-004(南から)

SI-013・014(北から)



新開2遺跡

SM-009石嗣(正面)

SM-009石嗣(側面)

SM-009石嗣(側面)



新開2遺跡

SM-009 

調査前状況(北から)

SM-009 

表土除去後(西から)

SM-009 

盛土除去後(西から)



新聞2遺跡

SM-009下溝状遺構

(東から)

SD-003C南から)

SD-004C南から)



新開2遺跡

SD-005C南から)

SD-006C西から)

SD-007C北西から)



新開2遺跡

SD-008C南から)

SD-OI0C西から)

". 

" 

SD-012C南東から)
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調査原因

所収遺跡名 所 在 地 市町村遺跡番号 面積

み南なみ岩いわ井い作さく遺跡 袖そでケが浦うら市し吉よし野の田だ 12229 028 35度 140度 20020501......_ 780rrf 道路建設に

よしのだ あ字ざみ南な岩みいわ井い作さく19-2 
21分 00分 20020531 伴う埋蔵文
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安時代
中・近世 溝状遺構
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